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第 4章奈良@平安時代の調査
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第2節 B地区の遺帯と遺物
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第4章 奈良 e 王子安時代の調査
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第 2節 E地区の遺構と遺物
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第 2節 B地区の遺構と遺物
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第4章 奈 良 g 平安時代の調査

1336 

1341 

一
一
湖一一

ρι
品 ...r-

1346 

f 

15閣議議外出土土器(23)

po 
に
d

寸

1ム



P
H
4
 

1
山

(犯)醤平平田~接要国9LL露

場事f手掛J喜Eα望事註 鴎 5譜



瀦
品
一
冊

引時

回
同
州
哨
浦
謂
注
応
)
灘

独
=
判
一
臨

副
務
手
E
hげ
hげ
鞠

(
N印
)

ト4

CJl 
co 



第 2節 B地区の遺構と遺物
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第4章奈良各平安時代の調査
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第 2節 B地区の遺構と遺物

(1184.1221 ~ 1226)がある。 1237は表面が黒く、 ST17に関係があると思われる。 1204の底部

にはI#Jの箆書きがある。

硯(1227~1231)(第101図、第68表、図版58-3.4)

円国現 (1228~1230)、風字硯(1231)、杯形を伏せたような特殊な硯(1277)がある。透は縦長

の長方形が多い 円
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を呈しており、 ST17出土のものに類似

している。

甑(1234)(第101図、第68表)

口縁部が二重になる、甑と推定される。

鉢(1232.123301235)(第101図、第68表、図版58-6)

1232と1233は鉄鉢である。 1233は体部に平行な掻目を施し、表面が黒し、。 1235は頚部がくの

字状で口縁が外反する。

横瓶(1241~1243.1246)(第102.103図、第69表、図版59-5.4 、 84-4 、 66-6)

1243の口唇部は窪んでいる。

長頚瓶(1238)(第102図、第68表、図版58-7)

長頚瓶と推定される。体部下位に沈線があり高台に特徴がある。

警 (1236.1244 ・ 1245.1247~1399)(第101.103~ 121図、第68~74表、図版68-9.10 ミ 69 ，， 70-1 ・L

64-6、 71-2 、 72 、 73 、 74、旬、 76、 77 、 82 、 83-1.7 、 84-1~シ 7)

中型、大型(l257~1267)などがあり、口縁端部の形態にはさまざまなものがある。 1362r-._，

1383は口縁部側の頚部接合資料、 1384c~1394は体部側の資料である。 1396---1399は底部資料で

ある。

器種不明土器(1200)(第100図、

口唇部と思われる部分の下に突出部分があり、全体は均二形を呈している。

第 3節 C地区の遺構と遺物

C区では、斜面が張り出して急傾斜を示す1¥'10-N j'l，_ラインに、須恵器を焼成した窯跡

S J 20とこの灰原 ST26を中心として SK21.23.24'25の各土坑がある。また、調査区北側の

緩斜面には、窯状遺構SN22が位置している。これら性格の異なる遺構が、 3地点に分かれて

存在している(第122図)。

1 窯跡

S J 20(第123~125菌、図版31.32)

S J 20は標高60mの等高線にほ して構築され と られる無階無段寄窯で

っd円。
1
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第 4章奈良 a 平安時代の調査

ある。窯はi麗道音j5が削平を受けているが、現状の規模は長さ11.65m、煙道部付近の幅が90cm、

中央やや下方の最大幅が1.2mでも中央が膨らみ焚口部と煙道部に向けて徐々にすぼまる形状

を呈する。焚口手前には袋状の作業部をもっO 中軸方向はN-800 Eを指す。床面は焚口か

ら燃焼部にかけてほぼ水平で、焼成部への変化は明瞭である。床面の勾配は最も急、な所で250

あり、焼成状態は非常に良好である。捧造は藷のあることと、窯体が地山富から深くなし

ると半地下式の筈窯と考えられる。また断面形は、側面の立つ半楕円形状を呈すると

われる。壁面には、掘削時の手斧の跡が明療に認められる。また焚口付近の覆土上面からは、

窯体埋没後に堆積した灰白色の火山灰が10cmの厚さで存在していた。遺物は床面や覆土から

杯@奮などの破片が比較的まとまって出土した。これらの遺物は操業面が 1つのsJ 20の製品

として一括性の強い土器であり、これらを SJ 20窯跡土器群(一揺土器群 1)として捉えること

ができる。

出土遺物

S J 20からは杯蓋@高台付杯@杯@横瓶@牽 (1400~1414)が出土している。これらのすべては、

一括土器群 Iとして捉えることができる。

杯蓋(1400~1404) (第126図、第74表、図版45-16)

天井は{尽く平坦で、端部は水平から思折してやや内傾気味に立つO 天井の切り離しは、不明

瞭な1402を除くと回転糸切りである。 1404はゆがんだ部分を作関しである。

高台付杯(1405-----1408)(第126図、第74表三図版50-11)

1405.1406.1408はやや浅い形態のものであるが三 1407は境形に近い形態である。底部には回

転糸切り痕をもっG また高台は高くやや外{演し、接端部は窓んでいる (1405~1407)。

杯(lL109)(第126図、第九表)

底部の切り離しは回転糸切り技法である。

横瓶(1410)(第126図、第74表、図版59-6)

口属音Isには明瞭な窪みをもち、肩部の短い特徴をもっO

(1411~ 1414) (第126~128図、第74-75表、図版70-3 、 65-1~3) 
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があり、口唇部はやや{氏し、。内外には強い稜をもっC

1) 

S T26はMQ 51 ~53 lVI R 50~53 • IvI S 51 ~53症と広範な広がりをもつが、その中心はMR

51から 82区にまたがる区域である。灰原は約20~30cmと比較的浅い荘り方を示している。ま

た出土土器には杯@蓋などの小型品も含むが、翠の破片が特に目立っている。このことから

窯跡では、警などでの大型品を主として焼成してし、た可能性がある。

出土遺物
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第 2節 目地区の遺構と遺物
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第2節 B地区の遺構と遺物
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第 4章奈良 e 平安時代の調査
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第 2節 B地区の遺構と遺物
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第 2節 B地区の遺構と遺物
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第 2節 B地区の遺構と遺物
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第 2節 B地区の遺構と遺物

S T26からは、杯蓋@高台付杯@杯@牽@高杯@鉢@横瓶@饗 (1415~1455e1460~1472) が出土して

いる。

杯蓋(1415~1427) (第129図、第75表)

天井が低く平坦なもの (1415.1418~1425) 、扇平なもの (1426 ・ 1427) がある。端部はどちらも

水平から屈折して、直立もしくは内傾する。天井部の切り離しは回転糸切りのものが多い

(1415.1423~1427) 。

高台付杯(1428~1440.1443)(第129.130図、第75.76表、図版50-12、 78-6)

高台は幅が太くやや外傾するもの(1429.1430)、狭く直立するもの(1428)、狭くやや外傾する

もの(1439.1440)などがある。高台接地部は窪んで外側だけが接地する形態が多い。切り離し

には回転糸切りの認められるものが多い (1428~1434.1437)o 1443は大ぶりのもので、域形に

なる可能性がある。

杯(1441.1442.1444.1448)(第130図、第76表、図版80-4)

口縁が内寄気味のもの(1441)、外反するもの (1442.1444)がある。切り離しは、回転糸切り

のもの(1441.1444.1448)、回転箆切りのもの(1442)がある。

査(1446.1449"-'1454)(第130問、第76表、図版58-9.10、84-8)

1449は短頚章、 1450----1454は長頚査である。 1450-1451.1453は成形時の三段構成資料である。

高杯(1447)(第130図、第76表)

盤状を呈するものであるが、剥落部分の大きさを見ると杯葦注どのつまみがはずれたものと

は考え難し、。したがって高杯脚下端部と考えられる。

鉢(1455-1461)(第130・131閥、第76・77表)

1455は鉢と考えられる。 1461は頚部がくの字状に緩く屈曲し、口唇部は浅く窪んでいる。

横瓶(1460)(第131図、第77表、図版59-7)

口唇部は窓み、肩部の傾斜が強い例である。全体に自然稀が掛かっている。

(1445a1462~1472)(第130~134図、第76 窃 77表、国版65-4~払 70-4~8 、 66-1)

1445は口唇部が丸く仕上がり、縦e横に交蓋する箆書き沈線を口縁部にもつめずらしいもの

である。他には、中型と考えられるもの (1462.1466~1469) 、大型と考えられるもの (1470~

1472)がある。 1463を除くすべての口唇部中央と内外には稜をもっ特徴がある。中央の稜は中

型では低く、大型では強調されている。 1471の口唇部直下には2つの穿孔をもっG

2 竪穴住居跡

S 127(第135図、図版33)

S 127はNL53区を中心とした緩斜面に位置し、西側半分は浅い覆土のためトレンチで削平

された状態である。この住居跡は全面が深い削平を受け、覆土は10cm前後をとどめるのみで

179-



第 4章奈良@平安時代の調査

ある。形態は残存する一辺が3.7mの四角形で、幅20~30cm深さ 10cmの全周する周溝をもっ。

西辺隅寄りのカマドは周溝の上に構築されている。このカマドの中軸線上で住居壁に当たる部

分よりやや内側には、伏せて重ねた2点の須恵器杯(第130図、1456.1459)が支脚に転用されてい

た。また住居跡の底面は西側にかけて緩く傾斜している。遺物は須恵器杯2点のほかに、土師

器の細片が数点出土している。

出土遺物

S 127のカマドからは1456と1459の杯が1456を上にして出土した。

杯(1456・1459)(第130図、第76.77表)

口縁はどちらもやや外反し、切り離しは箆切りである。 1459の底面には墨書が認められる。

3 窯状遺構

S N22(第25図、図版34)

S N22は NC53区を中心にした緩斜面に位置し、標高は57mである。規模は一辺が80~

85cm、深さが約40cmで、摺丸方形状を呈している。底面はやや凹凸をもつがほぼ水平で、壁

は僅に傾きしっかりしている。南{慰霊上端の中央には、 25cmx15cmの半円形状のピットがあ

る口ピットは深さが15cmあり、その底面と壁は僅に焼けている。この覆土の上位には灰白色

の火山灰が約10cmの厚きで堆積していた。遺物は出土していない。

4 土坑

S K21 (第136図、図版35-1)

SK21はMR56杭を中心にした急斜面に位置し、標高は62.5mで、ある。規模は長軸1.55mX 

短軸1.4m深さが25cmを誤門、長軸方向が S-50
0 

Eを指す略円形を呈している。斜面上方

で、一旦斜面に沿った浅い窪みとなり、さらに摺鉢状に緩く寄曲している。底面付近には、護の

破片がややまとまって出土した。

S K23(第93図、図版36)

SK23はMQ54杭を中心に位置しており、標高は59.5mで、ある。規模は長斡3.5mX短軸2.7

m深さ約50cmを測り、長軸方向が東西方向を指す半月形を呈している。壁から底面にかけて

は摺鉢状に緩く寄曲するが、斜面上方の底面がやや高いっ覆土の底面付近には灰白色の火山灰

が約15cmの摩さで堆積し、底面には須恵器を主体にした破片がまとまって出土した。

出土遺物

S K23からは杯@護(1458-1473)が出土している。

杯(1458)(第130図、第77表、図版80-7)

護(1473)(第138図、第77表、図版66-2)

中型と考えられる撃である。口唇部は中央と内外に強い稜をもっO
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第 2節 B地区の遺構と遺物

S K24(第136図ミ図版37)

S K24はMP53区に位置し、標高は59mである。長軸1.75m X短軸1.65mで、深さは約

15cmで、ある。形態は斜面下方の一辺が直線的になり、それを軸に半円形状を呈する不整形で

ある。底面は斜面に沿った傾斜をもち、下方でやや謹む。覆土上位には灰白色の火山灰が薄く

堆積し、忠商には警の破片が少量出土した。

出土遺物

S K24からは斐(1474)が出土している。

聾(1474)(第138図、第77表)

中型と考えられる警である。口唇部は中央と内外に強い稜をもっO

S K25(第136図、図版35-2)

SK25はMD53区に位置し、標高は59.7mで、ある。規模は長軸2.9mX短軸55"--'85cm深さ25

cmを測り、長軸方向がN-30
0
-Wを指す溝状を果している。この長軸は等高線に沿い斜面上

方と下方は50cm------1mの幅で浅く窪んでいた。しかし、周囲の窪みは直接関係ないので溝状の

土坑にしてある。底面は横断面で緩く寄曲し長軸方向はほぼ水平である u 覆土上位には灰白色

の火山灰が約20cmの厚さで堆積している。遺物は出土していない。

5 遺構外出土土器

遺構外からは杯蓑e高台付芥e杯 e萱(1475------1492)の土器が出土している。

杯蓋(1475~1480)(第139図、第77ザ8図、図版78-4)

天井が平坦なものだけである。ボタン状のつまみの付くもの(147661477)がある。 1477と

1478は同じ焼成状態であるが、内面が黒色処理されている。 1476の切り離しは不明瞭な回転糸

切りで1478には、つまみをつける時の渦が見える。これらは土師器と考えられる。

高台付芥(l490~1492) (第139図、第78表)

高台が短く角張るもの(1490)と長く外反するもの(1491.1492)がある。 1491は内外に1492は

内面に黒色処理した部分がある。これらは土部器と考えられる。

杯(1481'"'--'1488) (第139図、第78表)

1481の切り離しは箆切りで箆書きの「エjが認められる。 1482.~1488の底聞には回転糸切り痕

が認められる。

去を(1480.1489)(第139図、第78表)

1480は成形時の三段構成で長頚査と思われる。 1489は査の資料である。

寸

1ム
口

δ
吋

B
i
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第4章奈良@平安時代の調査
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A地区の出土土器

2表土器観察表(1 ) 
単位cm

挿~・図版 出土地点 器種 B 法長 器形の特徴 技法の特徴 日告土・焼成 色 調

9-1 S J 0 1 界蓋 高 2.7 天井は低く平坦体部は緩く傾く 端 切離は箆切→撫 0.1前後の白色 灰

41-1 ロ15.3 天1.9 部は正三角形 つまみはボタン状 砂粒顕著堅綴 I! 

9-2 S J 0 1 事手室主 天井は低く平坦体部は緩く膨む端 I! 0.1以下の砂粒 溺灰

(口15.7) 天 2.1 部は縁が突出し三角形状 顕著 堅綾 1/ 

9-3 S J 0 1 杯議 i高 2.1 天チt-はylく{s:_い体部は緩く膨む端 切離は箆切?→箆 0.1以下の砂粒 灰白

41-2 (口 14.7) 天1.7 部は縁が丸〈盛上る つまみはボタン状 自H 徴最 良好 // 

9-4 S J 0 1 杯蓑 高 2.2 天井は低く平坦休部は緩く傾く 端 1/ 灰褐
1/ 

41-3 口13.2 ラミ 1.6 部は逆 S字で立つ つまみはポタソ状 堅敏 /1 

9-5 S J 0 1 杯蓋 天井は低く平坦体部は緩く傾く 端 I! I! 

I! 

(口 13.2) 天1.6 部は逆S字で外に傾く 堅綴 I! 

9-6 S J 0 1 事早室主 高(1.8) 天井は低く平混 つまみはボタン状 I! グ 要量級 灰禍・問

9-7 s J 0 1 杯蓋 天井は丸く低い 体部は緩く傾く 端 0.1前後の砂粒 灰白
ノγ

(ロ11.6) 天 2.1 部は儀に逆S字で短く立つ 徴量 良好 1/ 

9-8 S J 0 1 事手蓋 天井は低く平坦体部は緩く IWJむ端 0.1以下の砂粒 11 

11 

(口 13.9) 天 2.2 部は逆 S字で屈折部がやや盛上る 徴金 良好
I! 

9-9 S] 0 1 亦蓋 高 3.6 天井は高く平坦体部は緩く反る 端 切離は箆切→箆削 0.1~0.2の砂粒 オリーフミ灰

(口13.1) 天 2.7 部は逆S字で内傾 つまみはボタン状 徴養 竪綾 1/ 

9-10 S J 0 1 杯重量 高 (1.6) 天井は丸い つまみはボタン状 1/ 綱砂微震良好 灰白・問

9-11 S J 0 1 杯蓋 高(1.8) 1/ ノγ 級砂顕著堅綴
灰・灰オリ
フ、

9-12 S J 0 1 事事室主 高(1.2) 天井は平:le. つまみはポタ Y状 11 細砂少量; 竪綴 灰 ・ 同

9-13 S J 0 1 事手筆 言語(1.2) 天井は平屋で広い 切離は糸切→箆自IJ 締砂徴;翠; 竪綴 灰白・向

9-14 S J 0 1 高台付杯 高(2.5) 底部はやや丸L、 高台は1.i形状で外tこ 切離は箆切?→撫 0.1以下の砂粒 灰

(底 8.0) 張る 体下端箆削 顕著 堅E綾グ

9-15 S J 0 1 高台付杯 高(3.1) 体部!t緩く膨む底部は平坦高台は 切離は箆切 0.1以下の砂粒 灰溺

方形状で立つ築地部は凹む 徴量 堅鞍 n 

9-16 S J 0 1 高台付事手 高(2.0) 体部は緩く j膨む 底部はやや丸味有り 11 1/ 1/ 

(底 7.4) 高台は方形状で外に張る 堅綴か

9-17 S J 0 1 高台付事干 潟(1.7) 底部は平坦高台は方形状で外に張る I! 1/ 1/ 

78-5 (底 7.7) 接地部は凹む 建築主 H 

9-18 S J 0 1 高台付好; 潟(1.7) 底部はやや丸み有り 高台は方形状で 1/ 1/ 灰

底 8.3 やや外に張る 接地部は僅に凹む 堅敏 H 

9-19 S J 0 1 高台付杯 高(1.4) 商会は方形状でやや外傾接地部は僅 1/ 灰白

1/ 

底 7.4 に凹む 竪綴 灰
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A地症の出土土器

3表土器観察表(2 ) 
単柱cm

挿図・図版 出土地点 器種・法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 調

9-20 S J 0 1 事手 高 3.2 口縁は内湾気味体部は緩く膨む 底 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰
51-1 

79-5'6 口13.8 底 8.0 部は中央で高〈端は丸い 1品明療 内に筋痕 顕著 堅綴 11 

9…21 S J 0 1 杯 高 2.9 切離は箆切→撫 11 11 

11 

(ロ14.3) (底 8.5) 内にコテ痕有 竪綴 11 

9-22 S J 0 1 主手 高 3.1 口縁は内~ 体部は直線的 底部は緩 切離は箆切→撫 I! 1/ 

(口14.0) (底 9.2) く傾斜し端は丸い 内に平行な筋痕 堅綴 11 

9-23 S J 0 1 杯 高 3.2 ロ縁は内湾気味体部は緩く膨む底 11 灰白
11 

(ロ13.1) (底 8.2) 部は中央でやや高く端は丸い 良好 11 

9-24 S J 0 1 杯 高 3.0 ロ縁は直線的体部は緩く影む 底部 切離は箆切→撫 11 灰

(口13.4) (底 9.0) はほぼ平坦で端は丸い 内にコテ痕有 窪綴 11 

9-25 S J 0 1 事事 高 3.1 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 切離は箆切→撫 11 灰白

(ロ13.7) (底 8.5) はや央で高く端は丸い 内に平行な筋痕 堅綾 11 

9-26 S J 0 1 事事 言語 2.9 口縁体部とも直線的 底部は平坦で端 I1 fi}( 

11 

(口14.2) (底呂.8) は丸い 竪綴 ノγ

9-27 S J 0 1 杯 高 3.1 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 切離は箆切→撫 /1 明オリ プ灰

(ロ13.3) (底 8.0) は中央で高く端は丸い 内に平行な筋痕 堅綴 オリーフ.灰

10-28 S J 0 1 事干 高 2.9 口縁は直線体部は緩く i膨む底部は 切離は箆切，撫 11 灰白

(口12.5) 底 7.6 中央でやや高く端は丸い i雨明瞭 堅綴 11 

10-29 S ] 0 1 杯 高 3.1 ロ縁は内反気味体部は緩く緩む 底 切離は箆切→撫 11 Aγ 

(ロ13.6) (底 9.0) 部は平坦で端は丸い 不良 11 

10-30 S J 0 1 杯 高 3.0 " 灰言電字詰
11 11 

(口13.5) (底 7.7) 良好 fノ

10-31 S J 0 1 事手 高 3.2 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白
I1 

(口12.9) (底 8.0) 総務療 少量 堅綾 11 

10-32 S J 0 1 主平 高 3.1 ロ縁は内童書 体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→議 。.1前後の砂粒 11 

(口12.5) (底 7.0) 平坦で端は丸い 顕著 不良 11 

10-33 S J 0 1 事平 高 3.2 ロ縁lま内湾体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 にぷい糞裕

(口12.2) (底 7.1) 中央部が盛上り端は張る 体下端箆削り 微量 良好 11 

10-34 S J 0 1 i不 高 3.1 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口13.2) (底 9.3) は王子坂で端は丸い 渦明瞭 顕著 竪紙 灰

10-35 S J 0 1 杯 高 3.0 ロ縁は直線的体部は緩く膨む 底部 切離は箆切→撫 11 灰白

(ロ13.6) (底 8.8) は中央側がやや盛上る 良好 11 
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A地区の出土土器

ヰミ斐 土器観察表(3 ) 
単柱cm

挿図・図版 出土地点 器鍾・法霊 器形の特徴 技法の特徴 目古土・焼成 色 調

10-36 S] 0 1 杯 高 3.1 口綾は直線的体部も直線的底部は 切離は箆切→燦 0.1以下の砂粒 灰白

(ロ13.0) (底 8.5) 平坦で端は丸い 渦明瞭 顕著 良好 // 

10-37 S J 0 1 杯 高 2.9 ロ縁は外反気味 休部は直線的底部 11 にぶい主主
λF 

(ロ12.1) (底 8.2) はやや丸味をもっ 竪綾 灰葉

10-38 S J 0 1 杯 言語 2.9 口縁は外反気味体部は直線的底部 切隊は箆切→撫 0.1の砂粒少量 灰白

(ロ 12.9) (底 7.2) の端は僅に凶む ~綴 // 

10-39 S] 0 1 杯 高 3.1 口縁は内湾気味体部は直線的底部 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 緑灰

(口13.1) (底 8.5) は端で丸い 渦明瞭 徴量 竪徽 明禍灰

10-40 S J 0 1 杯 高 2.8 口縁はやや外反 体部は緩く膨み大き 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰

(口13.7) (底 7.4) く開く 底部は台状で端は盛上る 顕著 竪綴 灰白

10-41 S J 0 1 杯 高 3.0 ロ縁は外反気味体部は直線的底部 切需主は箆切→撫 0.1以下の砂粒 緑灰

51-2 (口 12.9) (底 8.3) はほぼ平坦で端は丸し、 渦明瞭 少量 竪鍛 // 

10-42 S J 0 1 杯 高 2.5 口縁はやや外反体部は霞線的底部 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰白

(口 13.0) (底 8.3) はほぼ平坦で端は丸い 顕著 竪敏 灰

10-43 S] 0 1 杯 高 3.0 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 1/ 0.1前後の砂粒 // 

(口12.8) (底 8.3) は中央がやや高く端は丸い 徴最 霊綴 灰白

10-44 S J 0 1 J不 高 3.1 λγ 0.1以下の細砂 // 

// 

(口 12.7) (底 8.0) 顕著 良好 // 

10-45 S J 0 1 杯 i潟 2.8 口縁は外反気味休部は緩く~む底 切離は箆切→擬 0.1以下の砂粒 ノア

(口13.2) (底 8.5) 部は中央でやや高く端は丸い 渦明瞭 多食 良好 明オリーブ灰

10-46 S J 0 1 界 高 2.8 口縁はやや外反体部は直線的底部 0.1前後の砂粒 灰白
// 

(口 13.3) (底 8.5) は中央で直端に高く端は丸い 微量 良好 // 

10-17 S J 0 1 事干 高 3.0 ロ縁はやや外反体部は緩く膨む底 0.1以下の紹砂 オリーブ灰 ' 
λy 

(ロ12.9) (底 8.2) 部は平坦で端は丸い 少量 車産綴 11 

10-48 S J 0 1 事手 高 3.2 口縁は直線的体部は緩〈膨む底部 切離は箆切→撫 0.1の砂粒徴選; 灰白

uコ12.5) (底 7.6) は平坦で端は丸い Eを綴 λγ 

10-4虫 S J 0 1 拐= 潟 3.0 口縁は強く外反体部は緩く膨む底 /{ 0.1以下の砂粒 緑灰

(ロ 12.9) (底 7.7) 部は平坦 少量 良好 // 

10-50 S] 0 1 事事 潟 2.8 口縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

[ロ12.6) (底 8.2) 中央がやや高く端は丸い i品明瞭 顕著 竪綴 オリーブ灰

10-51 S] 0 1 i不 高 3.4 ロ縁は外反体部は直線的底部は平 切離は箆切→撚 /γ 黒溺

端で端が凹む 竪綾 灰

ハ可
U
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A地区の出土土器

5表土器観察表(4 ) 
単{立cm

挿図・図版 出土地点 若苦種・法量 器形の特徴 技法の特徴 日告土・焼成 色 調

10-52 S J 0 1 杯 高 3.2 ロ縁は外反体部は膨む 底部は平坦 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 氏自

(口 13.0) (底 7.2) 徴量 良好 11 

10-53 S J 0 1 勾= 高 3.2 体部から口縁にかけて外反 体部下位 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 オリーブ灰

(口 12.0) (底 6.8) は緩む 底部は平坦で端は僅に凹む 渦明瞭 少量 竪綴 11 

10-54 S J 0 1 杯 高 3.2 ロ縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撚 0.1~0.2の砂粒 灰白

(ロ 12.8) (底 7.7) 平塩で端は丸い 底内盤状 顕著 良好 11 

10-55 s J 0 1 事事 言語 3.0 口縁は内湾気味休部は複線的 底部 0.1前後の砂粒 オリ ブ灰

11 

(口12.2) (底 7.4) は平坦で端は丸い 顕著 良好 灰

10-56 S J 0 1 杯 高 3.4 口縁は内WJ 体部は緩く膨む 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰初

(口11.7) (底 6.4) 体部下端箆削 少量 竪綴 結緑灰

10-57 s J 0 1 事手 高 3.7 体部から口縁にかけて震線的 底部は 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口 13.2) (底 8.5) 平主任で端は丸い 微量 不良 11 

10-58 s J 0 1 害事 高 3.3 ロ縁はやや外反体部は直線、約底部 切離は箆切 11 術灰

(口 10.7) (底 7.2) は平坦でやや厚く端は丸い 渦務総 堅綴 11 

11-59 s J 0 1 釘く 高 3.9 口縁はやや外反体部はilI線的底部 切離は箆切→撫→ 細砂顕著 にぷい葉燈

(口13.0) (底 7.8) は平坦で端は角張る 体部;最下端削 不良 浅策

11-60 s J 0 1 事手 高 3.4 口縁は外反気味体部は直線的底部 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰白

(口 12.3) (底 6.1) は平坦で端は角張る 体部下端箆削 顕著 良好 灰

11-61 S J 0 1 事事 高 3.9 ロ縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切-.撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口 13.8) (底 7.2) 中央で厚く端は角張る 体部下端箆剖 顕著 不良 灰

11…62 s J 0 1 事干 高 3.3 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 切離は箆切…ゅ撫 0.1前後の砂粒 オリーブ灰

(口13.1) (底 7.7) 部はほぼ平坦で端は角張る 体部下端箆削 顕著 不良 11 

11-63 s J 0 1 杯 高 3.2 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 体部下端箆削→糸 0.1以下の砂粒 灰白

(口 12.4) 底 5.3 は中央がやや高く鴻は角張る 切 微量 良好 I! 

]1-64 S J 0 1 事事 高 3.5 日縁はやや外反体部は緩く i髭む底 0.1の砂粒微量 灰

I! 

(ロ 12.4) (底 5.4) 部は中央が向く端は角張る 室主緩 11 

g 

1]-65 s J 0 1 事手 高(3.3j 休部は大きく膨む 底部中央はやや高 体部下端箆削→糸 Jγ 灰白

(底 5.8) く端は角張る 切 不良 1/ 

11-66 S J 0 1 杯 底 5.8 底部は中央がやや高く端で角張る 体下端箆商IJ→糸切
0.1前後の砂粒

1情灰・灰
少量 竪綴

11-67 S J 0 1 杯 (底 5.9) I! 11 0徴.蚤1以;下0)砂不粒良 灰白・同

11-68 S ] 0 1 杯 底 5.5 11 I! グ不良 11 

11-69 S J 0 1 杯 底 5.8 11 11 ρ 竪綴 資灰・伺

11-70 S ] 0 1 杯 底 5.5 I! ノノ か良好 淡業・同

ハU
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A地区の出土土器

告表土器観察表(5 ) 
単依cm

挿額・図版 出土地点 器書室・ i安愛 器形の特徴 技法の特徴 飴ごと・焼成 色 調

11-71 S J 0 1 杯 底 6.1 底部は中央がやや高く端で角張る 体下端箆削→糸切
0.1以下の砂粒

灰白・同
数量 不良

11-72 S J 0 1 事手 底 6.2 /1 !I 
0.1別後の砂粒 灰白・同
徴量 良好

11-73 S J 0 1 原 底 5.5 I1 4γ 
0.1以「の砂粒 l災. [弓
徴量 ~綾

11-74 S J 0 1 事手 底 5.5 11 /1 H 良好 灰白・悶

11ー75 S J 0 1 杯 高(2.5) 体部は大きく膨む 底部は中央がやや 11 11 灰白

底 5.7 高く端で角張る 良好 11 

11-76 S J 0 1 害事 (底 6.0) " " 。良好 灰白

11-77 S J 0 1 界 底 5.0 底部は中央がやや高く端で角張る 切離は糸切
0.1以下の砂粒 オリーブ灰・
徴量 度綴 同

11-78 S J 0 1 事ド 底 5.1 " " か竪綴 灰賞・灰白

11-79 S J 0 1 杯 底 6.0 " " グ不良 灰白・同

11-80 S J 0 1 杯 底 5.2 " υ か良好 灰ブ灰貰・オリー

12-81 S J 0 1 杯 (底 6.0) " " 細砂少量良好 灰白・浅黄

1'1- 0 0  S J 0 1 杯 底 6.3 // 11 か堅綾 踏灰禁事同

12-83 S] 0 1 杯 底 5.7 11 !I 
0.1以下の砂粒

にぷい潟・向
徴震 建綾

12-84 S J 0 1 拐= 底 5.8 " " グ良好 灰白・向

12-85 S J 0 1 事ド 底 5.5 底部は平坦で端は角張る " グ良好 淡寅・河

12-86 S J 0 1 杯 底 5.1 底部はや央がやや高く端は角張る " か良好 灰白・淡議

12-87 s J 0 1 事事 底 5.0 " /1 グ良好 灰寅フ褐・灰オ
リー

12-88 s J 0 1 杯 底 5.3 /f 11 か竪綴
オワープ灰・
同

12-89 S] 0 1 杯 底 6.3 底部は中央がやや高く端はやや丸い 1/ 
0.1の砂粒徴愛 灰フ白 リー

良好

12-90 S J 0 1 持; 唱 5.5)I底部は中央がやや高く端峨る " 
0.1以下の砂粒

淡寅・灰白
微量

12-91 S J 0 1 杯 [底 6.0) 11 切離は 2聞の糸切 か良好 騎リー灰ブ資・灰オ

12-92 S J 0 1 杯 (!底 5.7) " |切離は糸切 グ堅綴 氏・悶

12-93 s J 0 1 杯 (底 5.61 11 

" か良好 灰爽・浅爽

12-94 s J 0 1 i不 (底 5.7) 体部は大きく膨む 底部は中央がやや 11 λy 業灰

高く端は角張る 笠緩 灰白
2 

12-95 S J 0 1 杯 高(1.5) 体部は膨む 底部は平坦で浮く端は角 体部下端箆削→切 0.1の砂粒徴蓬 浅糞

(底 6.5) 張る 離は箆切→宝探 良好 11 

12-96 S J 0 1 杯 底 6.3 休部は膨む 底部はほぼ平坦で端は丸 0.1以下の砂粒 灰持J

" 
くなる 顕著 堅敏 背灰

12-97 S ] 0 1 杯 底 7.0 底部は平坦で中央が高く端は凶む 切書誌は箆切 0微.量1以下の砂竪粒綴 灰・向

12-98 S J 0 1 事手 底 7.2 底部は平坦で端は丸い 切離は箆切一歩撫 か竪綴
オリーブ灰・
同

ハltTl1I'んよ今回百台佐

12-99 S] 0 1 杯 底 6.6 底部はやや丸い ノ/

不良
淡策・問

1
1
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A地区の出土土器

7表 6 ) 
単位cm

挿図ー図版 出オ二地点 器主主ー注量 器jf~の特徴 技法の特徴 胎土・:廃成 官三

12-100 S J 0 1 J不 高(2.3) f本部は緩く膨む 底部は王子垣で中央と 切離は箆切ー→撫 0.1の砂粒殻量 灰白

(底 8.0) 端は厚い 端部は角援る 不良 " 

12-101 S J 0 1 杯 高(1.2) 体部は緩くIii¥';:む 底部はやや丸くなり 切離は箆切→議 0.1以下の砂粒 にぶL、被初

底 8 A 端はやや角張ってから凹む 低は円盤状 微量 良好 澄

12-102 S J 0 1 杯 高(1.5) 底部はほぼ平坦で中央が厚い 端部は 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 I炎策

底 7.3 角張ってから凹む 底は円盤状 少量 不良 11 

12-103 S J 0 1 杯 高(1.7) 体部は緩く膨む 底部はやや丸く端も 1/ にぶい策澄
1/ 

底 6.1 丸い 良好 I! 

12-104 S J 0 1 杯 高(0.9) 底部はほぼ平坦で中央が厚い 端部は 0.1前後の砂粒 灰白
1/ 

底 7.5 丸い 顕著 不良 1/ 

12-105 S J 0 1 杯 高(1.1) 底部は厚くほぼ平坦端部は丸い 0.1以下の砂粒 淡策
1/ 

底 7.6 微量 不良 I! 

12-106 S J 0 1 双耳 高(1.8) 耳苦sが口唇覆下fこ取りfすく 外側に30
0

王手部は全面箆郎 " 灰白

前後の傾きをもっ 良好 /1 

12-107 S J 0 1 1/ 高(2.6) 1/ /1 か 良好 灰・同

13-108 S J 0 1 横瓶 高(20.3) 俵7診の膨みをもっ 外は平行叩→掻自 0.1前後の砂粒 灰資格j

内は円文叩→一部

59-1 [頚7.0) (積30.7) 掻目 少量 堅綴 灰件j

13-109 S J 0 1 翠 高(4.5) 頚部は緩いくの字体上位は緩く張る 外は平行叩 内は 0.1前後の砂粒 灰

やや弧状の叩 微震: 堅綴 λy 

13-110 S J 0 1 き議 高(7.7) 頚部はi直立気味体上位は狭くなだら 外は撫内は鋸歯 1/ オリ ブ祭

か胴部中央が最大? 状のnp? 堅E綴 灰

13-111 S J 0 1 ;長頚愛 i高(1.8) 清が張る っくりは 3段構成 I! 灰灰オリーブ・

13-112 S J 0 1 短頚豪 商(14.7) 扇部は丸味をもって強く張る 全体腕 外は箆剖 扇は軍需 0.1以ドの砂粒 氏自

(底10.8) は筒形に近い 内は擬 顕著 竪綴 I! 

13… 113 S J 0 1 登? 高(2.0) 高台は四角形で外に張る 接地部は緩 切離は箆切り?内 灰

λr 

底10.4 ど凹む は撫 1/ 

13-114 S J 0 1 査? 高(9.3) 潟部に最大径をもっ? 高台は四角形 外は削・撫内は 0.1以下の砂粒 '/ 

(底11.3) で外に張る 議 少量 竪綴グ

13-115 S J 0 1 饗 高(3.9) 休部は大きくIii¥';:む 底部は中央がやや 胴下端箆削一歩切離 0.1前後の砂粒 1/ 

底 6.9 高く端は角張る は糸切 顕多量 良好 1/ 

13-116 S J 0 1 鉢 i匂(8.0) 口縁は大きく設をつくって直立する 外は口縁横撫箆

(口36.4) 体部は緩く内湾して傾斜する 削内は撫 不良か

つωQ
d
 



A地区の出土土器

8表土器観察表(7 ) 
単位cm

挿図 2 函版 出ゴ二地点 器重量ー法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 言句

14-117 S J 0 1 菱 高(5.8) 口容はやや丸く内に稜をもっ 強部は 外は王子行P~→撫 0.1以下の砂粒 灰

(口24.9) (頚18.6) 〈の字で肩は緩く張る 内も叩→撫 顕著 祭綴 11 

14-118 S J 0 1 受 高(12.5) 口容はi噴きやや芦Lく内に稜をもっ 頚 外は体上位で撫→ 0.1前後の砂粒 1/ 

67-] (口 14.7) (顔13.0) 部はくの字で体部は丸く膨む 下位で削 内は軍需 少量 整綴 1/ 

14-119 S J 0 1 護 高(7.1) 口唇は傾きやや丸く内外に稜をもっ 外は平行叩・撫 0.1以下の砂粒 1/ 

(口15.8) (頚13.8) 頭部はくの字で体部は丸く膨む 内は同文状の叩 顕著 竪綴 11 

14-120 S J 0 1 墾 高(7.8) 口唇は平坦で内外に稜をもっ 頚部は 外は平行叩→撫 0.1~0.2の砂粒 資灰

67-2 (口24.8) (頚21.2) くの字で粛は強く張る 内は丹文叩→撫 徴最 堅綴 灰

14-121 S J 0 1 婆 高(9.6) 口唇は傾きやや丸く内外に稜をもっ 0.1以下の砂粒 Jγ 

1/ 

(口 19.4) (頚18.7) 頚部はくの字で体部は丸く膨む 顕著 堅綴 Jγ 

14-122 S J 0 1 窪 高(17.1) 傾く口唇は中央が僅に凹み内外に稜を 外は撫→平行叩 0.1~0.2の砂粒 // 

60-1 (ロ20.1) (頚17.0) もつ 頚部はくの字で体部は丸く膨む 内は撫→叩 少量 堅綴 11 

14-123 S J 0 1 婆 高(8.1) 傾く口唇は中央が僅tこ回み内外tこ稜を 外は平行n~→議 0.1以下の砂粒 !/ 

67-3 (口18.6) (頚17.1) もつ 頚部はくの字で肩は強く張る 内は円文叩→撫 顕著 堅綴 11 

14-124 S J 0 1 書室 高(8.1) 11 Jγ 

1/ 11 

67-4 (ロ19.0) (頚16.2) 竪綴 υ 

14-125 S J 0 1 褒 高(6.7) 口容は直立し外に強い稜をもっ 肩は 外は平行叩→撫 11 11 

67-5 (口19.6) (頚16.4) 強く援り非常に薄い 内は円文P~→撫 霊綴 メケ

18-]26 SK02 杯蓋 高(2.6) 天井は丸い つまみはポヲ y;伏 切離は箆切→箆削
0.1以下の砂粒

灰・青灰
少景 竪緩

]8-127 SK02 界主主 高 3.9 天井は高く平坦体部は緩く傾く 端 1/ 0.1~O.2の砂粒 明オリーブ灰

41-4 ロ17.0 天 3.1 部は逆S字で垂直 つまみはボタン状 徴f量 堅徹 11 

18-128 SK02 事事王室 高 2.8 ヲミ;11:は丸くやや低い 体部は緩く反る Jγ 0.1前後の砂粒 灰白

41-5 口13.7 天 2.] 端部は逆S字外i領 つまみはボタン状 徴最 堅敏 λr 

18-129 SK02 j不 高 3.4 口縁は内反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切ート撫 0.1の砂粒顕著 /ノ

ロ13.5 天 8.0 ほぼ平坦で端は丸い 底円盤状 良好 I! 

18-130 SKO 杯 高~ "J ロ縁は内反気味体部は緩く膨む底 11 1/ 

I1 

I (口 14.1) (底 8.8) 部の立誌は丸い 良好| グ

18-131 SK02 芥 高 3.2 ロ縁は内反気味体音!lは緩く膨む iま O.1~O.2の砂粒 I1 

11 

(口 13.4) 底 8.6 部は平坦で端は丸い 顕著 良好 11 

18…132 SK02 年 高 3.3 ロ縁は内反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切ー炉撫 11 11 

ロ13.5 底 8.9 平温で端はj.g ， 底内盤状平行筋 良好 11 

]8-133 SK02 杯 高 3.4 0.1~0.4の砂粒 灰オリーブ
11 1/ 

ロ14.5 底 9.0 良好 灰

っ、UQ
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8 ) 
単位cm

挿図 z 図版 出土地点 器密・法量 器形の特徴 技法の特徴 日清土・焼.ijl(; 色 調

18… 134 SK02 杯 高 3.3 ロ縁は内反体部11緩く~む底部は 切離は箆歩J一→撫 0.1前後の砂粒 灰白

口13.7 平坦で端は丸い 内に平行な筋痕 少量 良好 11 

18-135 3K02 i不 高 3.4 切離は箆切→擬 0.1~.0.2の砂粒 11 

!; 

51-3 口13.7 底 8.5 底内盤状平行筋 顕著 良好 /〆

18-136 SK02 i不 高 3.5 切離は箆切→軍需 0.1前後の砂粒 オリーブ灰
1/ 

(ロ 13.5) (底 8.3) 内に平行な筋痕 顕著 良好 明オリーブ灰

18-137 SK02 杯 高 3.3 切離は箆切→撫 0.2の砂粒微量 灰白
// 

口13.9 底 8.5 底円盤状 王子行筋 良好 1/ 

18-138 SK02 杯 高 3.1 口縁は内湾気味体部は緩く膨む 底 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 1/ 

(口13.0) (底 8.9) 部は平坦で端は丸い 顕著 良好 1/ 

18-139 SK02 杯 高 3.4 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 1/ 

1/ 

口13.8 底 8.0 内に平行な筋痕 顕著 良好 1/ 

18-140 SK02 事事 高 3.5 ロ綾は内重苦 休部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→滋 // 1/ 

ロ13.6 底 8.8 中央が高くなり端は丸い 底月数状平行筋 良好 1/ 

18-141 SK02 杯 高 3.2 口縁は直線的体部は緩く膨む 底部 0.1以下の砂粒 1/ 

" 
(口 14.0) 底 9.2 は平坦で端は1Ll、 顕著 良好 !; 

18-142 SK02 杯 高 3.4 ロ縁はやや外反体部は緩く膨む 底 切離は箆切→撫 0.1の砂粒顕著 1/ 

(口 13.9) (底 8.8) 部は平坦で端は丸い 良好 λγ 

18… 143 SK02 多ド i高 3.6 ロ縁は直線的体部は大きく膨む 底 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 1/ 

(口 12.0) 底 6.4 部はj享く平坦で端は角張る 内十こ平行な段 顕著 良好 λY 

18-144 SK02 杯 高 3.8 切離は箆切→議!i 0.1~0.2の砂粒 11 

51-，1 I! 

79-7 ロ13.1 底 7.4 Eまは門主主状 顕著 良好 /1 

18-145 SK02 杯 湾b3.6 切離は箆切 p読者 0.1以下の砂粒 // 

/1 

51-5 口13.1 底 6.6 Eまはやや突出 顕著 良好 1/ 

18-146 SK02 事手 高 3.5 ロ縁は夜線的体部は大きく膨む 底 切離は箆切→撫 11 1/ 

ロ13.0 底 7.0 部は浮く平坦で端は角張る 底は円盤状 良好 /1 

18-147 SK02 事手 高 3.6 ロ縁はやや外反体部は大きく n彦む 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 11 

口14.1 底 7.1 E支部は浮く平坦で端は角張る 顕著 不良 11 

18-148 SK02 杯 高 3.2 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 切離は箆切→撫 0.3~0.5の小石 灰オリーブ

口11.9 底 7.0 部はやや序く平坦で端は丸い 底は円盤状 徴室主 良好 1/ 

18-149 SK02 杯 高 3.6 ロ縁は痘線的手~部(1緩く膨む底部 切隊は箆切→撫 0.1~~0.2の砂粒 灰白

口12.9 底 7.4 は厚く平坦で端は緩く角張る 底は円綾状 顕著 良好 1/ 
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A地区の出土土器

第10表土器観察表(号)
単位cm

挿図・図版 出土地点 器主主 a 法最 器形の特徴 設法の特徴 目合土・;疑成 色 議

18… 150 SK02 訴: 高 3.2 ロ縁は直線的体部もやや直線的底 切離は箆切…令書話 0.1~'0.2の砂粒 灰色

口12.8 底 7.5 部は中央が厚く平土星 底は円盤状 顕著 良好 I! 

18-151 SK02 事手 高 3.6 ロ縁は直線的体部もやや複線的底 0.1前後の砂粒 1/ 

11 

口12.5 底 7.2 部は平坦で端はやや丸くなる 顕著 良好 11 

18-152 SK02 杯 高 3.1 ロ縁は直線的体部は緩く膨む 底部 切離は箆切→撫 11 11 

51-6 

79-8 口12.1 底 7.3 は淳ぇ平坦で端は丸い Eまは円盤状 良好 11 

18-153 SK02 杯 高 3.2 ロ縁は直線的 体部は中央やや下で緩 切離は箆切→撫 0.2~0.3の小石 11 

51-7 

80-1 口12.3 底 7.5 く屈折 底部は平坦で端はやや凹む 底は円盤状 徴最 良好 11 

18… 154 SK02 事事 高 3.4 ロ縁は外反し直線的 体部は大きく膨 0.1前後の砂粒 υ 

11 

口13.0 底 6.9 む 底部は平坦で端は角張る 顕著 良好 11 

18-155 SK02 界 高 3.2 ロ縁は直線的体部は大きく膨む底 11 11 

ノγ

ロ12.9 底 7.4 部はほぼ平坦で端は角張る 良好 11 

18-156 SK02 主事 高 3.0 ロ縁は外反しやや内要事気味 体部は大 /ノ 1/ 

ノγ

ロ12.9 底 8.2 きく膨む 底部は厚ぇ平坦で端はa:lむ 良好 11 

19-157 SK02 事手 高 3.4 ロ産量は直線的 体部も直線的 底部は 11 11 

1/ 

ロ12.2 底 7.2 中央が厚く端(;l:屈尚 良好 11 

19-158 SK02 事手 高 3.1 口縁は外反体部は緩く膨む底部は /ノ 1/ 

H 

ロ12.2 底 7.2 中央が厚く端は組曲 良好 11 

19-159 SJ-く o2 杯 高 3.1 ロ縁はやや外反 体部は直線的底部 λr 11 

11 

ロ12.5 底 7.4 はほぼ平視で端は丸い 良好 灰オワープ

19-160 SK02 事ド 高 3.2 ロ縁はやや外反 体部は大きく膨む 切離は箆切ー撫 0.1以下の砂粒 灰白

ロ12.9 底 5.3 底部は厚〈平壊で端は角張る 底は円盤状? 顕著 良好 11 

19-161 SK02 杯 i窃 2.9 ロ縁は大きく外反 体部は緩く膨む 切離は箆切ャ捺 0.1前後の砂粒 1/ 

80-8 ロ12.9 底 7.0 底部は王子坂で端は丸い 底は円盤状 顕著 良好 11 

19-162 SK02 杯 高 3.0 口縁は外反体部は緩く膨む 底部は O.2~0. 7の砂粒 " 
11 

!コ 13.6 底 7.5 中央が高く端は屈曲 小石徴重良好 // 

拐Z 高 3.1 ロ縁は大きく外反 体部は大きく膨む 0.1前後の砂粒 Jγ 

11 

口13.1 絞 7.3 底部は厚くほぼ1ZJ:e.で端は丸い 顕著 良好 λY 

19-164 SK02 杯 高 3.0 ロ綾はやや外反体部は大きく膨む 切離は箆切→撫 1/ 11 

ロ13.5 底 8.8 底部は平坦で端は丸い E主は河盤状ワ 良好 11 

19-165 SK02 事干 高 3.4 ロ縁は大きく外反 体苦sは緩く膨む 切離は箆切→繰 0.1以下の砂粒 11 

51-8 ロ13.0 成 7.5 底部は平坦で端は丸い 底は河童室状 顕著 良好 1/ 
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A地区の出土土器

l表土器観察 表(10)
単位cm

挿図ー図版 出土地点 器種 a 法長 器形の特徴 技法の特徴 飴土ー焼成 色 議

19-166 SK02 努= 高 3.0 ロ縁は外反体部は大きく膨む底部 切離は箆切テ撫 0.1前後の砂粒 灰白

ロ13.4 底 6.3 は中央がやや高く端は丸い 顕著 良好 1/ 

19-167 SK02 杯 高 3.8 ロ設はj議折し{釦こ内湾気味体部は直 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 /1 

口13.9 底 7.1 線、的底部はほぼ平坦で端は屈曲 底は円盤状 顕著 不良 !/ 

19-168 SK02 杯 高 3.4 口縁は一部肥厚し直線的 体部は大き 切離は箆切→撫 I! I! 

ロ12.9 底 6.4 く膨む 底部はやや柱状 良好 I! 

19-169 SK02 杯 高 3.5 口縁は屈折し直線的体部は大きく膨 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 I! 

口13.0 底 8.0 む底部は厚くほぼ平坦 底は円盤状 微量 察綴 I! 

19-170 SK02 杯 高 3.3 ロ縁は玉縁状体部は緩く膨む底部 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 I! 

口12.5 底 7.0 ほぼ平坦で端は屈曲 顕著 良好 I! 

19-171 SK02 杯 高 3.6 口縁は玉縁状体部は緩く膨む 底部 体部下端箆削り? I! 1/ 

51-9 ロ12.9 底 8.2 はやや丸い →撫 良好 // 

19-172 SK02 事手 高 3.7 口縁は直線的体部は緩ぐ膨む底部 切離は箆切→撫 0.1の砂粒数量 1/ 

ロ13.0 鼠 7.0 は玉jZ担で端は丸い 良好 υ 

19-173 SK02 事平 高 3.1 口縁は屈折し玉縁状体部は緩く膨む I! 0.1以下の砂粒 I! 

ロ11.8 底 7.0 底部はぽ平坂で端は屈曲 顕著 良好 λr 

19-174 SK02 杯 高 3.3 口縁は内空写 体部は緩く膨む 底部は I! 11 11 

口11.9 底 6.2 端で丸い 良好 Jγ 

19-175 SK02 杯 高 3.6 ロ縁は一端屈折し内湾気味体部は大 体下端箆削→切離 0.1前後の砂粒 λF 

口12.9 底 6.7 きく i膨む 底部は平程で端は丸い は箆切撫 少量 良好 1/ 

19-176 SK02 事手 高 3.6 口縁は直線的体部も直線的底部は 0.1前後の砂粒 1/ 

I! 

ロ12.6 底 6.6 厚く平坦で端は函をつくる 顕著 良好 11 

19-177 SK02 釘: 高 3.0 ロ縁は玉縁状体部は大きく影む底 1/ I! 

I! 

ロ12.7 底 6.5 部は平坦で端は丸い 良好 I! 

19-178 SK02 害事 高 3.7 口縁は一端屈折し内湾気味 体部は緩 体下端箆削→切離 0.1以下の砂粒 I! 

51-10 

80…2 ロ13.0 底 6.5 く膨む 底部は平塩で端は丸い は箆切→撫円盤状 顕著 良好 11 

19-179 SK02 害事 高 3.2 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 体下端箆剤→切離 0.1前後の砂粒 1/ 

口12.1 底 7.0 は平壊で端は丸い 箆切→擬 徴;議; 良好 11 

19-180 SK02 杯 高 3.8 口縁は一端屈折し夜線、的体部は直線 体下線箆削?→切 0.1前後の砂粒 /1 

51-11 ロ12.5 底 7.2 的底部は平坦で端は丸い 書量箆切→撫円盤状 少景 良好 I1 

19-181 SK02 杯 i高 3.2 ロ縁は一端屈折し玉縁状 体部は直線、 体下端箆削→切離 0.1前後の砂粒 I! 

51-12 口12.5 底 6.5 的 底部はや央が浮く平坦で端は丸い は箆切→撫 顕著 良好 /1 
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A地区の出土土器

第12表土器観察表(11) 
単位cm

挿図 e 図肢 出土地点 器種・法王量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 務

19-182 SK02 主手 高 3.2 口縁は一端屈折し内湾気味 体部は直 体下端箆削?→切 0.1~0.2の砂粒 灰白

52-1 口13.2 底 7.6 線的 底部は中央が{尽く端は丸い 離は箆切→撫 少最 良好 11 

19-183 SK02 杯 高 3.4 口縁は玉縁状体部は緩く諺む 底部 体下端箆剤→切離 0.1以下の砂粒 λY 

口12.6 底 6.4 は全体に丸く端は菌をつくる は箆切→撫 顕著 良好 11 

19-184 SK02 事ド 高 3.3 ロ縁は一端原折L玉縁状体部は直線 0.1前後の砂粒 /ノ

11 

口12.0 底 6.0 的底部は平坦で端は丸い 顕著 良好 11 

19-185 SK02 杯 高 3.5 ロ縁は一端屈折し内湾気味体部は緩 0.1~0.3の砂粒 1/ 

11 

ロ12.5 底 5.7 く膨む 底部は中央で高く端は丸い 顕著 良好 11 

19-186 SK02 杯 高 3.5 ロ縁は一端屈折しやや外反 体部は大 体下端箆削?→切 0.1以下の砂粒 1/ 

ロ12.7 底 7.0 きく膨む 底部は全体に丸く端も丸い 離は箆切→撫 顕著 良好 ノγ

20-187 SK02 害事 高 3.5 体部から口縁にかけて内湾底部は中 体下端箆削→切離 0.1~0.2の砂粒 11 

口12.2 底 6.0 央が高く端は角張る は糸切 徴量 良好 1/ 

20-188 SK02 勾= 高 3.6 ロ縁は玉縁状体部は大きく膨む底 体下端箆高リザ切需主 0.3~'0.4の小石 ノγ

52-2 口12.7 底 5.5 部は平坂で中央がやや高く端は角張る は糸切平行筋痕 徴量 良好 11 

20-189 SK02 杯 高 3.5 口縁はやや外反気味 体部は大きく膨 体下端箆剖→切離 0.1の砂粒少量 // 

ロ13.8 底 7.7 む 底部は中央が高く端は角張る は糸切 良好 // 

20-190 SK02 事手 高 3.5 ロ縁はやや外反 体部は大きく膨む 0.1前後の砂粒 1/ 

11 

口12.3 底 5.5 底部は中央がやや高く端は角張る 少量 良好 11 

20-191 SK02 事手 高 3.7 ロ録はやや外反 L玉縁状体部は大き 0.1の砂粒少量 11 

!I 

79-1 口12.7 底 5.7 く膨む 底部は厚く平坦で端は角張る 良好 11 

20-192 SK02 杯 高 3.9 ロ縁は外反体部は大きく膨む底部 体下端箆郎一?切離 0.1前後の砂粒 1/ 

口12.8 底 5.2 は厚く平壊で端は角張る は糸切 王子行筋痕 顕著 良好 11 

20-193 SK02 i不 高 3.7 体下端箆郎→切離 11 /1 

11 

52-3 口12.5 底 6.2 は糸切 良好 1/ 

20-194 SK02 事手 高 3.2 口縁は外反体部は大きく膨む 底部 0.1前後の砂粒 1/ 

11 

ロ13.0 底 6.2 は厚く王子坂で端は丸い 少量 良好 // 

20-195 SK02 界 高 4.1 ロ縁は肥厚し直線的 体認は大きく~ 0.1前後の砂粒 jγ 

// 

ロ12.7 底 5.3 む 底部は厚く端は角張る 徴量 良好 1/ 

20-196 SK02 会下 高 3.7 ロ縁は外反 体部は大きく膨む l底部 切離は糸切 0.3~0.4の小石 淡主主

52-4 ロ13.3 底 6.0 は王子垣で中央がやや高い 微量 良好 1/ 

20-197 SK02 杯 高 3.7 ロ縁は外反気味休部は緩く膨む 底 11 0.1~0.2の砂粒 灰糞

口13.2 底 5.6 部は議事く中央が高い 端部は角張る 徴最 良好 1/ 

197-



A地区の出土土器

土器寵察表(12)
単位cm

挿図・ i溜!波 出土地点 器種・法;蚤 器形の特徴 技法の特徴 目古土・焼成 色 調

20-198 SK02 i不 高 4.0 ロ縁はやや外反 体告s(広大きく膨む 切離は糸切 0.1~0.2の砂粒 灰寅福

79-2 口12.7 底 5.9 底部は薄く中央が高い 端部は角援る 微震 良好 浅葉

20-199 SK02 杯 底 5.6 底部は淳く中央が高い 端部は角張る
体下端箆削→切離 0.1以下の砂粒

灰白. I可
は糸切 徴量 良野

20-200 SK02 杯 底 5.6 I! 1/ 
0.2の砂粒激量

ノア

堅綴

20-201 SK02 杯 高 3.8 口縁はやや外反 体部は大きく膨む 切離は糸切 0.1の砂粒微量 I! 

(口12.6) (底 6.2) 底部は平坦で端は角張る 良好

21-202 SK02 杯 底 5.7 底部は中央が高く端は角張る
体下端箆削→切離 0.1 ~0.3の砂粒

11 

は糸切 微量 良好

21-203 SK02 左手 高(2.4) 体部は大きく膨む 底部はやや厚く中 0.1の砂粒微震 11 

1/ 

(底 5.3) 央が高い 端部は角猿る 良好

21--204 SK02 杯 (底 6.2) 底部は摩く端は角張る 11 1/ 浅黄・同

21-205 SK02 事ド (底 5.7) 底部は中央がやや高く端は角張る を， 0.1の砂粒顕著
灰白・同

良好

21-206 SK02 害事 (底 6.4) 1/ 体下端箆削に→工切具離痕 0.1以下の砂粒 にぶい寅燈・

は糸切内 顕箸 不良 J炎寅

21-207 SK02 努: (底 6.0) 1/ 
切離は糸切

" 不良 灰掌灰白
内に工具痕

21-208 SK02 事事 底 5.4 I! 切離は糸切 0.1の砂粒微良量好 灰策・淡葉

21-209 SK02 杯 (底 5.7) 底部は中央が高くやや突出する 11 
0.1以下の砂粒

淡策・同
徴量: 良好

21-210 SK02 事手 (!A 5.8) 底部は中央が高く端は角張る 1/ 
0.1の砂粒徴金

灰白・向
不良

21-211 S J 0 1 杯 (底 5.9) 底部は平坦 1/ 
0.1~0.2の砂粒

浅黄・淡策
徴最 良好

21-212 SK02 事手 (底 5.8) 底部は中央がやや高い 1/ 
0.1以下の砂粒 灰白 E灰オリ

良好 フ

21-213 S1くo2 杯 (l底 5.6) I! λy か良好 灰白・同 | 

21-214 SK02 善悪 ロ縁は大きく外反し折返状 外は平行np か竪綴 要h ・オリ ブ I

21-215 SK02 護 ロ縁は大きく外反 Ln唇に沈線、 内外とも撫 グ竪綴 灰・同

21-216 
SK02 義 底部は丸底

外は撫
グ竪綴 I! 

83-5 内は平行PP

21-217 

外内外内はははは平円撫平行文行→n叩掻anp→→目掻平行J呂叩q 

SK02 護 体部下半 223と同一倍体 グ 竪車致 灰白・灰
83-6 

21-218 0.1別後の砂粒
SK02 警主 屑が強〈張る 灰・問

83-2・3 顕著 堅綴

22-219 S 1くo2 長寮 高(29.2) ロ縁は一端屈折して外反 頭部ばくの 外tま撫哨日~>PP 1/ 灰

60-2 同 19.8) 空気 字で腕部は筒形状 内は隷掻自→np 盤綴グ

S K 02 I 警 高臼 ロ綾尖端は三角形ですぐ下に強い稜を 外t主撫内は撫・ 1/ 灰色

67…6 (口 12.6) (頚10.4) もつ 頚部はえの字 np 良好 // 

22-221 SKO 2 I 5意高(，1.2) 外は撫内は撚 1/ 灰

I! 

(口 14. (類12.5) 竪綴 1/ 

SK02 議高(6.0) 1/ Fケ

1/ 

67-7 (口 18.8) (頚15.4) 自1] 堅微か

0
0
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A地区の出土土器

3) 
単{立cm

挿図.~ヨ夜 出土地点 器重量・法愛 若苦形の特徴 技法の特徴 日台土・;焼成 色 言尽

22-223 SK02 主選 高 (H.3) {頃く口唇は中央が凹み内外に稜をもっ 外はま経→平行PP 0.1へ仏2の砂粒 l夫

67-8 (口 17.2) (頚15.8) 頚部はくの字で{本部は丸〈膨む 内は撫→主主目→叩 顕著 竪鍛 灰白

22-22，1 SK02 長書室 高 (22.5) 休部か I?底部にかけて包空襲形 外は削→平行PIl 0.1~0.2の砂粒

60-3 内 は 撫 議 自 → 叩 少量 良好 浅策燈

22-225 SK02 長書室 高 (25.7) ロ縁はー豆腐折して痘立する 胴部は 外は撫→掻百一→削 0.1以下の砂粒少 灰策初

60-4 (口24.8) (頚21.6) 筒形状 内は縦→横の掻自 f設 良好 灰白

22-226 8K02 者量瓶 (底 7.8) 績は平坦で小さな凹み有り 内外に叩 か怒綴 灰白・同

23-227 8T03 事干菱 高 3.5 天井は低く平壌体部tl:緩く反る 端部は 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 にぶい灰褐

(口13.4) 天1.8 逆S字で内に稜をもっ つまみはボタン状 徴主量 竪綴 にぶい被

23-228 ST03 事平室主 天井は低く平穏体部は緩く傾く 端 λγ 0.1以下の砂粒 灰白

(口14.8) 天 2.0 部は縁に稜をもちにぶい三角形 顕著 良好 υ 

23-229 ST03 杯蓋 天井は丸く低い 体部は緩く傾く 端 11 0.1以下の砂粒 灰褐

(口14.7) 叉 2.2 部は逆S宇でき震直 つまみはボタジ状 徴蓑 良好 1/ 

23-230 ST03 杯蓋 高 2.6 天井は丸〈低い 体部は緩く傾く 端部 11 0.1~0.2の砂粒 灰白

(口13.5) 天 2.0 は屈曲してやや外傾 つまみはボタ γ状 微量 良好か

23-231 8T03 事平蓋 天井は低く平塩体部は優に反る 端 11 11 灰

(口 13.9) 天 2.0 部は屈曲して内傾 豆敏か

23-232 ST03 事ド蕊 品(1.9) 天弁は丸い つまみはボタン状 /1 

00微31量以の下砂粒の砂徴堅不最粒級良

灰 ・ 河

23-233 81'03 杯蓋 高(1.5) 天井はやや丸い つまみはボタ γ状 11 浅黄・灰白

23-234 8T03 事手議 高(1.5) I! 1/ グ 良好 灰白・向

23-235 81'03 杯蓋 高(1.5) 1/ 11 か良好 HL奈、言E電疋蓑 }こぶI
23-236 8T03 J不遊 高(1.5) 天弁はエf坦つまみはボタン状 11 0.1の砂粒少堅量綾 灰策・黄灰

23-237 ST03 高台付芥 高 3.2 口縁は直線的体告sは緩く 膨 む 底 部 切離は箆切→芸能 総砂顕著 灰

46-1 (ロ11.]) (底 8.0) は平坦でi荷台接地部に鋭い沈線が入る 堅綾 オリ ブ灰

23-238 8T03 高台付i不 高(2.8) 体音Bは緩く膨み底部は厚い i馬会は台 11 0.1以下の砂粒 灰;潟

46-2 底 7.8 形状で踏んばる 接地部は儀に凹む 話重量 室主義主 』こぶい鐙

E 

23-239 8TO :-l 主主? (l底 9ι) 底部は平坦 高台は二1]7惨状で外{壕 11 庁間l灰 ・ 河

23-240 8T03 高台付与手 (底 7.8) 底部はエf塩高台は方形状で接地泌阻む 切離は箆切→議 締砂顕著良好 1/ 

23-241 8T03 高台付杯 (底 8.0) 11 I! か堅綴 灰赤溺樹・にぶい

23-242 ST03 高台付主事 (底 7.6) 底部は端が高し r高台は方形状で外領 /1 0徴.毅1以下}砂g粒E綴 灰白・同

23-243 Sす o3 高台付事手 (底 8.3) 底部はf坦高台は外jI演し接地商凹む 体は下箆端切→箆書吉展正ー切離 庁 長草子 灰資・灰白

23-244 8T03 杯 高 3.1 ロ縁はやや外反体部は緩く膨む底 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

ロ12.3 底 8.2 昔fí は中央がやや潟ぇ端は丸~、 渦明i濠 少議 察綴 11 
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A地区の出土土器

第15表土器観察表(1ヰ)
単位cm

挿図・図版 出土地点 器積 .j去最 器形の特徴 技法の特徴 日台二七.'J捺JJX; 色 調

23-245 ST03 苦手 iit 3.1 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 切離は箆切隷 0.1以下の砂粒 灰白

(口 12.9) (底 8.0) は平坦で端は丸い 渦明i僚 顕著 良好 // 

23-246 ST03 杯 高 3.1 口縁はやや外反体部は緩<!髭む底 〆/ 明オリープ灰

I! 

(口 13，8) (底 9，0) 部は平坦で端(よ丸い 竪綴 1/ 

23-247 ST03 勾= 高 3.0 口縁は大きく外反 体部は緩く膨む 切離は箆切→撫 // にぶL、径

(口 12.2) (底 6.2) 底部は平坦で屈曲 竪綴 オリーブ灰

23-248 ST03 杯 高 3.0 口縁は外反体部は緩く影む底部は 切離は箆切→撫 I! 灰

(口 12.5) (底 6.7) 平坦で端は丸い 渦明瞭 堅綴 オリーブ灰

23-249 ST03 杯 高 2.9 口縁は外反体部は緩く膨む底部は 切離は箆切→撫 細砂顕著 tこぶし、初

(口13.3) (底 6.6) 中央が高く端は丸い 堅綴 // 

23…250 ST03 杯 高 3.2 口縁は内湾気味体部は緩く膨む底 体下端箆削?→切 0.1前後の砂粒 灰白

(口 12.3) (底 7.0) 部は丸みをもっ 離は箆切→撫 少最 良好 // 

23-251 ST03 事手 高 2.9 口縁は外反 体育日は緩ピ膨む E支部は 切離は箆切→擬 1/ 位j灰

(ロ 11.9) (底 7.0) 平坦で端は丸い 堅綴 1/ 

23-252 ST03 杯 言語 3.1 日縁は豆腐折し夜線的 体部は緩く 底端部箆自日→切離 0.1の砂粒顕著 後策

I (口 11.6) (底 5.<!) 膨む 底音sは淳く平坦で端は凹む は箆切→撫 良好 Ir 

23-253 ST03 杯 i高 3.7 lコ縁はやや外反 体部は大きく膨む 体下端箆削→切離 I! 灰白

(ロ 12.8) 底 5.7 底部は中央がやや高く端は角護る は糸切 良好 11 

23-254 ST03 事事 高 3.8 体部中央で屈折しに1縁は直線的体部 0.1前後の砂粒 11 

I! 

(口 12.3) (底 6.0) は大きく膨む 底部端は角張る 顕著 良好 " 

23-255 I Sγo 3 j;f:尚 3.6 口縁は内E写 体部は緩く膨む 底部は 体ド端箆削シ女j書長 0.1以下の砂粒

(ロ 12.4) 底 5.6 平壌で端は角張る は箆切炉撫 顕著 ~綴 E定例

24-2561 S T 0 :1 底部は中央がj享〈端は丸味をもっ 1 か I~少蚤1部;後、叫良止好杯底 67 責灰・灰色

24-257 ST03 杯 底 6.2 !底部は平坦で端は角振る I! か竪綴 灰初・灰寅

24-258 ST03 主干 E主6.9 底部は丸味をもつが端はやや角張る
体件離は下下は示端端草切箆箆切-削削p→撫?→切切離

か不良 灰白・悶

24-259 
79-3・4

T03 主ド E主5ι !E支部:i工中央がやや高く端は角張る I! 良好 H 

00顕1著1訴の後を粒の砂徴不良盈粒好良 U h 

24-260 ST03 汚: 底 5.4 1/ 1/ 

件体はは下糸示F端端切切箆箆E削削Z→→円切切盤離状離
'3T03 iヰ: Jj.i;; 5.fi jγ 

24-262 S'1'03 主不 底 5，6 λr か 良野 w

24-263 1ST 0 3 事干. 法 5.8 !! I! か良好 ρ

"V' 金.o

24-264 ST03 事手 r底 5.4) 九F 1/ 
徴設 v 良t+ か

24-265 ST03 J;干 (底 5.2) 1/ 切綴は糸切
0.1~.O.2の砂粒 制i倍氏策・灰禁
徴最 良好

fは本下糸切端箆削ー炉切離2<1--266 sγo 3 i不 底 11.6 底部iよ中央がややj手く端は):fj張る 細砂顕著不良 以史白・ 向

ハUハ
υ

円
ノ
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A地区の出土土器

15) 
単位cm

挿図・図版 出土地点 祭主主・法主量 器形の特滋 投訟の特設 日台土ー焼成

1不 (底 5.6) l底部は中央がやや高く端は角張る 反i離は糸長j
の

淡議燈糞にぶい24-267 ST03 
良好

-268 底部は平坦 切離は糸切 綿砂 良好 灰白・!弓

2，1-269 S'1'03 杯 底 5.0 底部は平坦で端は角護る 11 

0顕0鍛著最以以下下の町砂砂良良粒粒好好

淡 資 ・ 同

24-270 S'1'03 双耳:杯 耳吉liは口容直下に手ぎる 耳部は全面箆削 灰白・!弓

21-271 S'1'03 短類愛 頚 7.2 E真部は簿く直立 薦の張 i) は~~l、 頚部接合は l段 細砂顕著堅綾 灰・同

24-272 S'1'03 長頚萱 (頚 4.0) 頭部は直立し清は丸く張る っくりは 3段構成 か怒綴 灰葉樹・黄灰

24-273 S'1'03 長頚重宝 (頚 5.2) 主主は下半で直立し上半で大きく開く 内外畿議撫 か竪綴 策灰黄・にぶい

24-274 S'1'03 大喜重 高(10.4) 口縁は大きく外反し先端に大小 2つの 外は口縁で叩→撫 0.1~0.2の砂粒 灰寅

内は頭部で掻自

(口46.2) 稜をもっ 体部で叩 砂粒顕著良好 11 

24-275 S'1'03 小護? 底 6.8 底部は中央がやや高く端は角張る 切荷量は糸切
0.1別後の砂粒

灰白・向
少量 堅綴

24-276 S'1'03 長頚査を (底 9.6) 底部は平担で高台は外{演しlま簡は凹む 切離は箆切り 細砂顕著良好 11 

24-277 S'1'03 長頚瓶? 底 5.0 高台は接地部が内傾 11 か箆綴 灰白・灰

28-278 S'1' 1 2 掠菱 i認 3.9 天井は高くロ縁にかけて膨む 端部は 切離は箆切・全溜 細砂少量 淡主主

41-6 ロ13.9 天 2.6 窄み外は角張る つまみは擬宝珠 箆向日 怒綴 灰白

28-279 S'1' 1 2 界蓋 高 2.9 天井は平坦体部は緩く膨む 端部は 切離は箆切→箆削 11 11 

41-7 仁114.5 天 2.0 {優に屈折し外傾つまみは議平な擬宝珠 は深い ~綾が

28-280 S'1' 1 2 tf王室 天井は平坦? 体部は緩く!影む 端部 11 11 

11 

(口 13.8) 天 2.1 は屈折して外傾 竪敏 H 

2日 ST 1 2 t不義 高 3.5 天井ヱカら口縁日けて叫 的端部は! '1 /! 

/1 

41-8 口12.9 天1.9 僅に伊，曲して外{隠 つまみは擬宝珠 堅議 // 

S T 1 2 I .!:f遂 天井はエJZ:l:fI.件;部は緩く膨む 端部は 0.1前後の砂粒 !災

f! 

(1-113.4) 天 2.3 j馬温1 つ 組曲内面は僅tこ凹む 徴蚤 堅綴 灰白

28-283 S T 1 21 特高(1.9) 体部』よ膨む 口縁は 主主緩く折れ端部 箆刻は深い 紙ll!沙少量 11 

(口 14.0) は短く』ギiil主Lて外{頃尖端l土丸L 竪鍛か

28-281 S J 0 6 I不釜 i寓 3.0 天井1;):丸し体部は儀に反る 機部tt原由1L 切離は箆切→箆削 細砂徴;箆; /ノ

1~113 .8 2.0 て外領i屈接部内弱u:包む つろは擬主主 は潔 包き緩 グ

I 28-285 1ST j 2 I 係議

41-10 口13.6

28-286 1ST 1 

高 2 6 l 天弁制問は炉阿」乎附ド

夫 1.4 I し夕外怜十偏緩 屈搬妥詰部昨制:げ約F内j凶主凶む つま州ιみ幻五引tはよ堆擬鮭宝掛珠l念姐面に箆削 l 綴 1 I1 

引はやや丸い休部は儲はる端 i

部は屈折 Lて外篠 原折内田[j~査に凹む ~綴 I 企業

28-287 高 4.5 I u縁は内湾気味体協はきく膨む i切 離 は 箆 切 外 部

底 8.4 I底部は刊高叩く叫こか|体問撫 i 堅級 11146-3 

1
1ムハりつω



B地区の出土土器

子表土器観察表(16)
単位cm

挿図ー殴版 出土地点 器密 a 法室主 器形の特徴 技法の特徴 日会土")焼成 色 調

28…288 S T 1 2 高台付書干 高 4.6 ロ縁は内寒気味体部は大きく影む 切離は箆切→底箆 総砂少量 灰白

46-4 (口12.2) (底 7.7) 口縁は王jZ坦 高台は高くやや外領 郎?体部は箆撫 竪敏 11 

28-289 S J 0 6 高台付杯 高 4.0 ロ縁は直線的体部は大きく膨む高 切援は箆切底箆 1/ I! 

46…5 (ロ 12.4) 底 8.2 台は直立し内面つけ援は凹む 制→撫体部箆撫 竪綴 1/ 

28-290 S T 1 2 高台付杯 高 4.4 ロ縁は直線的体部は大きく膨む 高 切離は箆切体下 11 I! 

46-6 口12.1 底 7.7 台は三角状で直立し接地部は平坦 端箆削上位は箆撫 竪敏 11 

28-291 S T 12 高台付芥 高 4.0 口縁は内喜善気味体部は緩く影む 高 切離は箆切…ゅ撫 I! 灰

46-7 口13.2 底 8.9 台は高く長方形に直立 接地部は平坦 体部は箆撫 堅綴 灰白

28-292 S T 1 2 高台付杯 高(3.7) 口縁は屈曲し直線的 体部は大きく膨 体下半箆由日 体上 11 I! 

(ロ12.2) む 位箆撫 竪綴 I! 

28-293 S T 1 2 高台付杯?高(3.3) 口縁から体部は直線的 体下半箆削体上 11 11 

ロ12.9 半箆撫 堅綴 11 

28-294 S T 1 2 萱蓋 高 5.1 天井は乎土包 薦部は斜位でE立をつくる 切離は箆切→腐部 細砂徴量 淡糞

55-1 口12.5 天 3.6 体部は外傾する つまみは擬宝珠 箆削体部箆撫 竪綴 灰白

28-295 S T 1 2 萱蓋 天井はやや丸い 潤部は斜位で面っく 1/ 淡策
Jγ 

55-2 口12.6 天 3.0 る 体部は大きく外傾する 竪緩 灰白

28-296 S T 1 2 杯 高 3.2 ロ縁は直線的体部は緩く膨む 底部 切離は箆切体下 。昼1以下の砂粒 I1 

52-5 (口13.9) (底 9.3) は中央がやや高く端は丸い 内に凹凸 端箆倒渦明瞭 少量 堅綴 灰

28-297 S T 1 2 f走頚豪 高(4.1) 7湾部は緩く張る 外の溝部平行PP→ 0.1以下の砂粒 灰白

掻目 顕著 察鍛 灰

28-298 S T 1 2 査 高(2.1) 高台は高く長方形状で外にふんばる 高台内面は箆削? 締砂少量 灰白

81-7 底12.0 接地部は平坦 ~敏 I1 

28-299 S T 1 2 惹 高(1.8) 高台は高く長方形状に外傾接地部は 内外丁寧な撫 11 11 

(底1.8) やや丸味がある 堅綴 11 

28-300 S T 1 2 短頭登 高16.6 口縁は内湾気味tこ直立 潟は緩く体部 切離は箆切体下 0.1の砂絞顕著 j淡策

55-3 ロ10.4 (底10.2) は大きく膨む 荷台はi玄立気味につ 半は箆削 竪緩 灰白

28-301 1ST 1 2 広口斎 高(7.0) 口働時反~誼一!内一時 細砂少蚤 淡黄

55-4 I (fJ17.5) 稜をもっ 頚笥Hま直立する 竪緩 υ 

29…302 S T 1 2 婆 高(9.3) 口縁は外反 L口容は黍扇:の方向で上下 頚部接合は首長入式 I! 灰白
83-4 

84-5-6 (口29.8) に稜をもっ 外は波状文 竪綴 I1 

29-303 S T 1 2 委主 高(27.5) 肩書sは丸く張りは強い 頚部接合は後入式 I1 にふ;~、策援

外平行pp 内円文 竪敏 灰白

29-304 S T 1 2 ま議 高(17.4) 底部はメL底
外は平行np 。堅綴 灰白・同
内は王子行PP

つ山ハUつμ



B地区の出土土器

第18表土器観察表(17)
単位cm

挿図・図版 出土地点 器種・法;最; 雲寺形の特設 技法の特徴 日告土・焼成 色 調

30-305 L P 5 5 杯主主 高 4.5 天井は高くロ縁にかけて膨む 端部は m離は箆切→箆自日 約砂少翠; 灰白

41-11 口15.4 天 2.9 窄み屈曲して外債 つまみは擬宝珠 は深い 竪綴 ノア

30-306 LP54 事ド蓋 高 3.8 天井は平坦で言語い 体部は緩く~む 切離は箆切→箆部 1/ 灰

41-12 ロ13.3 夫 2.6 端部は}混血して複立 つまみは擬宝珠 は深い 援綴 淡葉

30-307 表採 主不蓋 高(2.0) 天井は平:le. つまみはそろばん三五形 切離は箆切→箆削 か竪綴 灰白・淡糞

30-308 LP55 事平蓋 高 2.5 天井は璃王子で体部は直線的 端部は閥 切離は箆切→箆郎 11 灰白

41-13 口13.9 天1.6 折して外傾つまみは擬~fr')* は深い 堅綴 11 

30-309 LQ55 杯蓋 (高1.7) 天井は薦王子端部は腐折して外傾 周 11 11 

11 

41-14 (口14.0) 天1.0 折部内面は凹む つまみは擬宝珠 ~級 灰

30-310 LQ56 杯蓋 天井は平坦体部は僅に反る 端部は 0.1の砂粒微量 灰白

11 

(口14.1) 天 2.4 短く屈泊し立つ 堅綴 オリーブ灰

30-311 LP55 杯蓋 天弁は平坦休部は緩く影む端部は 細砂徴最 灰

1/ 

(口13.1)天 2.3 緩く思惑し立つ 堅綾 灰白

30-312 LP55 杯蓋 約砂少量 11 

/ノ 11 

41-15 (口13.9) 天 2.5 里E綴 ノγ

30-313 L P 5 3 高台付杯 (底10.1) 底部は王子垣 高台は三角形で直立 切離は箆切 か箆綴 11 

30-314 LP55 高台付i不 高 4.7 ロ縁は直線的体部は緩く膨み厚い 切離は箆切→箆削? 11 11 

46-8 {ロ14.9) 底10.0 底部は平担で高台は三角形で外傾 体部は箆撫 堅敏 11 

30-315 L P 5 5 高台付杯 高 4.6 口縁は底線的体部は緩く膨む 高台 切需産i:上箆切 11 11 

46-9 (口13.6) 底 9.1 は三角形状で外にふんばる 体部は箆擬 竪鍛 11 

30-316 L P 5 5 高台付杯 高 4.6 口縁は内書写気味 イ本部は緩く膨む 底 11 11 

ノγ

46-10 (口 12.1>底 7.0 部は平土廷で高台は三角形状に直立 壁紙 I1 

30-317 LP56 高台付杯 高 4.0 日縁は夜線的体部は火きく膨む E主 切離は箆切ー，撫 11 H 

46-11 ロ12.1 底 8.0 部はやや丸く高台は三角形状で外傾 体部は箆撚 堅綴 11 

30-318 LP55 高台付j不 高 (3.7) 口縁(;J:複線的体部(;J:緩く膨む 体部は下半で箆剤 11 '1 

(口13.5) 上半ば箆主要 笠ー緩 I1 

30-319 LQ55 高台付杯 (口 12.3)I口蜘ら体部にかけて内笥 体部箆書提 グ堅綴

30-320 LP56 妻子; ~ 3.8 口縁は直線的体罰11工緩く外jズ 底部 tJJ離は箆切→手話 細砂顕著 1， 

52-6 口12.7 底 7.5 は平坦で端は屈曲 体下端箆制上位箆撫 祭綴 11 

30-321 LQ55 i不 高 2.9 r~縁は内~気味休部は緩〈膨む底 切離は箆切→撫 " 灰

(仁112.4) (1底 7.2) fjsは中うたがやや高三端は丸い 雪E綴か

30…322 LP55 Fド 高 3.0 口縁はやや外反 体部は緩く膨む l底 切手軽は箆切ー，撫 11 灰白

52-7 (口12.5) (底 音s端はやや角張る 体部箆擬? 区E緩 ノノ

qu 
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B地区の出土土器

土器観察表(18)
単位cm

挿図・DEl波 出土地点 若善意霊・法量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 調

30-323 LQ55 害事 高 4.0 ロ縁は外反 体部は直線的でやや立つ 切離は箆切満明 0.1以下の砂粒 オリ ブ灰

(口13.0) (底 8.6) 底部は中央がやや高く端は丸い 瞭体外商箆撫 顕著 堅緩 灰白

30-324 LP55 蓄量 (底11.9) 高台は外にふん獲る 接地部は出む 内外iこ丁寧な撫 納砂少量 ~童数 灰糞・灰

30-325 L J 5 7 霊霊 高(7.5) ロ縁は外反 口唇上に小さい稜そこか 頚部接合は燦入式 1/ 氏自

(口27.3) ら垂直方向に三角形の大きな稜をもっ 外面に波状文 竪敏 1/ 

37-326 s J 0 5 杯蓋 高(3.2) 天井は狭く平坦 体部は緩く膨んで端 切離は箆切→深い 0.1以下の砂粒 手し白

41-16 口16.1 天 2.7 部に至り短く屈湖 底曲部内面は田む 箆削 少量 良好 1/ 

37-327 s J 0 5 杯蓋 天井は狭く平坦体部はやや反る 端 1/ 1/ 

1/ 

(口16.4) 天 2.6 部は屈曲して立つ 屈曲内面やや凹む 良好 1/ 

37-328 s J 0 5 杯蓋 天井は狭く平坦体部は短く膨んで端 1/ 1/ 

1/ 

42-1 (口 16.2) 部に至り屈曲 屈曲部内面は凹む 良好 1/ 

37-329 s J 0 5 杯菱 高 3.1 天井は王子担 体部は僅に凹む 端部は 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 1/ 

42-2 ロ14.9 天 2.1 鋭い稜をもち屈折 つまみは擬宝珠 少量 堅綾 1/ 

37-330 S J 0 5 杯蓑 高 3.2 天弁は平坦体部は緩く膨む端部は υ 0.1~0.2の砂粒 灰

42-3 ロ15.7 天 2.2 鋭い稜で屈折 つまみはそろばん玉状 微量 堅綴 灰白

37-331 s J 0 5 :q:蓋 天井から体部は丸い 端部は組折して 切離は箆切→浅い O.1~0.2の砂粒 灰白

(口 14.0) 天 2.0 立つ 箆削 顕著 ~綴 明オリープ

37-332 s J 0 5 事手蓋 天井はほぼ平坦体部は緩く膨む端 0.1前後の砂粒 灰白
/1 

(口14.6) 天 2.1 部は屈曲してやや内領 少量 良好

み;137-333 s J 0 5 杯護 高 3.5 天)tは狭く平坂体部は緩く~む端 切離は箆切…，深い 0.1以下の砂粒

42-4 (口14.2) 夫 2.4 部は屈曲して外{傾 つまみは擬宝珠 箆削 徴f量 藍綾 灰制

37-334 s J 0 5 事ド蓋 高 2.4 天井は広く平坂体部は強く反る 端 切離は箆切→撫 0.1~0.2の砂粒 明オリーブ灰

42-5 (口15.0) 天1.6 部は間折して外領 つまみは擬宝珠 徴;翠; ~綴 灰

37-335 s J 0 5 杯葦 天井は広く平坦体部は直線的端部 切荷量は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 1/ 

(口 16.0) 天1.5 は屈折して外傾全体に扇平 顕著 堅綴 1/ 

37-336 S J 05 主手議 天井は広〈王子塩体部は反る 端部は 切離は箆弱→箆自1 0.1以下の砂粒 灰白

(口 15.9) 天1.9 -s.折れ尿幽して立つ 屈曲内に沈線l 少量 室主主致 灰

37-337 s J 0 5 事手蓋 天空tは広く:qz坦体部は反る 端部は 切高監は箆切→主総 0.1以下の砂粒 // 

[口14.5) 天1.6 屈曲して立つ 全体に扇平 顕著 堅級 11 

37-338 S J 0 5 事手まま 切離は箆切ーザ箆削 // ，ク

I! 

(ロ13.7) 天 2.6 堅綴グ

37-339 s J 0 5 杯蓋 天井は広く平坦体部は直線的端部 // // 1/ 

(口 15.0) 天1.5 はj滋治し逆S字状に立つ 竪徽 灰白」

A
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B地区の出土土器

土器観察表(19) 
単位cm

挿図ー図版 出土地点 塁審種・法量 器形の特設 技法の特徴 胎土・焼成 包

37-340 s J 0 5 j不蓋 天井は広く平穏体部は反る 端部は 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰白

(ロ15.0) 天1.0 稜をつくって屈折し逆S字状に外領 顕著 堅敏 育灰

37-341 s J 0 5 訴蓋 高 2.5 天井は低く王子坦 体部は直線的 端部 11 0.1以下の砂粒 灰

42-6 (ロ15.4) 天1.7 は屈曲して外傾 つまみはボタン状 少最 堅綾 11 

37-342 S J 0 5 杯蓋 高 3.3 天井はほぼ平坦体部は複線的端部 11 0.1前後の砂粒 U 

(口14.8) 天 2.5 は組崩し外湾 つまみはボタン状 少量 竪綴 11 

37-343 s J 0 5 事平釜 高 2.9 天井はほぼ平坦体部は反る 端部は 11 Jγ 11 

42-7 (口14.3) 天 2.1 屈曲し立つ つまみはボタ γ状 堅綴 11 

37-344 s J 0 5 i不蓋 高 2.4 天井は低くほぼ平坦体部は反る 端 υ 11 11 

42-8 口14.0 天1.8 部は屈曲して立つ つまみはボタン状 堅綴 11 

37-345 S J 0 5 事不幸量 高 2.7 天井は低〈平坦体部は反る 端部は 11 0.1前後の砂粒 11 

(口14.6) 天 2.1 E虫歯し外湾 つまみはボタソ状 顕著 竪鍛 11 

37-346 s J 0 5 害事釜 ゼf，<::¥ケsつ2.5口 天井はほぼ平立i 1宇部は反る 端部は 11 0.1~0.3の砂粒 11 

(口14.8) 天1.8 屈曲し逆S字に立つつまみはポタ γ状 微量 堅綴 11 

37-347 S J 0 5 事ド蓋 高 2.8 天井はほぼ平坦体部は反る 端部は ノγ 0.1~0.3の砂粒 11 

(口 14.0) 天 2.0 屈曲して立つ つまみはボタン状 顕著 竪縁 !/ 

37-348 S J 0 5 杯蓋 高(2.2) 天井は平坦体部は反る つまみはポ 11 0.1前後の砂粒 灰白

タン状 顕著 ~綴 11 

37-349 S J 0 5 i不蓬 天弁は{尽く平;担体部は反る 端部は 1/ fI fI 

(口13.8) 天1.8 屈曲しやや外領 竪緩 11 

37-350 S J 0 5 害事議 高 3.1 天弁は平坦体音sはやや反る 端部は I! 0.1~0.3の砂粒 11 

42-9 ロ14.5 天1.9 稜をもち屈折 つまみは逆台形状 顕著 堅綴 11 

37-351 S J 0 5 事干護 天井は平坦体部はやや反る 端部は 1/ 1/ U 

(口13.8) 天1.8 屈曲して立つ 堅被 11 

37-352 S J 0 5 i不釜 天井はf~ くほぼ平坦体部はやや反る 1/ 0.1~0.2の砂粒 灰

(臼 14.0) 天1.7 端部はJffl出して立つ 顕著 堅綴万

37-353 s J 0 5 事手蓋 天井は低くほぼ平坦休部は反る 端 11 O.1~O.3の砂粒 灰白

〔口14.5) 天1.9 部はJffl臨しi詮S字主えに立つ 顕著 堅綾 I1 

37-354 S J 0 5 事手蓋 高(1.5) つまみはボタソ:伏 切離は箆切 。堅綴 糞灰・灰白

37-355 S J 0 5 ZF、蓋 夫弁やや丸味をもっ 体部はやや反る 切離は箆切→箆削 11 灰

(口14.0) 天 1.8 端部はfti!歯して立つ 警三敏 均

38-356 S J 0 5 事早蓋 高 3.5 天井は平坦体部は反る 端部は屈折 切離は箆切→天井 0.1以下の砂粒 灰

42-10 (口16.2j 天 2.2 し逆Se宇状に外領 つまみは亀iiJj形 箆削 顕著 藍敏 N 
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B地区の出土土器

第21表土器寵察表(20)
単イ立cm

事者図・殴版 出土地点 器種・法王量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色

38-357 S J 0 5 杯蓋 高 3.2 天井は平坦体部は反る 端部は屈曲 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂救 灰

42-11 口14.6 天 2.2 し逆S字状に外領 つまみはボタン状 顕著 竪綴 11 

38-358 s J 0 5 事手蓬 高 3.2 う支弁はほぼ平坦体部は直線的 端部 11 0.1~0.2の砂粒 Jγ 

42-12 (口14.6) 天 2.1 は屈折し外領 つまみは頭の丸い筒形 少量 堅綴 11 

38-359 S J 0 5 杯蓋 天井は平坦体部は直線的端部は屈 1/ 0.1 ~0.3の砂粒 灰白

42-13 (口19.3) 天 2.2 折して逆S字状に外傾 微量 堅敏 /1 

38-360 S J 0 5 事手室主 (口19.4) 体部は直線的 端部は屈曲して立つ 外面は丁寧な撫
0.1目立後の砂粒

氏自・灰葉
少量 竪級

38-361 S J 0 5 杯蓋 高(2.2) 体部は僅に反る 端部は屈折して鋭く 内外面了寧な撫 /1 灰

(口20.5) 立つ屈折部内面は凹む 堅綴 /1 

38-362 S J 0 5 事不蓋 高(2.2) 体部は僅に反る 端部は屈折して立つ 箆削 // 灰白

(口20.6) 屈折部内商は僅に由む 堅鍛 /1 

38-363 S J 0 5 事不蓋 (口19.5) 体部は直線的 端部は屈折して外傾 /1 か竪鍛 灰白・向

38-364 S J 0 5 芥蓋 (ロ 19.0) /1 // 万竪緩 灰。灰白

38-365 s J 0 5 杯蓑 高(1.0) つまみは扇平 切離は箆切? グ良好 灰白・同

38-366 S J 0 5 杯蓑 高(1.4) 天井は平坦 つまみはボタン状 |切離は箆切→箆剤
0.1)II]後の砂粒

灰・灰白
徴量 良好

38-367 s J 0 5 苦手議 高(1.4) つまみはポタ γ状 内外撫 H 良野 灰白・同

38-368 S J 0 5 杯蓑 高(1.7) 天井はほぼ平坦 つまみはポタ γ状 切離は箆切→箆削
0.1の砂粒顕著

灰・灰白
~綾

38-369 S J 0 5 事手蚤 高1.4 つまみは中央が高い擬支珠 器肉薄い 切離は箆切?
0.1以下の砂粒

灰・同
徴重 良好

38-370 S J 0 5 i不蓑 高(1.3j つまみは中央が丸く高いボタン状 11 H 良好 灰白 E 同

38-371 S J 0 5 事手蓋 高(2.1) 天井は丸い つまみは頭が丸い擬宝珠 切離は箆切→箆削 ρ 室主綾 灰・灰白

38-372 S J 0 5 事ド蓋 天井はほぼ王子坦体部はやや反る 端 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 初灰

(口 14.4)天 2.0 部は稜をもち透践に屈折 つまみ部に渦痕 少量 良好 オリーブ灰

38-373 S J 0 5 事干蓋 夫弁は低い体部は緩く膨む端部は 箆自t 0.1以下の砂粒 灰白

(口14.1) 天1.8 Ja折し短く立つ 顕著 堅綾 明オリ プ灰

38-374 S] 0 5 界選 天弁は丸い休部は緩く膨む端部は 切離は箆切→箆郎 0.1以下の砂粒 策灰

(口 14.4)天 2.1 }箆折し外領 少量 良好 /ノ

38-375 S] 0 5 杯蓋 天弁は平坦休部はやや反る 端部は 切離は箆切→箆剤 0.1前後の砂粒 灰

(口14.1) 天 2.2 稜をもち垂直に屈折 体下半箆議? 顕著 竪綴グ

38-376 S]05 害事蓋 (口 15.1) 体部は反る 端部は屈曲し外領 内外了寧な撫
0.1以下の砂粒

灰・同
顕著 箆綴

38-377 S] 0 5 事手主主 天井は平坦体部は直線的端部は腹 切首程は箆切→箆削 0.1~0.2の砂粒 灰白

(ロ14.7) 天1.7 曲し外湾 少量 雪ミ綴 か

38-378 S] 0 5 事手議 天井は平坂体部は緩くnu;む端部は 1/ 0.1以下の砂粒 1/ 

天 2.5 一旦折れ端で屈曲して外傾 少量 良好か

円。
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第22表
単位cm

挿図 a 図版 出土地点 宮寺種・法量 器形の特徴 技法の特徴 飴ニ1:'焼成 色 認

38-379 S] 0 5 事手蓋 (口12.8) 体部は強く反る 端部は組曲して内傾 箆削
0.1以下の砂粒

灰白・氏
顕著 堅緩

38-380 S J 0 5 界蓋 高(3.2) 夫弁から体部は膨む つまみは擬宝珠 切離は箆切→箆剖 11 良好 灰溺・同

38-381 S] 0 5 努;叢 高 2.7 天井は平担 1宇都は反る 端部は屈曲 1/ 0.1以下の砂粒 灰オリープ

42-14 (口 15.0) 天1.9 して立つ つまみはボタン状 徴霊 良好 11 

38-382 S] 0 5 害事蓋 高 2.2 天井は平坦 つまみは平坦な擬宝珠 11 11 良好 灰同オリープ・

38-383 S] 0 5 害事蓋 高 2.7 天井は平坦体部は直線的端部は短 H 0.1前後の砂粒 浅黄

(ロ 13.5) 天 2.0 く屈折 つまみは縁の低いリ γグ状 少量 良好 灰白

38-384 S] 0 5 事干叢 高1.6 天井は平坦 つまみは擬宝珠 υ 11 良好 灰悶オリーブ・

38-385 S] 0 5 杯蓑 高 0.6 つまみは平坦な擬宝珠 撫 11 良好 11 

38-386 S] 0 5 杯蓑 高 0.9 11 11 11 良好 11 

38-387 S] 0 5 杯菱 天井は平坦体部は反る 端部は屈折 切離は箆切→箆削 11 11 

(口15.2) 天 2.3 して外傾 良好

38-388 S] 0 5 i不蓋 夫弁は平土昼休部は儀に反る 端部は 11 11 11 

(口14.5) 天 2.0 稜をもち外傾 良好

38-389 S J 0 5 杯蓑 高1.0 天井は王子担 体部は優に反る 11 1/ 良好 灰 ・ 同

38-390 S J 0 5 芥蓬 天井は平坦体部は強く反る 端部は I! 1/ 

42-15 (口 14.7) 天1.9 稜をもち逆S字:伏に外{頃 良好

38-391 S J 0 5 杯蓋 天弁は平坦体部は強く反る 端部は H 11 

(口15.0) 天 2.1 問訴し逆S字状 良好 灰オリーブ

39-392 S] 0 5 事平蓋 天井は平坦体部は緩く反る 端部は 11 ノア 11 

(ロ14.6) 天1.7 屈治し外害事 良好グ

39-393 S] 05 事ド蓋 天井は平壌 体部は直線的で端部手前 λγ 11 灰

(口13.7) 天1.6 は平坦端部は屈曲して外湾 良好 灰白

39-394 S]05 事平惹 (口15.0) 体部は強く反る 端部は屈曲し外空軍 11 
0.1以下の砂粒 にぶい策燈・
少量 良好 同

39-395 S J 0 5 j不蓋 天芥は丸い体部は強く反る 端部は λY 0.1以下の砂粒 灰賀補

(ロ15.0) 天 3.0 屈践し直}Lする 後釜 良好グ

39-396 S] 0 5 事手室主 高 2.7 天井は王子担 体部は緩く反る 端部は 11 0.1以下の砂粒 浅策澄

(口14.8) 屈折して立つ 少量 良好 H 

39--'397 S J 0 5 杯蓑 高(2.9) 天井は広く平坦体部は反る? つま 切離は箆切→底面 11 灰白

みは頭が丸い擬宝珠 箆削 堅綴グ

39-398 
S J 0 5 事不蓋 高(2.5) 11 11 グ良好 氏自・問42-16 

39-399 S J 0 5 杯蓋 天井は広く平坦体部は緩やかに反る 底部は箆郎 0.1以下の砂粒 褐灰

(口19.5) 天 3.0 端部はml折し逆S字状に立つ 少量 ~綴 灰白

門
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B地区の出土土器

単位cm

挿E司・関I友 出土地点 器重量・法量 器Jf~の特徴 技法の特徴 飴土ー焼成 色 調

39-400 S] 0 5 事手蓋 高 (2.0) 天井は王子坦 つまみは平坦な擬宝珠二次 切言語は箆切
0.1以下の砂粒

灰白・主主灰
少量 良好

39…401 S J 0 5 i不釜 高(1.3) 11 fI H 良好 策灰・向

39-402 S J 0 5 事手重量 高(1.5) Jケ 1/ グ良好 灰 ・ 同

39-403 S J 0 5 原重量 高(0.7) 天井はほぼ平坦 切離は箆切→箆削 11 ~綾 灰白血同

39-404 S J 0 5 杯護 高(2.3) 天井は平坦体部は反る つまみは乎 切離は箆切→底面 /ノ 初灰

坦な擬宝珠 箆削 竪綴 1/ 

39-405 S J 0 5 杯蓋 天井は平坦体部は直線的端 部は原 切離は箆切→箆削 1/ 灰白

(ロ 16.1) 天 2.5 曲しやや外傾 堅綴 灰

39-406 S J 0 5 事事選 高(1.7) 天井は平坦 11 グ堅綴 初ER.同

39-407 S J 0 5 事ド蓋 天井は平坦休部は緩く反る 端部は 切離は箆切→撫 fI 明樹氏

(口15.8) 天 2.8 腐出し逆S字状に立つ 良好 1/ 

39-408 S J 0 5 事手蓋 (口17.1) 休部は強く反る 端部は屈折して立つ 切離は箆切→箆蹴 か堅綴 灰白・磁灰

39-409 S J 0 5 事手重量 (ロ 15.0) 休部は強〈膨む 端部は屈曲して外傾 !I ρ 堅綾 葉灰・字詰灰

39-410 S J 0 5 杯室主 体部は平坦体部は直線的端部は!密 11 11 灰

(口15.6) 天 2.3 折して外領 堅綾 んF

39-411 S J 0 5 事手蓋 高(2.6) 体部は強く反る 端部は屈曲し逆S字 内外はγ寧な撫 λy 策灰

(口14.1) 状に外傾 良好 11 

39-412 S J 0 5 害事蓋 天井は平坦体部は強く反る 端部は 切離は箆切→撫 11 溺灰

(口13.4) 天 2.6 屈曲し逆S字状で外傾 良好 U 

39-413 S J 0 5 芥蓬 (口17.2) 体部は反る 端部は屈曲し外喜善 内外は了考まな鎌 か~綴 灰白・灰

0少.量1前後川竪、卦綾39-414 S J 0 5 j不議 高(2.0) 天井は平坦 つまみは頭が丸い何量産形 切離は箆切→箆削 11 

39-415 S J 0 5 事手議 高(2.1) 天井は平坦 11 か察綴 |に湾ぷい寅燈・

39-416 S J 0 5 j不蓑 高(3.8) 天井は平坦体部は緩ど膨む つまみ 11 0.1以下の砂粒 にぶい授

43-1 

78-2 (ロ 14.8) 天(2.3) は綴が丸い円君主形 徴最 不良 11 

39-417 S J 0 5 芥菱 高 2.8 天井は王子担体部は直線的 つまみは 11 11 11 

(口 14.4) 天1.7 頭が芦Lい円懇形 不良 // 

E 

39-418 S J 0 5 杯蓋 天井は平坦体部は直線的端部は媛 切離は箆切→やや ノγ にぷい溺

〈口16.2) 天 2.6 曲して立つ 深い箆部 不良 /ノ

39-419 S J 0 5 事手蔓 高 2.1 天井は王子坦 つまみは平坦で頭が丸い 切離は箆切→箆郎 0.1以下の砂粒 灰爽溺

円盤形 徴f霊 良妻子 " 

39-420 S J 0 5 事手蓋 ぢi同ずJ つ2.0 λy 11 か良好
同

-主主滋

40-421 S J 0 5 高台付事事 高 5.4 口縁は内室事 体部は直線的 底部は膝 切荷量は箆切→撫 紺i砂少量 手し白

(口15.6) (底10.1) が高い 高台は三角形状でやや外i償 底端部箆削 碍|か!

口。ハU
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B地区:の出土土器

第24表土器観察表(23)
単位cm

j希図'図版 出土地点 器議 e 法f霊 器形の特徴 投法の特徴 胎土・焼成 色 務

40-422 S J 0 5 高台付芥 高 5.6 ロ緩から体部にかけて直線的 底部は 切量産は箆切→撫 総砂少量 手LI当

46-12 口15.6 底 9.3 端が高い 高台は三角形状でやや外傾 底・体部端箆削 良好 I! 

40-423 S J 0 5 高台付事干 高 5.0 λF 1I 

Jγ I! 

47-1 ロ15.6 底10.0 良好 I1 

40-424 s J 0 5 高台付事事 高 5.2 ロ縁は夜線的体部は緩く膨む底部 1/ // 

1/ 

47-2 (ロ 15.5) (底10.3) は端が高い 高台は三角形状でやや外傾 良好 1/ 

40-425 S J 0 5 高台付杯 高 5.5 ロ縁から体部にかけて夜線的 底部は 1/ 1/ 

1/ 

(口15.5) (底11.1) 端が高い 高台は三角形状でやや外傾 良好 1/ 

40-426 S J 0 5 高台付事事 高 4.3 ロ縁は外反体部は大きく膨む底部 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口 12.6) (底 7.6) は中央が薄い 高台は直立気味に外湾 少量 良好 1/ 

40-427 S J 0 5 高台付杯 高 4.3 ロ縁から休部にかけて内湾 底部は中 1/ 1/ 灰白

47-3 (口12.9) 底 8.2 央が薄い 高台は外にふん張る 良好 浅賀

40-4281 s J 0 5 高台付邦 高 4.7 ロ縁からや宇部にかけて直線的 底部は 切撲は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 蓑灰

(口13.2) (底 8.0) 平坦で端は角張る 高台は高く三角形 ? 少量 堅綾 1/ 

40-429 S J 0 5 高台付事干 潟 4.5 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 1/ 1/ 

I! 

(口13.1) (底 7.8) は端で角張る 高台は高く三角形 聖霊綴 灰白

40-430 S ] 0 5 高台付杯 高 4.7 1/ 業灰

ノγ 1/ 

(口13.2) (底 9.1) 堅綴 灰白

40-431 S J 0 5 高台付杯 高 4.7 fI 11 

1/ I1 

(口13.2) (底 8.7) 堅綴 11 

40-432 S J 0 5 高台付杯 高 4.5 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 11 葉灰

11 

(口 13.0) (底 8.8) は端で角張る 高台は高く三角形状 室E級 11 

40-433 S J 0 5 高台付杯 高 4.7 口縁は直線的 体部は緩く膨む E支部 ノγ 灰

11 

(口 12.9) 底 8.7 は端で角張る 高台は高く三角形状 ~級 11 

40-434 S J 0 5 高台付杯 高 5.2 ロ縁は外反体部は大きく膨む底部 11 糞灰

I1 

(口 13.6) 底 8.2 は端で角張る 高台は高く三角形状 竪緩 !/ 

E 

40-435 s J 0 5 高台付事手 高 5.4 日綾は外反体部は大きく膨む底部 11 福灰

11 

，17-，1 (ロ13‘到底 8.3 はま誌で角張る 言語台は高く三角形状 笠緩 葉氏

40-436 S J 0 5 高台付杯 高 5.4 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 /1 !/ 

υ 

47-5 ロ14.2 底 7.9 は古橋で角張る 高台は言語く三角形状 堅綴 灰業補

40-437 s J 0 5 E議会付杯 高 5.2 1/ 糞灰

11 11 

(口 14.6) (底 7.4) 竪綴 灰

Q
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B地区の出土土器

単イ立cm

挿図・ i濁波 出土地点 器重量・法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土屋:緯成 色 調

40-438 S J 0 5 高台付杯 高 4.7 ロ震は外反体部は膨む底部は端で 切離は箆切→箆郎 0.1前後の砂粒 灰

角張る 潟台は高く三角形 ? 少量 竪綴 " 

40-439 S J 0 5 高台付杯 高 4.6 /γ /γ グ笠綾 灰 ・ 同

41-440 S] 0 5 高台付杯 高(2.9) 体部は大きく膨む 底部は厚く平坂で 11 灰オリーブ

f/ 

底 8.8 端は角張る 高台は狭く腿曲して外{演 良好 fI 

41-441 S J 0 5 高台付杯 高 4.4 ロ縁は直線的体部は大きく膨む底 切離は箆切→撫 λγ 灰白

(口12.9) (底 7.6) 部は厚く高台は外傾してふん張る 良好 浅賀

41-442 S J 0 5 高台付杯 高 5.6 ロ縁はやや外反体部は直線約底部 fI fI 禍灰

(口16.2) (底 9.2) 端は高い 高台は高く外傾 竪綴 灰賀補

41-443 S J 05 高台付杯 高 (2.9) 体部は大きく膨む 底部は中央が薄く 11 0.1前後の砂粒 灰

(底 8.5) 端は角張る 高台は高く三角形状 顕著 堅綴 I! 

41-444 S J 0 5 高台付杯 高 4.6 口縁から体部は直線的 底部は中央が 11 I! I! 

47-6 ロ14.8 底 9.6 薄く端は角張る 高台は斎く三角形状 堅綴 騎緑灰

41-445 S J 05 高台付杯 高 4.4 口縁から体部は直線的 底部は中央が 11 0.1以下の砂粒 灰

47-7 (口14.7) (底10.2) 薄い 高台は高く三角形で外領 少量 塁塁綴 11 

41-446 S J 0 5 高台付事事 高 4.6 ロ録は外反 体部は緩く器禁む 底部端 I! 11 !i 

47-8 (口14.0) (底 8.8) は角張る 高台は屈曲して外傾 察鍛 // 

41…447 S J 0 5 高台付杯 高 4.7 ロ縁は直線的体部は大きく膨む底 切荷量は箆切-，撫 11 I! 

47-9 (ロ13.8) (底 8.5) 部端は角張る 高台は高くま義直 体下端箆撫? 堅議主 !t 

41-448 S J 0 5 高台付事事 高 4.3 にl縁は直線的体部は緩く膨む 高台 切離は箆切→撫 11 灰

(口13.4) (底 8.9) は三角形でふん張る 接地i部は白む 竪縁か

41-449 s J 0 5 高台付事ド 高(2.4) 体部は緩く膨む 高台は三角形でふん /1 I! 灰白

(底 8.9) 張る 接地部は白む 竪綴 灰

41-450 S J 0 5 高台付杯 高 5.0 口縁は外反体部は大きく膨む 底部 I! λy 灰Z電磁

(口13.8) (底 7.4) は中央が薄い 高台は長方形状で外領 壁紙 主主灰

41-451 S J 0 5 高台付拝 i窓 4.7 切離は箆切→主総 /1 灰糞

11 

(口14.2) (底10.0) |体下端箆削 堅歎 灰オリーブ i 
41-452 S J 0 5 高台付事事 高 5.1 口事まはやや外反 体部は復線的 底部 /1 責灰

11 

ロ14.2 底 8.8 は端で高い 高台は狭く外{傾 竪綴 I! 

41-453 s J 0 5 高台付事事 高 (2.9) 休部は緩く膨む底部は端で高い 高 切離は箆切→E支部 11 淡黄

{底 9.2) 台は長方形状で外傾接地部は問む 機箆剤…+底ιt失望提 良好 浅糞燈

41…454 S J 0 5 高台付杯 高(2.9) 体認lfま大きく膨む 底部はほぼ平坦 切離は箆切→撫 " 灰糞

(底 9.2) 2話会は狭く外領 良好 灰業綴

ハU1
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第26表土器鰻察表(25)
単位cm

挿図・図肢 出土地点 器種・法最 器形の特徴 技法の特徴 飴土・焼成 色 調

高台付事干 高(1.9) 底部はほぼ王子坦 高台は狭く三角状で 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒<11-455 S J 0 5 灰糞

(底 8.6) 外館 長主地部付近に鋭い稜 少量 良好 I! 

41-456 S J 0 5 高台付杯 高(2.4) 体部はllit'む 底部はほぼ平坦 i寝台は I! /ノ 浅糞

(底 9.1) 属折して外領接地部付近に鋭い稜 良好 氏賞溺

41-457 S ] 0 5 高台付杯 高 5.1 口縁は直線的体部は大きく膨む高 切離は箆切→撫 11 灰白

47-10 (口13.0) (底 9.0) 合は広く外傾 体下端箆削 良好 1/ 

41-458 S] 0 5 高台付杯 高 5.1 口縁は直線的体部も度線的高台は 体下端箆郎 11 葉灰

(口14.8) (底 9.5) 先が丸く長方形状で外傾 竪綾 灰白

41-459 S] 0 5 高台付事手 高 4.4 ロ縁は外反体部は直線的高台は長 Jγ 1/ 灰

(口12.6) (底 8.4) 方形状で外にふん張る 援綴 灰白

41-460 S] 0 5 高台付事事 高(3.3) 体部は大きく膨む 底部は丸味をもっ 切離は箆切…ゅ撫 11 1/ 

(底 8宥6) 高台は先が丸い長方形状で外傾 体下端箆削 良好 潟灰

41-461 S] 0 5 高台付杯 高 3.5 ロ縁は直線的体部は大きく膨む底 11 策灰

11 

(口13.2) 部内面は凹凸が激しい 良好 灰爽

42-462 S] 0 5 高台付杯 高 4.3 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 1/ 灰白
1/ 

(口13.8) (底 9.9) は端で角張る 高台は外にふん張る 良好 にぶい策褐

42-463 S] 0 5 高台付杯 高 4.1 口縁はやや外反体部は緩く膨む高 切離は箆切?→撫 1/ 灰白

(口12.5) (底 9.0) 合は短く外傾し接地部は悶む 竪綴 策灰

42-464 S] 0 5 高台付杯 高 4.6 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 切離は箆切→撫 I1 灰褐

(ロ12.2) (底 7.7) は端で角張る 高台は稜をもって外傾 堅綴 1/ 

42-465 S] 0 5 高台付杯 潟 4.5 ロ縁は外反体部は直線的高台は稜 切離は箆切?→撫 11 灰糞

(口13.8) (底10.0) をもって外傾 体下端箆削 良好 灰白

42-466 S J 0 5 高台付左手 高 4.8 切需をは箆切 11 1/ 

υ 

(口13.4) (底 9.5) 良好 I1 

42-467 S] 0 5 高台付芥 高(4.2) 休部は緩く i膨む 底部は中央で薄い I1 tこぶい溺
ノ/

{底10.0) 高台は稜をもって直立気味に立つ 良妻子 にぶい寅褐

42…468 S J 0 5 高台付J不 高 4.6 口縁は外反体部は直線的 i富台は鋭 切離は箆切 p主権 約砂顕著 1/ 

47-]1 (ロ 14.1) (底 7.8) い稜をもって外領 良好 陪赤溺

42-469 S J 0 5 高台付杯 高 5.0 体部は大きく膨む 底部は端で角張る 切離は箆切一+擬 0.1以下の砂粒 灰白

(1ま 9.2) 高台は鋭い稜をも勺て外傾 微量 塁王綴 尽き赤裕

42-470 SJ 0 5 高台付芥 高 4.1 体部は大きく膨む 底部は端で丸い 11 I1 灰白

底10.0 高台は鋭い稜をもって外{傾 堅紋 陪赤初

寸
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B地区の出土土器

第27表
単イ立cm

挿図・図版 出土地点 器種雷法量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 議

42-471 s J 0 5 高台付杯 高 5.3 体部は直線的 底部は端でやや高い 切離は箆切→撚 紛砂少量 灰白

底10.4 荷台は稜をもって外傾 体下端箆削 良好 /f 

42-472 s J 0 5 高台付杯?高(6.8) ロ縁は外反体部は直線的底部は端 体下端箆削 0.1以下の細砂 灰

(口16.7) で丸い 顕著 良好 祭褐

42-473 s J 0 5 高台付杯 高 5.0 口縁は直線的体部は緩く膨む高台 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰白

47-12 (口13.0) (底 8.8) は外にふん援る 顕著 不良 11 

42-474 S J 0 5 高台付杯?高(1.3) 高台は長方形状に外にふん張る 接地 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 " 
底 9.7 部は僅に凹む 渦明瞭 少量 警E激 灰

42-475 I S J 0 5 高台付杯?高(3.5) 休部は緩く膨む 底部は凹凸がある υ にぶい寅援

" 
底 9.8 高台は厚く長方形状に外傾 不良 " 

42-476 S J 0 5 高台付杯 高 4.6 口縁は簿く直線的 体部は緩く膨む 切離は不明叶撫 0.1前後の砂粒 灰糞

(口13.3) 底部は端で丸い 顕著 良好 寅灰

42-477 S J 0 5 高台付杯 高(2.7) 底部は中央が薄く端で高い 高台は短 切離は箆切→虫採 0.1以下の砂粒 灰白

(底 9.1) く外にふん張る 少量 不良 " 

42-478 S J 05 高台付事ド 高 4.9 ロ縁はやや外反体部は複線的高台 切離は箆-j;JJ?→撫 " 灰

48-1 (口12.6) (底 9.2) は長方形状で外領 竪鍛 " 

42-479 S J 0 5 杯 高 4.4 口縁は直線的体部は緩く話器む 底部 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰白

(口12.9) 底 8.4 は端で浮いがほぼ平坦 少量 良好 にぶい寅燈

42-480 s J 0 5 杯 高 3.8 " 11 灰白

1/ 

(口12.7) (底 8.2) 良好 11 

42-481 S J 0 5 書ド 高 4.2 ロ縁は外反体部は直線的底部は端 切離は箆切? ゃ撫 0.1以下の砂粒 灰爽

(口14.3) (底10.0) が厚く屈曲 少量 良好 策灰

42-482 S J 0 5 事手 高 4.8 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 切離は箆切一議 0.1以下の砂粒 褐灰

(口14.2) (底 9.4) は厚く端で丸い 顕著 ~綴 灰

42-483 s J 0 5 持= 高 4.5 ロ縁はE支線的体部は緩く膨む底部 11 0.1以下の砂粒 灰白

52-呂 は中央部がj厚く端は1Lい 少;設 霊綾 11 

42-484 s J 0 5 事不 高 4.6 口縁は内湾気味 体部は大きく重苦幽 1/ 11 灰編

(ロ1.1.4) (底 9.8) 底部は端部が厚く端は凹む 笠鍛 灰

42-485 S J 0 5 杯 高 4.2 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰色

(ロ12.6) (底 9.0) はほぼ平坦で厚く端は履践 計局明瞭 徴愛 竪緩 11 

42-486 S J 0 5 事手 高 4.5 ロ縁は内湾気味 体認は直線的底部 0.1~0.2の砂粒 Jγ 

" 
(口13.5) (底 9.3) は端で高く屈曲する 徴量 竪級 " 

2
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B地区の出土土器

土器観察表(27)
単位cm

持E耳・図版 出土地点 器在室・法量 器形の特徴 技法の特徴 始土・焼成 色 認

43-487 S J 0 5 杯 高 3.9 ロ縁は外反体部は直線的底部は淳 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

52-9 (口13.0) (底 9.2) く平坦で端は屈曲 顕著 重量級 /1 

43-488 S J 0 5 iヰ: 高 3.9 ロ縁は内湾気味体部は獲に反る 底 // 0.1以下の砂粒 灰

52-10 口14.1 底 8.5 音日は中央がやや高く端は丸い 少量; 竪車致 I! 

43-489 S J 0 5 芥 高 3.3 ロ縁は内湾気味体部は僅に反る 底 I! I! 灰白

(ロ13.6) (底 9.9) 部はほぼ平坦で端は丸い 竪綴 I! 

43-490 S J 0 5 事手 高 3.9 口縁は外反体部は湾曲底部は中央 I! Jγ 灰

(口14.9) (底 9.2) がやや高く端は丸い 竪綴グ

43-491 I S J 0 5 事不 高 3.3 ロ縁は外反体部は緩く膨む底部は 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 I! 

(ロ13.6) (底 9.2) 中央がやや高く端は丸い 渦明i僚 少最 竪綴 I! 

43-492 S J 0 5 事ド 高 4.0 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 切離は箆切→撫 I! I! 

52-11 

80-6 ロ13.7 底 9.5 は端が厚く屈磁 竪綴 I! 

43-493 S J 0 5 事事 高 3.5 I! I! I! 

I! 

(ロ14.6) (底 9.9) 竪級 I! 

43-494 S J 0 5 苦手 高 3.8 ロ縁は外反体部は膨む底部は平坦 I! I! I! 

(ロ14.1) (底 9.3) で中央がやや高く端は屈折 ~綴 I! 

43-495 S J 0 5 事早 高 3.2 ロ縁は外反体部は緩く膨む底部は // 1/ 1/ 

(口14.5) (底10.4) 平坦で端は郎む 堅綴 1/ 

43-496 S J 0 5 杯 高 3.6 口縁は外反体部は緩く膨む底部は 1/ 11 灰白

(口15.1) (底10.0) 端で丸い 竪綾 I! 

43-497 S J 0 5 杯 高 4.5 口縁は外反体音11は緩く膨む 底部は 1/ 0.1前後の砂絞 11 

(口13.3) (底 8.9) 平坦で屈曲 少量 堅級 灰

43-498 S J 0 5 芥 高 4.3 ロ縁は直線的体部は緩く緩む 底部 切離は箆切?一歩撫 λy 1/ 

(口14.3) (底 9.6) は端で屈折 竪築主 λア

43…499 S J 0 5 杯 高 5.0 ロ縁は外反体笥lは緩く膨む 底部は 切離は箆切?ーや箆 0.1以下の砂粒 灰糞

(ロ14.5) (蕊 8.8) 乎担で屈折 再日 顕著 ~綾 1/ 

43-500 S J 0 5 杯 高 4.3 切離は箆切?→議 I! E又
I! 

(口14“8) (底10.0) 笠絵 H 

43-501 S J 0 5 杯 高 4.3 ロ縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撫 I! // 

52-12 (ロ14.5) 底 9.0 中央がやや高く端で屈折 建議主 H 

43-502 S J 0 5 杯 高 4.0 ロ縁~体部にかけて直線的 底部は端 // 11 1/ 

(口12.9) (底 8.6) が厚く屈折 竪敏 灰白
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B地区の出土土器

土器観察表(28)
単位cm

j軍関 a 殴版 出土地点 器事室・法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 謁

i43-503 S J 0 5 ギド 高 3.5 口綾は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒

(口14.6) (底 8.4) 中央が高く端は屈折 顕著 竪綴

に。ぷい11賞後43-504 S J 0 5 事ド 高 4.1 口縁は内海気味体部は緩く膨む 底 11 11 

(口 13.2) (底 7.7) 部は中うたがやや高く端は角張る i)!E激

43-505 S J 0 5 界 高 4.0 ロ縁は外反体部は緩く影む 底部は 1/ λγ 灰白

53-1 口14.7 (底10.0) 薄く端は角張る 良好 // 

43-506 S J 0 5 杯 高(2.3) 体部は緩く膨む 底部はほぼ平坦で端 /γ 0.1以下の砂粒 // 

底 9.1 は屈折 徴量 良好 11 

43-507 S J 0 5 杯 高 4.5 口縁はやや外反体部は湾曲 底部は切離は箆切→撫 /1 にぷい賞授

(口14.4) (底10.0) 端が高く丸い 良好 1/ 

43-508 S J 0 5 杯 高 4.5 口縁は一旦屈曲して内湾 体部は湾出 1/ // // 

53-2 (ロ 13.1) (底 8.1) 底部は平坦で端は丸い 良好 // 

43-509 S J 0 5 杯 高 4.2 口縁~体部にかけて内湾 底部はやや // // 浅予定燈

(ロ13.0) (底 8.7) 丸く端も丸い 不良 1/ 

43-510 S J 0 5 杯 高 3.8 ロ縁~体部にかけて内奪底部は平坦 /1 I! にぶい糞援

(口12.4) (底 9.2) で端は丸い 良好 /1 

43-511 S J 0 5 事不 高 3.5 ロ縁~体部にかけて内湾 底部は中央 1/ 1/ にぶい援

(口14.0) (底 9.8) がやや高く端は丸い 良好 にぶい赤澄

44-.512 S J 0 .5 杯 高 3.8 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 // 0.1以下の砂粒 灰白

(口 13.7) 底 8.9 は中央がやや高い 少量 不良 浅黄後

44-513 S J 0 .5 事手 高 3.9 口縁は外反体部は直線的底部は平 I! ，ろy にぶい黄燈

(ロ 14.5) (底10.1) 坦で端は丸い 怒綴 灰蓑戦

44-514 S J 0 5 事手 高 3.9 I! J.r 

11 

(口 13.6) 底 8.8 良好 // 

44-515 S J 0 5 事事 高 3.8 ロ縁は外反体部は度線的底部は平 // 11 にぶい賞授
53-3 

80-5 (口 14.0) 底 9.5 土旦で端は腐折 良好 淡賞

44-516 ::; J 0 5 Fト 高 3・91口縁~体i誌にかけて外反 底部は議く λf I! 灰白

(ロ 14.4) 底 8.2 平坦で台状に突出 良好 浅賀

44-517 S J 0 .5 杯 高 3.7 口縁~体部にかけて外反底部は務く 切離は箆切→録 1/ 浅黄俊

(口 13.. 5) (底 9.0) 中央が高l. 婦は尿折 渦明瞭 良好 灰白

44-518 S J 0 5 場: 高 5.2 ロ縁~体部にかけて外反 底部は平坦 切離は箆切? 11 葉氏

55-5 (口10.9) 底 5..5 で端は丸い 堅敏 灰
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B地匿の出土土器

単役cm

挿図・図肢 出ゴ二地点 器重量・法主霊 器形の特徴 技法の特徴 日告土・:媛皮 色

44-519 s J 0 5 事手 高 3.5 ロ縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→話器 0.1以下の砂粒 灰白

(口12.5) (底 8.7) 端が丸い 体部は木口の撫 顕著 竪綴 灰

44-520 S J 0 5 杯 高(2.1) 休部は膨む 底部は(1.!]凸はあるがエf塩 切量産は箆切議 0.1以下の砂粒 にぶい芸者燈

(底 9.4) 立識は出む 少量 竪緩 灰溺

44-521 s J 0 5 ミニチュア登 高(4.2) 口縁は外反し頚部はくの字状 腐部は 内外に丁寧な撫 I! 灰

(口7.1) やや援り屈曲して体部に至る 墜綴 策灰

44-522 S J 0 5 長頚萱 高(5.5) 口縁は外反し強い稜をつくる 首中央 内外に撫 0.1以下の砂粒 灰

(口7.8) 部は直端に厚い 顕著 良好 11 

44-523 s J 0 5 長援護 高(2.9) 口縁は屈闘し直線的に外皮首中央か 内外に了寧な撫 ノ/ I! 

(ロ8.5) ら大きく開く 竪綴 踏灰

44-524 S J 0 5 杯 高(1.5) 休部は膨む 底部は中央が高く端は屈 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(底9.4) 曲して凹む 少量 良好 11 

44-525 s J 0 5 受議 天井は中央部が凹み潤部が高く丸い 切書誌は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰

55-6 (ロ 17.0) 天 3.9 ロ縁は直線的でやや外反 顕著 竪綴 11 

44-526 s J 0 5 愛護 肩部は丸い 口縁は直線的でやや内反 内外に撫 11 11 

55-7 (口11.8) 天 2.2 尖端は鋭い 堅綴 11 

44-527 s J 0 5 護護 高 3.0 天井は平坦肩部は丸い 口縁はやや 切離は箆切→箆削 11 11 

55-8 口10.3 天 2.3 内反気味 つまみは演が丸い円盤状 竪綴 灰白

44-528 S J 0 5 豪室主 天井は中央部が凹み肩部が高く丸い !I I! 灰

55-9 (口16.8) 夫 3.6 口縁はやや外反し尖端内側が突出 堅綴 灰白

44-529 s J 0 5 護蒙 天井は中央が凶み潟部は高く丸い 口 11 11 灰

55-10 (口 11.3) 天 2.5 縁は直立気味だが反り尖端内側が突出 竪級 陪オリーブ灰

44-530 s J 0 5 重量惹 高 3.9 天弁は王子担で層部は丸い ロ縁直立 Jγ 11 灰

55-11 (ロ6.3) 天 3.0 尖端は内側で突出 つまみは擬宝珠 堅綾 灰白

44-531 s J 0 5 鉄鉢 (口20.8) ロ縁は強く内湾体部は緩く湾曲 体部は箆削 グ 塁塁綴 灰白・灰

4'1-532 S J 0 5 満杯 高 7.1 体部は浅くロ緩は直立気味胸部は柱 休部は箆切→箆削 灰

蒸56-1 (口17.3) 状で裾部は大きく箆く 脚部は援筒 11 ~緩

44-533 s J 0 5 高台付杯 高 7膚g 口縁は外E主 体部は直線的 E支部は王子 切離は箆切→箆削 灰主主

56-2 ロ17.6 底 8.7 視で端は角張る 接地部は凹む 体下線箆自1 か笠綾 灰白

44-534 s J 0 5 査? 高 2.7 体部は湾幽 高台は鋭く長い稜をもち 内面tこ同心円状の 明紫灰

81-8 (底 9.2) 外傾接地部は尖る 掻巨 。堅綴 灰

44-535 s J 0 5 査? 高1.6 高台は外傾 L-怠強く屈折して直立 内外に丁寧な撫 0.1以 Fの砂粒 11 

(底12.4) 微震 ~綴 11 
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B地区の出土土器

表
単f立cm

挿図・図版!出土地点 i 鵠・法豪 器形の特徴 技法の特徴 日台土ー:終日立 i 色 潟

社 -5361S J 0 5 1高台界 高(1.5) 体部は直線的? 底部は平壌で端は角!切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 i灰白

(底 7.2) 張る 高台は短く外反 顕著 竪緩|策灰

44-537 I S J 0 5 高台杯? 底 4.8 底部は厚く平坦 高台は三三角状に立つ か 竪綾|日音灰葉

45-538 I S J 0 5 横瓶 高(24.9) 口唇は平坦で口縁は外反頚部はくの 外は平行口P→掻自 灰

59-2 (口 13.3) (長35.6) 字に屈折し溝部は水平で端は丸い 内は門文np→主主毘 堅綴 lグ

必……一寸4叩一5臼印3却9 高24.8 口容は王子桓でロ縁は外反 類部はくの 外は平行日日→掻回

59-3 I I (口 13.5) 字にftil折層部はやや丸味あり 内は円文np 堅鍛 1 Iγ 

45 -540 1 S ] 0 5 1短頚壷 (高28.6) 口唇は僅に凹み口縁は外反 頭部は湾 1外は平行郎→撫 0.1前後の砂粒 l灰オリーブ

(口15.6) (底16.0)I出 肩部は強く張り底部は平坦 内は同文郎→撫 l顕著 堅綴|灰

45-541 S] 0 5 鉢 高17.5 口唇は王子塩で外償 頚部はくの字状に 外は叩→掻釘 0.1以下の砂粒 灰白

体下端箆削底箆
56-3 ロ24.4 底13.0 屈折 肩部は鋭く張り底部は平坦 削内は掻自 顕著 不良 ノγ

45-542 S] 0 5 小饗 高19.3 口唇は平坦で外傾 類部は喜華街 肩部 外は叩→体下端箆 11 灰

60…5 (口16.4) (底10.0) の張りは~~l 、 底部は中央がやや高い 削内撚底箆削 竪綴 11 

46-543 S J 0 5 凶3手登 高(32.2) 口容は水平で凹む 底部は大きく張り 外は平行叩→繰 1/ 灰白

56-4 (ロ 14.8) 四つの耳:をもっ 類部はくの字に屈折 内は円文叩→頚撫 堅敏 灰

46-544 S] 0 5 四3平蜜 頚(14.0)層部は大きく湾出し四つの王手をもっ
外はヤ干了叩→内は

か竪綴 灰フ ・灰オリ
円文叩

'16-545 S] 0 5 短頚筆 高(5.0) 口唇は僅に問み外側に丸い稜をもっ 外は王子行叩→議 0.1前後の砂粒 灰白

(1コ16.5) 口縁は直立肩部はやや張る 内は円文np→撫 顕著 良好 資灰

S] 0 5 委{口20.4) 口唇は僅に出む ~部はくの字に屈曲 外はロp->撫内撫 0顕.1著以下の砂竪粒綾 灰・同

46-547 S] 0 5 議高(12.0) 口唇はほぼ平坦で端部は内湾 頭部は 外は縄文np 0.1前後の砂粒 灰

(ロ 17.6) えの字状に屈折潟部は大きく湾闘 内は撫 顕著 竪綾 1/ 

46-548 S] 0 5 獲高(8.3) 口壊は凹み内外に稜をもっ 頚部はく 外は平行叩→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口 19.8) の字に館折 潟議lはやや強く外領 内は同文pp→撫 顕著 警ξ誌主 灰オリーブ i 
47-549 S J 0 5 努 高(12.9) 口患はやや丸くタ1に稜をつくる 頚部 ノ/ 灰

1/ 

(口20.2) はくの字に綴尚し肩部は外傾 堅綾 灰オリーブ

高 15.61口容は獲に聞け傾頚部はくの字に外は議午行叩 0.1前後の砂粒 // 

67-9 I I (口2].0) 民訴 r腐訟は大きく書道尚 外に稜もつ 内は同文ロロ→綴 顕著 堅主綾 !/ 

l日 l紛

口容はやや丸く内外に稜をもっ 頚部 外は平行np→撫 1/ 灰

60-6 I (口20.6) ばくの宇;こ屈曲 層部は緩く重苦幽 内は円文日p-.撫 塁塁鍛 ノ/

48-552 I S J () 5 愛高(17.3) 口唇は田ム内外tこ稜をもっ 頚都はど 外は平行叩→主査院 λr 灰白

67-10 I I (口24.6) の字に屈曲 潔部は大きく喜雪崩 内は円文np ~綴 11 

48-553 s J 0 5 議 (高49.5) 口唇は出み外傾し内外に稜をもっ 頚 外は平行pp // 灰オリ プ

(口28.0) (頚23.6) 部はくの字に刷聞は大きく吋 内は円文叩→撫 空豆激 1/ 
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B地区の出土土器

挿図・図腹|出土地点| 器種・法霊 器形の特徴

単柱cm

技法の特徴 | 胎土棚 | 色 調

49-554 I S J 0 5 I 受 高(21.9)1口唇は儀に凹む水平て‘内に稜をもっ i外は王子行口P→癒!31 0.1前後の砂粒 1I天

61-2 I I (ロ 16.8) (頚14.0)1頭部ばくの字に照治璃は大きく湾曲 i内は円文郎-.議 i 顕著 竪綾 1//

49-555 I S J 0 5 高31.1 1 Iコ縁は外反 頚部はくの字状に湾歯 1:外は平行PD→撚

61…3 

49-556 
1 s J 0 5 71-1 

(口 15.1) (顕13.5)1 ]冒頭:は大きく湾曲し底部は丸い 内は内文;叩炉撫 竺に
0.1以下の砂粒

顕著 堅綴
-灰策

;!二{57I s J 0 5 I 護

;?ゴ58
1S J 0 5 1 褒

口唇は凹んで丸味もつ 外叩→主総 内撫

善悪 口縁は折返状 口唇に沈線 内外に了寧な撫

49-559 
71-1 S J 0 5 翠 口縁は折返状で内面に凹有 外は平行叩→内撫

~?-~60 I S] 0 5 I 讃 ロ縁には 2つの鋭い稜をもっ 内外に撫 グ墜綴
'・

49-561 
S] 0 5 獲 口縁には 2つの稜をもち折返状になる 外は平行叩→内撫 グ竪綴 灰灰オリープ・

71-1 

50-562 S J 0 5 善悪 高(17.7) 口唇は外傾し内外と中央に稜をもっ 外は平行叩→撫 11 灰

(口48.6) 頭部は緩く膨む 内は同文叩→撫 竪綾 1/ 

50-563 S] 0 5 受 高(1.8) ロ縁は外~ 口唇は内{頃し内外に稜を 外は撫→波状文 0.1前後の砂粒 11 

68-1 (ロ58.2) もつ 内は内文叩→撫 顕著 堅綾 11 

50-564 S J 0 5 繋 高(9.3) 口唇は儀に凹む ロ縁には 2つの稜を 外は撫→波状文 0.1~0.2の砂粒 氏オリ ブ

(ロ46.4) もち大きく外反 内は擬 顕著 竪綴 灰

50-565 S J 0 5 主意 高(12.6) 口容は凹んで外傾し内外に稜をもっ 外は撫→波状文 0.1前後の砂粒 I! 

68-2 (口52.2) 口縁は直線的で端部が外湾 内は擬 顕著 堅綴 !I 

51-566 S J 0 5 善悪 高(47.5) 口唇は僅Iこ凹んで垂直 頭部はくの字 外は乎行PD→援自・ 11 策灰

61-4・5 (口47.0) 状に服折肩部は大きく湾曲 波PD→状援文→百内は l 堅敏 灰オリ ブ

51-567 
S J 0 5 き警 ロ唇は外傾 L内外と中央に稜をもっ 外は平行nD 内撫 か盤綾

オリ ブ黒 a

71-1 同

51-568 
S J 0 5 き筆 口縁は外反 外はPD→撫内撫 か堅綴 灰，向

7]-] 

E 
51-56915j 05 受 ロ縁は折返状で 2つの稜省 b 重量級
71-1 

51-570 
S J 0 5 受 口容は丸く外傾し尖端は鋭L、 f/ グ墨絵 灰 白 ・ 灰

71-1 

53-571 S T 1 9 杯蓋 高 3.2 天井はやや丸し、 休部1は皇室tこ反る 端 切離は箆切? 0.1以下の砂粒 手L自

(口16舎0) 叉 2.4 部はt_<短ぇ立つ つま]，.ーは~:tヨ形 数量ま 不良 11 

53-572 S T 1 9 探査査 高 3.0 天井は丸い 体部は獲に反る 端部は 切離は箆切?→箆 1/ " 

43-2 口15.9 弓ノ子、 つ“ つ“ 短くま垂直で内在百に沈線 つまみは扇平 高日はやや深い 不良 11 

53-573 S T 1 9 杯蒸 支弁は狭く平:18.体部は緩く膨む 端 切離は箆切?→箆

(ロ 15.5) 天 2.1 部は小さな稜をつくり立つ 削はほぼ全tlii 鰍|灰白

S3-574 S T 1 9 身:主筆 高 3.2 天チiニは乎垣 体部は大きく ~rlll 端部 切離は箆切?→箆 0.1前後の砂粒 灰寅

43-3 (口15.0) 天(2.6) は屈折して内傾 つまみは円盤状 制りはやや深い 顕著 堅綴 灰爽待j

ウ
t
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B地区の出土土器

単{立cm

挿図醐l-l- 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 | 色 調

53-575 1ST 1 9 杯蓋 高 3.0 天井は平坦体部は緩く~む端部は 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 |灰白

43-4 |口 15.1 うそ 2.1 垂直で内は凹む つまみは擬宝珠 少量 堅議 I I1 

53-576 1ST 1 9 I 亦蓑 天井』訂正く平塩体部は穫に反る 端 I! 

口13.7 天1.0 部は屈曲して外傾 竪綾グ

53-577 1ST 1 9 I 杯蓋 高 2.6 天井は平坦体部は儀に反る 端部は 11 0.1前後の砂粒 |灰白

一天 18|醐し一つまみはボタソ状 顕著 度綴 I 11 

53-578 1ST 1 9 I 杯蓋 高 2.6 天井は平坦体部は僅に反る端部は 11 1/ i灰

(口15.1) 天 171-凶つ…γ状 堅綴 111

53-579 1ST 1 9 I 杯護 高 2.8 夫弁は平坦休部は僅に反る端部は l 1/ 11 I 11 

(口14.0) 天 2.0 腐幽し直立 つまみはボタン状 堅綾 I1 

53-580 S T 1 9 杯蓋 高(1.4) 天井は広〈乎坦 つまみはボタン状 H か堅綴 灰明オリーブ灰・

53-581 S T 1 9 杯蓋 高(1.5) 天井は平坦 つまみはポタ γ状 11 か援綾 灰白・問

53-582 S T 1 9 杯蓑 高(1.6) // ノγ H 竪紋 1/ 

53-583 S T 1 9 事手蓋 高(1.7) 11 11 か竪鍛 寅灰・同

53-584 S T 1 9 杯蓑 高(1.5) 1/ Jγ グ堅綴 I1 

53-585 S T 1 9 左手叢 高(1.6) 1/ 11 。堅綴 11 

53-586 S T 1 9 事干葉 高(1.6) 1/ 11 か堅徽 葉灰・灰白

53-587 S T 1 9 杯蓬 高(1.6) λF /1 か堅，綴 業灰・問

53-588 ST19 界蓋 高(2.0) 天井はやや丸い つまみは亀頭形 1/ か不良 淡寅・向

53-589 ST19 杯蓋 高 3.1 天井は平坦で体部は儀に反る 端部は 11 1/ 灰

43-5 (臼12.6) 原曲して外領 つまみは亀頭形 良好 灰白

53-590 S T 1 9 杯護 天井はf尽く平坦体部は僅に反る 端 /! 0.1前後の砂粒 !/ 

(ロ14.5) 天 1.7 部はi裳S字状に厨磁し外綴 少量 良好 1/ 

53-591 S T 1 9 j不蓋 天井はやや丸い 体部は優に反る 端 // ノ/ It 

(口13.8) 天 2.2 部は逆S字状に屈曲して外傾 良好 1/ 

53-592 ST19 事手蔓 高(2.7) 天弁は乎担体部は反る 切離は箆切→撫
0.1以下の砂粒

灰 !司
少量 良好

S T 1 9 杯蓋 (ロ14.5) 休部は蔵線、的端部は丸く屈曲 箆削 グ竪鍛 灰色・灰褐

53-594 S T 1 9 杯蓑 高(1.8) 天弁は平坦 つまみは頭が丸いボタ γ状 切離は箆切→撫 グ良好 明樹氏，灰

53-595 S T 1 9 高台付事干 高(2.1) 体部は湾出底部は端が厚い 高台は // fI 灰オリーブ

{底 8.0) 外にふん張り接地部は平程 良好 11 

53-596 S T 1 9 高台付事事 高 5.4 ロ縁は直線的体部は緩く膨む 底部 切離は箆切→撫 紹砂少量 手L白

48-2 口15.8 底 9.9 はやや膨み端は高い 高台は外傾 体下端箆撫 不良 11 

口
A
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B地区の出土土器

第34表土器観察衰(33)
単{立cm

挿図包図版 出土地点 器種・法量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 調

53-597 S T 1 9 高台付杯 高 4.9 ロ縁は直線的体部は儀tこ反る 底部 切離は箆切→童話 0.1前後の砂粒 潟灰

(口 13.0) 底 9.1 は端で角張る 高台は高く三三角形状 顕著 竪綾 // 

53-598 S T 1 9 高台付杯 高 4.8 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 Jγ It 資灰

底 8.8 は平坦で端で角張る 高台は三角形状 竪綾 11 

53-599 ST19 高台付杯 高 4.7 口縁~体部は箆線的 底部はやや丸く 11 11 11 

(口13.3) (底 8.4) 端は屈曲 高台は三角形状で直立 堅綴 11 

53-600 S T 1 9 高台付杯 高 4.6 ロ縁~体部は直線的 底部はやや丸く 11 11 " 
(口13.7) (底 8.9) 端は嵐幽 高台は三角形状でやや外傾 ~綴 11 

54-601 ! S T 1 9 高台付芥 鶏(3.0)1体部は緩くJrtetr 底部は平坦でま誌は角 f 1/ '1 f潟灰

(底 8.1) 張る 高台は三角形状で直立 竪敏 11 

54-602 S T 1 9 高台付杯 高 4.8 体部はやや外反体部は緩 く膨む底 11 11 灰白

(口 12.6) (底 8.4) 部は平坦で角~る 高台は高く三角形 堅綴 灰寅

54-603 S T 1 9 高台付杯 高 5.1 ロ縁は複線的体部は畿に反る 底部 /ノ

" 寅灰

(ロ13.2) (底 9.2) は平準で端は角張る 高台は三角形状 堅綴 灰白

54-604 S T 1 9 高台付杯 高(3.6) 体部は緩く膨む 底部は平坦で端は角 " 
ノγ 寅灰

(底 9.0) 張る 高台は高く外傾 堅綴 11 

54-605 S T 1 9 高台付事干 高(3.0) 体部は緩く膨む 底部は平壌で端はや 1/ 

" 灰白

(底 8.5) や丸L、 高台は三角形状で直立 笠綴 黄白

54-606 S T 1 9 高台付事手 高(4.6) ロ縁~体部にかけて直線的 底部は王子 11 11 11 

担で端は丸い 高台は三角形状 ~綾 !/ 

54-607 S T 1 9 高台付杯 高(2.8) 底部は平坦で端は丸い 高台は三角形 11 11 葉灰

(底 8.5) 状で直立 竪綴 初灰

5<1-608 S T 1 9 高台付杯 高(2.9) 体部は緩く膨む 底部は平坦で繍は角 11 11 灰色

(底 8.5) 張る 荷台は三角形状でやや外領 堅綴 資灰

54…609 S T 1 9 高台付杯 (口 13.1) ロ縁は外反 体部は直線的 内外十こ了寧tJ:撫 か堅綾 初灰・同

54-610 S T 1 9 高台付第 i窃 4.4 口縁~体部は直線的 荷台は三角形状 " H 室主義主 灰白竃明子*~E夫

54-611 ST19 高台付事干 高 4.1 ロ縁は外反体部は大きく湾曲 高台 切離は箆切→議 0.1以下の砂粒 灰白

(口13.0) (底 8.1) は簿く外傾底部は中央が薄い 少量 良好 1/ 

54-612 S T 1 9 高台付杯 高(2.9) 休部は湾出底部は端で1Lい 高台は ノノ 1/ 1/ 

(底 8.8) 薄〈外傾先端に稜をもっ 良好 灰策

54-613 S T 1 9 高台付杯 高(1.9) 体部は湾曲 底部はほぼ平坦で端は丸 λγ 

" 灰白

(底 8.21 い 高台はi東立してから外傾 良野 " 

事 54-601 1ST 1 9 高台付芥 鶏(3.0)1体部は緩くJrtetr 底部は平坦でま誌は角 1 f潟灰
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B地区の出土土器

単{立cm

挿図・図版 出土地点 器種・法室主 器形の特徴 技法の特徴 胎土 a 焼成 色 苦竜

54-614 S T 1 9 高台付事干 高 3.0 体部は湾幽 !底部の端はやや高い 高 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(底 8.8) 台はやや太く直立 少量 良好 蓑灰

54-615 S T 1 9 高台付邦 高(2.0) 体部は湾政 底部はほぼ平坦で端が丸 I1 11 灰白

(底 8.4) い 高台は短く外にふん張る 笠綴 糞灰

54-616 S T 1 9 高台付杯 高(2.2) 体部は湾曲 底部はほほ.平坦 IJ か堅綴 灰白・同

54-617 ST19 高台付事干 高 6.0 体部は緩く膨む底部は端がやや高く IJ H 灰

(底 8.7) 丸い 高台は外{演し尖端は内に屈折 良好 ぎ，

54-618 S T 1 9 高台付杯 高 5.6 ロ縁~体部は内湾気味底部は厚い IJ 0.1以下の砂粒 にぶい貰澄

(口13.9) (底 8.9) 高台は外領し強い稜をもっ 1微量量 良好!灰糞

54-619 S T 1 9 高台付事干 高(3.9) 体部は湾曲 底部は中央が低く端が高 IJ IJ 黄灰

(底 9.0) い 高台は尖端がやや丸く外傾 良好 灰溺

54-620 S T 1 9 高台付杯 高 3.0 体部は湾曲 底部は中央がイ尽く端が潟 11 0.1以下の砂粒 浅賞授

(底 8.9) い 高台は腹立気味にふん張る 少量 良好 にぶい策燈

54-621 S T 1 9 高台付杯 高(2.3) 体部は湾曲 底部は平坦で端は角張る 切離は箆切→撫 I! IJ 

(底10.0) 高台は長方形に直立し内に稜をつくる 体下端箆削 良好 浅策

54-622 S T 1 9 事干 高 4.1 口縁~体部は内湾気味底部は厚〈平 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(ロ12.9) 底 7.1 坦で端は丸い 鎖箸 良好 浅黄

54-623 ST19 杯 高 3.1 ロ縁は外反体部は直線的底部は平 I! 11 灰白

(口 14.0) (底10.2) 坦で端は丸い 竪綾 灰

54-624 S T 1 9 墾 口唇はやや丸く平坦で内外に稜をもっ 内外に丁寧な撫 細砂徴主主 良好 手し白・岡

54-625 S T 1 9 愛 7 (底11.9) 高台は外にふん張り接地面は平坦 11 か良好 11 

55-626 S T 1 9 翠 高38.8 口唇に 3つの稜頭部はくの字に屈折 外は平行np→掻自 0.1以下の砂粒 にぶい溺

61-6 〔口23.8) 薦部は強く喜華街 内は押え→掻自 顕著 堅綴 主主調

55-627 S T 1 9 受 高34.6 口唇は黍直で内外に稜 E真部はくの字 外は縄文叩 1I 策灰

62-1 (ロ23.8) に組曲 層部は強く湾曲 内は押え→護者 蚤敏 1I 

55-628 S T 1 9 小饗 高25.7 ロ唇部は凹む 口緩はji[立気味で頚部 タト(，主主主回 λγ 主主褐

62-2 (口12.8) はくの字状 底部は砲弾形で厚い 内はt菱自 ~緩 灰

59-629 ST17 事干蓋 高(2.2) 休部は僅に反る 端部は稜を成し屈折 箆削tまぼ全面 0.1以下の砂粒 黄灰

(口15.4) して内領 屈折部内預に沈線 少量 E妥綾 陪灰賞

59-630 ST17 事事蓋 高(1.8) 天芥fi丸い つまみは嘉平な擬宝珠 切離は箆切→箆削
O.lliiJ後の砂粒

灰白=同
顕著 竪綾

59-631 S T 1 7 事手蓋 (ロ 18.5) 体部は緩く影む 端部は屈折して立つ 箆削 か箆鰍 淡黄・灰

59-632 S T 1 7 杯護 高 3.1 天井はほぼ平坦体部は湾曲端部は 切離は箆切→箆削 I! 灰

43-6 (口 17.8) 天 2.2 原折して立つ つまみは擬宝珠 堅綴 I! 

ハVっ“つ'u



B地区の出土土器

第36表土器観察表(35)
単{立cm

挿臣室・図版 出土地点 器種・法主主 器形の特徴 技法の特徴 2台土・焼成 色 調

S T 1 7 j不義 高(2.0) 天井は丸い つまみは菊平な擬宝珠 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰

顕著 竪綴 11 

59-634 S T 17 原蓋 (口 J7.4) 体部は緩く E彰台 端部は屈折して立つ 箆剤山深1" I か竪綴 灰白. I災

59-635 S T 1 7 杯五重 高 3.0 天井は丸い体苦sは緩く膨む端部は 切総は箆切→箆削 // 灰白

口14.7 天 2.3 組折して立つ つまみは扇平 竪綴 灰

59…636 ST  1 7 杯蓋 高 2.6 天井は丸い 体部は緩く膨む端部は 11 11 11 

口13.7 天 2.0 屈折して内傾 つまみは扇平 堅敏 祭

59-637 S T 1 7 界蓋 " " 灰

" 
f ロ14R ヲ:=f") 1 竪綾! 11 

59-638 ST 1 7 事手蓋 " " 灰白

11 

口14.7 天 2.1 竪綴 灰

59-639 S T 1 7 杯蓋 (口 14.8) 体部は緩く膨む 端部は屈折して立つ // グ竪綴 灰白・灰

59-640 S T 1 7 杯蓋 天井は丸い体部は緩く膨む端部は 11 " 灰白

(口 14.0) 天 2.2 屈折して内傾 笠綴 灰

59-641 ST 1 7 杯主査 天井は丸い 体部は緩く膨む端部は " 11 " 
(ロ14.0) 天 2.2 逆 S字状に屈折して立つ 竪徽 " 

59-642 S T 1 7 主不蓋 天井は丸い体部はやや反る 端部は " 
λγ 青灰

(口13.6) 天 2.4 屈折 Lてやや!今傾 堅鍛 ノ/

59-643 S T 1 7 界室主 (口 14.6) 体部は緩く膨む 端部は屈折して立つ // ρ 里長級
オ1) ブ泉・
灰

59-644 S T 1 7 界蓋 (口13.8) 体部は反る 端部は逆S字:伏に屈折 " か竪級 灰 白 ・ 灰

59-645 S T 1 7 J不幸ま 高 3.0 天井は主L1，、体部は緩〈膨む端部は 1/ " 灰白

43-7 口13.8 天 2.3 屈折して内傾 つまみは扇平 援綴 " 
59-646 S'l' 1 '7 事手蓋 j宝己~ 3.4 11 11 11 

" 
ロ14.5 天 2.5 '1'E綴 紫灰

59-647 S T 1 7 杯護 高 3.3 天井は丸L、 体音sは緩く修む 端部は " " EX. 

[ロ13.6) 天 2.6 原折して続く内傾 つ主みはごFタン扶 祭，緩か

.'59-648 S T 1 7 杯まま 高 3.5 天井はメH 、 体部は膨む端部はJff!折 1/ 11 " 

43-8 ロ13.8 天 2.7 して立つ つまみは扇王子な擬宝珠 警三綾 " 

.'59-6，19 S T 1 7 i不蒸 天井は丸い 体部は緩く膨む端部は λy 1/ /γ 

(日 13.8) 天 2.8 逆s~手:状に屈折し直立する '1'E緩グ

59-650 S T 1 7 均:蓋 天井は丸い体部は緩く膨む端部は " !I " 
(口13.5) 天 2.9 伊z折 Lて内傾 堅綴か

59…651 S T 1 7 j不蓋 (ロ14.0) 体部は僅に反る 端部は屈折して立つ " グ怒綴か

14 R ヲ:=f") 1 竪綾
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B地区の出土土器

第37表土器観察衰(36)
単{立cm

t需図.1iSl~友|出土地点 i 器重量・法量一 器形の特徴 技t去の特徴 胎土・焼成 | 色 調

天井は丸い 体部は緩く膨む 端部は 1切離は箆切ト箆削 10.1前後の砂粒 i淡糞59-652 1ST 1 7 I 係議

L口13.6) 天 2.5 屈折して内儀

59-653 1ST 1 7 綜蓋 天弁は::nい休部は緩く膨む端部は

(口 13.8) 天 2.7 1屈折して直立

59-654 1ST 1 7 I 杯蓋 天井は三角形状体部は膨む端部は

(ロ 13.4) 天 3.4 1屈折して内傾

顕著 箆緩 11来

淡町
竪綴 11沢東

59-655 1ST 1 7 I 杯蓑 天井は三角形状体部は直線的端部 灰色

(口 13.8) 天 3.0 1は屈折して内傾 堅綴|灰

|:::55lsT17lJ7 

高:1..S 天井はえ<(~t，、 体ぎH士宅早~む 端 a 0.1--0.2の主!'粒!淡蓑

43 (口 13.9) 天 2.2 I部は鈍く屈曲 L蕊立 つまみは擬宝珠

59-657 1ST 1 7 杯蓑 高 2.9 1天井はやや丸い体部はやや膨む端

43-10 (口 14.2) フミ 2.1 I部は屈曲し外傾 つまみはボタン状

59-658 1ST 1 7 I 掠蓋 高 2.9 1 天井は低く平坦体部は直線的端部

43-11 (ロ 14.6) 天1.8 1は屈折し外湾 つまみは亀頭形状

微量 良好|灰糞

0.1~0.2の砂粒!明資制

少量 良好|淡策

0.1前後の砂粒|浅黄

少盤 淡策

59-659 S T 1 7 I時 天井は丸く高い 体部は膨む端部は 0.1前後の砂粒 1 fこぶい資

(口 16.0) 天 3.1 11妥をつくって屈曲し外反 顕著 良好|浅賀

59…660 1ST 1 7 I 杯議 天井はやや丸い体部はやや反る 端 tこぶい葉径

{口14.4) 天 2.8 1部は鹿曲しやや外反 良好|淡黄

(ロ 13.5) (底 9.1)1い 高台は三角形状でやや外領 箆擬?

60…661 1ST 1 7 I i寝台付拝 高 ι5 1Iコ綾から体部は直線的 底部は端が高 l切揺れ主箆切→擬 1 0.1以下の砂粒 11務オリーブ灰
底部端箆削体部

少量; 竪綾 i灰白

60-662 1ST 1 7 I 高台付杯 高(3.6)1日縁から体部はi玄線的底部から体音1111;1]離は箆切→撫

If*部箆撫?底部内
48…3 I 口(15.4) 底 9.2 Iは屈折 高台は高〈三角形状 |萄不定撫
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S '1' 1 7 高台付事干 I高 4.8 ロ縁から体苦sは直線的底部は端/J:高!底部端は箆削 底

(ロ 14.9) (底 9.7)1い 高台は高く三角形状でやや外領 |部内部不定撫
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高台付事手 底 8.6 1 ~話会は三角形状でやや外傾 切断tは箆t均一守主将

高台付j不 (底 9.2)

グ lオリーブ灰

グ鵠|灰同 i 
高台付杯 (底 9.2)1 底部端は高い 高台は三角形状 11 

高台付芥 高 6.1 1口縁はやや外反体部は直線的底部| か

[口 16.1) 唯 10.1)I端』市い 高台は長方形状勺やや外領 l

sγ1 7 I高台付涼 高 5.6 I口縁は僅に外反体部は直線的で沈線 i I! 

(口 15.2) (底 9.1)1有底部端は厚い高台は平行四辺形状

灰

堅綴|黒

灰日0-6691ST 1 7 I高台付杯 高 5.7 1口縁は直線的休部は鎮Iこ膨み沈線有

(口 16.2) (底 9.4)1底部は端が厚い 高台は長方形状 援綴|灰白

つ以つωワ
μ



器土土出の区地B
 

単柱cm

挿図 e 鼠l被 出土地点 音寺種・法f量 器形の特徴 技法の特徴 胎土 e 焼成 色 言者

S T 1 7 高台付杯 高 6.0 ロ縁はやや外反 体部は直線的で沈線、 切離は箆切→鎌 0.1官官後の砂粒 灰

48-4 口16.2 底10.0 有底部端はやや厚い 高台は外銀 少愛 堅綾 氏自

60-671 S 1 高台付杯 高 6.5 ロ縁は大きく外反 体部は直線的で沈 切離は箆切→撫 // 資灰

口15.6 底 9.3 線有底部端は厚い 高台は外鎖 底部端箆削 竪綴 灰

60-672 S T 1 7 高台付杯 高 6.2 口縁はやや外反 体部はやや膨み沈線 切離は箆切→撫 " // 

ロ16.3 底10.5 有底部端は厚い 高台は三角形状 堅綴 黒

60-673 S T 1 7 高台付事事 (口 15.9) ロ縁はやや外反体部は直線的沈線有 内外撫 か堅紋 灰白・灰

60-674 S T 1 7 高台付杯 (口 14.8) 1/ 

" グ堅紋 氏自・同

60-675 1ST 1 7 高台付杯 (ロ16"3)! " " " と置主主ニ主奇伝品え !w(、 ~ EノF、正ι:3

60-676 S T 1 7 高台付杯 高 4.0 口縁から休部は直線的 底部は中央と 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰

口13.0 底 9.1 端が高い 高台は方形状で直立 少量 堅綴 黒

高台付事事 高 4.0 口縁はやや外反底部は端が厚い 高 " 1/ 灰

口13.8 底 9.0 台は低く逆三角形状で直立 竪紋 // 

60-678 S T 1 7 高台付事干 高 4.1 口縁は内湾体部は直線的底部は端 /1 

" υ 

(口13.0) (底 8.3) が高い 高台は低く逆三角形状で直立 堅綴 黒

60-679 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 " " 糞灰

ロ12.4 底 8.7 は端が高い 高台は方形状でやや外傾 堅綴 オリープ黒

S T 1 7 高台付J不 高 4.4 lコ縁はやや外反体部は直線的底部 " 
11 褐灰

48-5 口13.1 底 8.7 の端と中央が高い 高台は直立 察綴 A 

60-681 S T 1 7 高台付左手 高 4.4 ロ緩は直線的体部はやや膨む 底部 1; 1/ 灰

48-6 (日 13.5) (底仏3) は端が高い 高台は方形状でやや外傾 堅綴 箆

60-682 S T 1 7 高台付事事 高(4.0) 体部は緩く膨む 底部は端でやや高い λy 0.1以下の砂粒 にぶL、実

(底 87) 高台は高く外領し接地部は平坦 j簡の痕跡 在主量 長山と町身丁 浅策

60-683 S T 1 7 商会付杯 i高 4.4 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 切離は箆切 // 灰資

48…7 (口 12.5) (底 7.1) 音日は端が浮い 高台は高くくの字状 良好 陪策灰

Gl-68~i S T 1 7 高台特高 4.2 I鳴ら協職防法吉間で淳 切離は箆切一主総 0.1以下の砂粒 灰

(口13.5) (底 9.3) し、 荷台は台}惨状で直立 少王ま ~緩 E塁

61-685 ST17 高台付事事 高 4.2 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 /1 I! 灰

(口13.3) (底 9.3) は端でJ浮い 高台は逆三角形状で外1後 笠縁、 " 

S T 1 7 高台付芥 高 4.6 I口縁から休部は直線的底部の端は厚 1/ 11 /ノ

口12.9 底 9.2 い 高台は低く逆三三角形状でやや外傾 怒綴 黒

61…687 S T 1 7 高台付事干 潟 4.4 n縁fi外反 体部は直線的 E支部m端 " // ?お灰

48-8 口13.5 i底 8.9 で厚い 高台は低く逆三角形状 堅綴 オリーブ黒

60-675 1ST 1 7 高台付杯 (ロ16吉3) 堅議 j灰ー反日

っdつωつω



B地区の出土土器

土器議案表(38)
単柱cm

…判~g:~" i~il 徴 l 日台土・焼成 巴 議

61-688 I S 1、17 高台付年 高 4.3 口縁はやや外反体部は緩く膨む底切離は箆切→擬 0.1以下の砂粒 野え

(口 13.0) (底 8.6) 部は端が!享い 高台は方形状す外{筒 少量 笠綴 塁

61-689 S T 1 7 高台付与干 潟 4.5 口縁から体部は内湾する 底部は織が 11 I1 j夫

(ロ 12.6) (底 8.1) 厚い 高台は逆三角形状で立つ ~綴 灰白

61…690 S T 1 7 高台付事事 高 4.2 口縁からf本部は直線的 底部は端がや 11 11 j黄灰

口13.5 底 9.4 や淳い 高台は逆三角形状で立つ 竪綴か

61-691 S T 1 7 高台付杯 高 4.2 口縁は内湾気味体部は直線的底部 11 11 灰

(口 12.4) (底 8.8) はま誌が厚い 高台は短く外領 竪徽か

61-692 ! S T 1 7 高台付事干 高 4.3 ロ縁から体部は直線的 高台は逆三角! 11 11 11 

(口 13.4) (底 8.7) 形状で接地部は乎;尼 堅鍛 灰白

61-693 S T 1 7 高台付i不 高 4.3 口縁はやや外反体部は箆線的 高台 11 11 灰

口13.1 底 9.3 は低く菱形状で外1頃 堅鍛 呂主

61-694 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 口縁はやや外反体部は夜線的底部 11 11 灰

(口 13.4) (底 8.9) は端が淳い 高台は低く菱形状で外傾 笠綴 黒

61-695 ST17 高台付事干 高 4.2 口縁は直線的体部は緩く膨む 底部 11 11 灰白

(口 13.2) (底 9.4) は端が厚い 高台は{尽くやや外傾 竪綴 呈主

61-696 S T 1 7 高台付杯 高 4.5 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 I1 λ/ 灰

ロ13.0 底 8.8 は端はj亭い 高台は{尽くやや外1漬 竪綴 暗灰

61-697 S T 1 7 高台付j不 肖 4.5 口縁から体部は直線的 !底部の端は厚 11 11 灰資

(口12.1) (底 8.0) い 高台は逆三角形状でやや外傾 堅綾 箆

61-698 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 11 λr 11 

11 

48-9 口13.2 底 9.0 竪綴 灰白

61-699 ST17 高台付J不 高 ι3 !l緩から休部は直線的 底部は簿い 11 11 灰

ロ13.5 底 9.5 高台は菱7惨状でやや外傾 堅綾 主註

61-700 ST17 高台付杯; 潟 4.4 ロ縁から体部は直線的 底部の端は厚 11 11 Ek. 

仁113.0 i底 8.8 い 高台は{丘く菱形状で外領 堅詰主 喜主

61-701 S T 1 7 一高 45l唯一一闘の叫
2ろy 2ろy 灰

口13.1 底 7.5 い 高台は逆三角形状で立つ 竪綾 基l

61-702 S'1'17 高台付杯 高 4.3 Iロ酔ち怖は直線的聞は酢端 11 " 持J灰

[口13.0) (底 9.5) は淳¥，. 高台は低ぐ逆三三角形状で外i傾 堅綾 主主

61-703 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 口縁から体1l11ft内海気味 底部の端は I1 ノγ 灰

(口 13.0) (底 8.8) 厚い 高台は方形状に外傾 怒鍛 韮主

事 61-692 ! S T 1 7 高台付事干 高 4.3 ロ縁から体部は直線的 高台は逆三角 1

A
斗ム

円
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B地区の出土土器

第40表土器観察表(39)
単{立cm

挿図=図版 出土地点 器種・法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 包 調

S T 1 7 高台付杯 高 4.3 ロ縁から体部は直線的 底部端は厚い 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰

(口13.0) (底 8.3) 高台は逆三角形で外1頃 少最 竪綴 黒

61-705 S T 1 7 高台付事干 高 4曹5 口縁は短くやや外反体部は直線的 1/ // 初灰

口13.2 底 8.7 底部は端が厚い 高台は逆三角形状 堅般 黒裕

61-706 S T 1 7 高台付杯 高 4.4 口縁から体部は内幸喜気味 底部は端が // 11 灰白

(口 13.3) (底 9.2) 厚い 高台は菱形状で外傾 察綴 箆

61…707 S T 1 7 高台付事干 高 4.1 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 11 ノγ 灰

(口13.3) (底 9.2) 部の端は厚い 高台はやや外傾 竪徽 黒

61 -708 i S T 1 7 高台付杯 高 1.1 口緩はやや外反体部は夜線的底部 g // If e灰

(口 13.4) (底 8.5) の端は厚い 高台は短く外傾 堅綴 黒

61-709 S T 1 7 高台付杯 高 4.5 口縁は内湾気味体部は直線的高台 11 11 灰

(口12.8) (底 7.6) はくの字状で接地部に沈線がある 笠綴 蓄量巣

62-710 S T 1 7 界 高 4.1 ロ縁から体部は内害事気味 l底部は丸く 11 細砂少量 灰白

(ロ 13.0) 底 8.4 端は厚い 竪綴 11 

62-711 S T 1 7 杯 高 4.0 口縁から体部は内湾気味底部は丸く λγ 11 11 

53-4 ロ12.5 底 8.3 中央が厚い 竪綴 11 

62-712 S T 1 7 杯 高 3.7 口縁から体部は内湾気味底部は丸い 11 1/ 明オリーブ

53-5 (口 12.5) (底 8.9) 堅級 灰白

62-713 S T 1 7 杯 高<1.0 口緩から体部は内脊気味底部は丸く 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰

S3一日 ロ13.7 底 7.8 端は厚い 内部端に木具痕 少量 塁綾 日音灰

62-714 S T 1 7 身: 高 3.9 口縁は内湾気味 体部は直線的 l底部 11 灰
11 

53-7 ロ13.8 底 8.5 は丸く端はJ享い I)i&級 明オリーブ灰

間一715 S T 1 7 勾= 高 3.6 ロ緑、からイ本部は直線的 底苦sは丸く端 " 灰
11 

(ロ1<1.2) (底 9.0) は厚い 堅綾 明オリープ灰

62-716 Sす 17 杯 i高 4.1 口縁から体部は内海気味底部は丸く 11 灰
11 

ロ13.9 法 9.1 yf告は厚い 端に1_ll_1部がある 竪綴 開予李氏

高 4.0 ロ録、は直線約 f本部はやや膨む 底部 切磁は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰白

53-8 口13.0 底 7.7 は中うたが厚い 少量 良好 1/ 

62-718 S T 1 7 I 穿 高 ι2 ロ縁はやや外反体罰lは膨む底ffllの /ノ I! 11 

口13.9 底 9.0 中央は薄し、 良好 11 

62-719 ST 7 事不 高 3.5 口縁から体部の内空事 底部は事事く中央 切離は箆切 11 I! 

(口 12.7) (底 9.2) は高い 不良 I! 

戸ヘ
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B地区の出土土器

単{立cm

!問問i出土地点 器護@法長 器形の特徴 技訟の特徴 ! 日会土 焼成 @， 言湾

62-720 S T 1 7 i不 高 3.3 ロ縁から休部は内湾気味 i底部は薄く 切産主は箆切 0.1前後の砂粒 灰白

(ロ 14.1) l底 9.0) 中央が高い 少量 不良 1/ 

62-721 S T 1 7 主主室主 高 3.4 天井は平塩で扇部は丸い じ!縁はやや 切離は箆9J→箆削 0.1前後の砂粒 灰

56-5 t口 9.3) 天 2.7 外i領 つまみは扇平な擬宝珠 顕著 良好 青灰

62…722 S T 1 7 蜜蓋 高 3.2 天井は平坦で反る 層部は角張る 口 切離は箆切→箆削 総砂顕著 灰

56-6 口13.3 天 2.9 縁は外傾 つまみは議平な擬宏珠 →主総 竪綴 灰白

62-723 S T 1 7 主主義 天井は平塩でやや反る 肩部は丸い 切離は箆切→撚 0.1前後の砂粒 互主

56-7 (口11.7) 天 3.6 ロ縁は直立気味で内に稜をもっ 少最 竪綴 灰白

62-724 ST17 短頚護 高(6.8) 口縁は直立し内に儀に稜をもっ 肩部 内外在百了察な撫 0.1前後の砂粒 にぶい策

56-8 (口 12.6) は緩く膨む 顕著 竪綴 時灰寅

62-725 S T 1 7 饗 高(9.9) 口縁は外湾 口唇は緩く修み外{演し内 外は平行叩→撫 0.1以下の砂粒 灰白

68-3 口21.0 外に稜そもつ 内は円文PP→撫 顕著 堅綾 I! 

62-726 S T 1 7 鉢 高(7.1) 口縁は極端に外反 頭部は強く屈折し 内外面了寧な撚 // 灰

(口24.1) 休上伎は大きく膨む 堅綴 オリーフ'黒

外内はは王抑子行え→口P→撫撫 o少a量l以下U)砂堅粒綴 灰白・同62-727 S T 1 7 喜善

62-728 
ST17 受 外は総文叩 か蚤鍛 // 

83-8 

掻外は自…平今行日ロ叩 内は 0顕.著1以下の砂竪粒綴 灰燈 ・にぶl、業62-729 S T 1 7 愛

63-730 S T 1 7 事ド蓋 高 3.7 天井はほぼ平坦体部は湾尚端部は 士号離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰白

43…12 ロ16.5 2.8 屈折して内傾 つまみは擬宝珠 顕著 笠綴 IX 

63-731 ST17 羽く護 高 3.9 天井はやや丸い 体部は膨む端部は 11 11 灰白

(口16.7) 天 屈折して立つ つまみは擬宝珠 竪綾 灰

63-732 S T 1 7 杯議 高 (2.4) 天井はやや丸い つまみは擬宝珠 11 か~綴 灰白・:r{;J灰

63-733 S T 17 芥重量 高 3.1 天井はほぼ王子混体部は湾前 端部は " 11 |灰色

(口17 天 2.2 屈折して立つ つまみは擬宝珠 竪綴 灰

63-734 S T 1 7 努:主査 高 2.9 天井はやや丸い 体部は直線、的端部 !/ 11 灰策初

(ロ 18，3) は屈折 Lてタトi漬 つ主みほ擬宝珠 豆緩 灰白

S T 1 7 釘=釜 高(2.1)I天井はやや丸い つまみは軒状 1/ グ堅綾 灰iヨ・灰

63-736 S T 1 7 主干蓋 i高(1.8) 夫弁はやや丸い つまみは擬宝珠 1/ か堅綴

S T 1 7 杯室主 高 2.9 うぞ芥こは丸い 体音f，は膨む 端iliiは ぇy I! 灰

(ロ 13.9) 天 2.3 屈折して内偵 つまみは扇平 ~*設 /; 

63-738 S T 1 7 事手室主 高 3.2 天井は丸い体吉sは 緩 む 端 部は屈折 11 // 灰白

(口 13.9) 天 2.4 して立つ つまみは扇平な擬~珠 援綴 オリ ブ灰

ρ
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B地区の出土土器

単柱cm

挿図・図版 i出士地点 i 苦骨盤・法量 器形の特徴 技法の特徴

高 3.2 天井は丸い体部は膨む端部はIffi折 切離は箆切→箆剤 0.1前後の砂粒|灰

ロ14.4 天 2.5 して立つ つまみはJiiif 顕著 堅綴|灰白

63一川 ST 1 7 I 涼 高 2.8 天井は丸い 体部はE主主義的 端部はIffi

(口 14.0) 天 2.1 折して立つ つまみは厳平 笠綴 灰

63-741 1ST 1 7 I 杯蓋 高 2.5 11 11 にぶい補

" 
(口 14.4) 天1.9 堅綴 にぷい赤褐

63-742 1ST 1 7 I 杯護 高 3.5 天井から体部は大きく膨む 端部は屈 " " i灰色

口13.8 天 2.8 曲して短く立つ つまみは扇平 liiE綴灰

63-743 1ST 1 7 I 杯蓋 高(2.9)I天井は丸い つまみは扇平 かliiE綾育灰・!湾

63-744 1ST 1 7 I 杯釜 天井は丸い休部は緩く膨む端部は

(口 14.4) 天 2.5 屈折しj鋭く内傾

63 -745 1ST 1 7 I 芥蓋 天弁は丸い休部は緩く膨む端部は

(口 14.5) 天 2.6 屈曲して立つ 堅綴| ρ 
63-746 1ST 1 7 I 杯蓋 一L …〈膨む榊は|

i灰白

(口 13.8) 天 2.8 屈折し内傾 竪綴 I " 

S T 1 7 事手蓋
" 11 I 11 

11 

(口14.0) 天 3.0 liiE綾|グ

63-748 S T 1 7 杯蓑 天井はほぼ平:te.体部は膨む 端部は 1/ 

" 育灰

(1コ14.5) 1.7 屈折して立つ 察緩

ナイS T 1 7 杯選 天井は丸い体部は緩く彰む端部は " " 
(口 13.8) 2.0 やや高く屈折して立つ 堅紋

63…750 S T 1 7 t不蓋 天井は丸い体部は緩く修む端部は I! !/ 灰白

(，ニ113.4) 天 2.2 屈折Lて立つ 笠綴 灰

| 事不幸主 天井は丸く広い 体部は大きく膨む λr 11 I! 

(ロ13.7) 天 2.2 端部は屈折し逆三角形で立つ 援綴 J/ 

63-752 1 S T 1 7 杯選 f口15.8) 1休部は膨む 端部は折して鋭く立つ /f ρ 竪綾 灰忠・反

日縁はやそコ外反 体音!lは複線的 沈線 切離は箆切ーゅ箆削 0.1以 Fの砂粒 11天資

(口15.3) (底 8.2) 有高台は台形状でやや外領 少愛 箆綾灰白

63-754 1 S T 1 7 高台付杯 高 6.0……一。 ρ'|
ロ16.4 .1ま仏2 沈総有高台は平行四辺形状で外1獲 堅縁、オリーブ'蒸

63-755 1ST 1 7 I高台付拝 高 6.0 口縁はやや外反体部は緩く膨む沈 か グ |灰

U:H5.l) (底 8.8) 線有底部端が厚く 高台は外傾 箆徽|泉

門
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B地区の出土土器

第ヰ3表土器観察表(42)
単{立cm

挿図 a 図版 出土地点 器種 e 法量 器形の特徴 技法の特徴 日吉土 "&'t成 色 調

63-756 S T 1 7 高台付杯 高 6.-， 口縁は僅に外反体部は直線的沈線 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口15.5) (底 9.5) 有底部は端が厚い 高台は外1頃 少量 ~緩 塁

63-757 S T 1 7 高台イす杯 高 5.8 口縁はやや外反体部は緩く膨む沈 11 11 灰オリープ

(口15.3) (底 9.5) 線有 高台は踏んばり接地部は出む 堅綴 オリーブ呆

63-758 S T 1 7 高台付杯 高 6.2 口縁はやや外反 体部は直線的で沈線 I! I! 灰白

(口14.8) (底 9.2) 有高台は方形状でやや外傾 堅綴 I! 

64-759 S T 1 7 高台付亦 高 5.6 口縁はやや外反 体部は直線的で沈線 I! I! ノγ

78-8 (口16.1) (底 9.5) 有高台は逆三角形状で外傾 堅鍛 黒

64-760 i Sす 17 i高台付杯 高 6.2 !口緩から依部は緩く外反沈線有民 I! I! 灰白

48-10 ロ17.0 底10.4 部は全体に厚い 高台は外傾 堅級 黒

64-761 S T 1 7 高台付杯 高 6.2 口縁はやや外反 体部は直線的で沈線、 切離は箆切→撫 I! 灰白

(口16.6) (底10.2) 有底部は端が厚い高台は:外傾 箆敏 // 

64-762 S T 1 7 高台付杯 高 6.3 ノア 1/ 灰赤

11 

(口16.6) (底 9.3) 堅綴 灰白

64-763 S T 1 7 高台付杯 高 5.7 口縁から体部は緩く外反沈線有底 λy // 灰赤

(ロ16.1) (底 9.8) 部は中央で簿く端が厚い 高台は外傾 竪綴 階オリーフ'E又

64-764 S T 1 7 高台付事手 高 6.2 口縁から体部は緩く外反沈線有底 // // 浅黄

(ロ15.8) (底 8.9) 部は端が厚い 高台は強く外傾 堅徽 にぷい賞制

64…765 S T 1 7 高台付事干 高 6.5 /1 λf 灰

1/ 

(口15.2) (底 9.3) 堅徽 主塾

64-766 ST、17 高台付事不 高 6.2 ロ縁はやや外反体部は直線的で沈線 1/ ノγ 灰

(口 14.6) (底 9.6) 二有 高台は姿形状で外傾 竪鍛 オリーブ黒

64-767 S T 1 7 高台付i不 高 5.1 口縁はやや外反 体部は直線的で沈線 切高差は箆切→箆削 1， ER 

(口15.9) 有底部は端がj享い 堅綴 黒

64-768 S T] 7 高台付i不 (口 15.4) 口縁はやや外反 体部は直線的 内外撫 か窪綴 灰・同

64-769 S T 1 7 高台付界 (口15.6) 11 // H 堅守綾 灰・黒

64-770 S T 1 7 高台付i不 高(3.3) 体部は内湾気味底部の端は浮い高切離は箆切→撫 !I 寅灰

(底 8.6) 台は方形状でややタト傾 接地部fこ沈線 竪綾 I! 

6，1-771 S T 1 7 高台付pド 高 4.5 口緩から体部は内湾気味 底苦s(主端が λy /1 オリ ブ累

(口 13.5) (底 8.7) 淳い 高台は逆三角形状で沈静、有 竪綴 氏自

6-1-772 S T 1 7 高台付事干 潟 4.2 口縁から休部は直線的 底音sは端が厚 1/ I! 賞灰

口13.5 底 8.8 い 高台は逆三角形状で沈線、有 堅徽 票、

。。つ山
の
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B地区の出土土器

第科表土器観察表(43)
単位cm

挿図・図)反 出土地点 器種・法量 務形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 調

64-773 ST 1 71高台付杯 底 8.3 底部のi告は厚い 高台には沈線有 1) 切離は箆切→主総
0.1以下の砂粒

灰・泉
少量; 竪敏

64-774 S T 1 7 高台付杯 高 4.1 口縁は直線的体部は緩く膨む 底部 I1 1/ 灰

(口 12.7) (底 8.5) は端が厚い 高台は逆三角形状で立つ 竪綴 /! 

64-775 S T 1 7 高台付杯 高 4.5 口縁はやや外反 体部は底線的底部 1/ // 寅灰

口12.9 底 8.9 は端が厚い 高台は逆三角形状で太い 援綴 黒

64…776 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 I! I! 灰爽溺

口12.8 底 8.1 は端が厚い 高台は方形状で沈線有 怒綴 黒

64-777 S T 1 7 高台付杯 高 4.4 ロ縁から休部は夜線的 底部は中央と fI fI 灰白

口13.1 底 9.4 端が厚い 高台は逆三角形状で外傾 竪鰍 fI 

64-778 S T 1 7 高台付杯 高 4.4 口縁から体部は直線的 底部は端が厚 fI /! 灰

口13.5 底 9.0 い 高台は逆三角形状で立つ 竪徽 黒

64-779 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 ロ縁はやや外反体部は緩く膨む底 fI fI 灰

ロ12.6 底 8.5 部は端が厚い 高台は外傾 援綴 黒

64-780 S'I、 17 高台付杯 高 4.3 口縁から体部は直線的 底部は端が厚 fI I! 貰灰

(口 13.5) (底 9.1) い 高台はくの字状で外傾 堅徽 黒

64-781 S T 1 7 高台付杯 高 4.5 口縁から体部は直線的 底部は端が厚 /! fI 灰白

(口 13.6) (底 9.0) し、 高台はやや外傾 竪敏 灰賞

65-782 S T 1 7 高台付杯 高 3.9 仁i縁は直線的体部は緩く膨む底部 /ノ 11 資灰

(ロ12.9) 底 9昼O は端が}手い 高台は菱i[J状で沈線、?有 ~綴 灰白

65-783 S T 1 7 高台付杯 高 4.4 1::1縁から体部は直線的 底部端は浮い 11 U fI 

(ロ12.1) U底 9.8) 高台は逆三角形状で屈折して外領 竪鍛 結灰

65-784 S T 1 7 高台付杯 高 4.2 ロ縁は外反体部はi直線的底部は端 11 /! 灰白

(口 12.9) (底 8.8) が厚い 高台は逆三角形状で外{領 堅綾 If 

65…785 S T 1 7 高台付事干 高 4.5 口縁から体部は直線的 底部は端が厚 I! /! 識灰

(口13.0) (底 8.2) い 高台は長方形状で外傾 堅綴 I! 

6.5-786 ST 1 7 高台付杯 高 4.1 口縁から体部は直線的 底部は端が厚 I! 11 )iJ( 

(口 12.7) (底 8.6) い 高台~;ti童三角形状で外{頃 童三紋 票、

65-787 S T 1 7 高台付杯 高 4.3 ロ縁から体部は直線的 底部は端が厚 I! !/ 初灰

(ロ 12.2) (底 8.2) い 高台はやや高く外傾 竪綾 黒

65-788 S T 1 7 高台付原 高 1.1 ロ縁かち休音sHi直線、約 底部は全体に /! fI 灰

(口 14.0) (底 9.3) 均 高台は逆三角形状で沈線、有 墜激 n 

65-789 S T 1 7 高台付:j;f 高 4.4 口縁から体部は直線的 底部はまi詰が厚 11 11 初灰

(口 13.0) (底 8.6) い 荷台は逆三角形状で外領 竪徽 氏自

ハヨつムつム



B地区の出こと土器

単{立cm

65-791 1ST 1 7 高対杯 高'1.3 Iロ縁は外反体部は膨む底部は端が

(口13.4) (底 9.0) 淳し 高台は逆三角形状で立つ i 竪敏|氏自

65-792 1ST 1 7 I高台付杯 高 4.5 ロ縁は直線、的体部は膨む底部は端| i灰

(仁112. 底 8.8) が浮い 高台は逆三角形状で立つ 堅綴 1!黒

65-7931 S T 1 7 敵討杯高 4.2 ロ縁は直線的体吉sf;!、緩く j膨む底吉s | 氏自

(口 12.8) (底 9.0) は端が厚い 高台は姿形状で外傾 妥綴 1.初灰

65-794 1ST 1 7 I 高台付綜 高 4.0
一一一厚|

l灰

ロ13.0 底 8.9 L、 高台は方形状-C'7H;夏 堅綴 1号、

高 4.3 ロ縁はやや外反体gsはi変説、的底部

L口12. 潟台は高く万形~7~で外債

65-796 1ST 1 7 I 高台十j杯

(口 12.4) (底 8.:り 高台は逆二等辺三角形状で立つ

65 -798 1ST 1 7 I 高台付邦 高 4.5 言電灰

48-11 I iロ13.5 底 8.7 然体J

65 -799 1ST 1 7 I 持: 高 3.6 口縁から体音sH内湾 底部は平坦で厚 切離は箆切→箆削 細砂少量 オリフ.灰

(じ112.3) (底 8.3) ぇ端は丸い →芸展 墜綴 l灰

65 -800 1ST 1 7 I 杯 高 3.6 ロ縁は直線的体部は緩く膨む 底部 切荷量は箆切→品~ 0.1以下の砂粒 lグ

ロ14.1 底 8.8 は端が厚く丸い 内面端に工具痕 少;鍾; ~綴…1 1ST 1 7 I 邦 高 4.1 …一一く端は 1切離は箆切→操 0.1以下の砂粒

{口 13.1) (底 8.9)1屈曲 徴量 室主綴|灰白

高 4.0 口縁はやや外反 体音sは緩く膨む i底 切離は箆切→撫 |策灰
53-9 

81-4 口13.0 底 7.5 部は丸い 宜主

冴: 高 3.8 I口縁か哨部は内努底部は薄く刊 灰

ハハ

υ
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B地区の出土土器

単柱cm

65-807 1ST 1 7 I 努く 高 3.7 ロ縁か

53-11 I !口 13.6 底 8.0 I f可否端に工具痕

65-808 1ST 1 杯 主Lずj っQ とJ 

〔ロ13.7) (底 8.6)

65 -809 1ST 1 7 I 拝; 高 3.8 I!コ縁から体吉sは内湾 底部は丸く端は 切離は箆切→箆削|細砂少量

(ロ 13.7) (底 9.7) 厚い →撫

日 -8101ST 1 7 掠 高 40l|ロ録は内笥休部は直盤的底部よ丸切離は箆切→繰 0.1以下の砂粒 I1I

(口13.9) (底 8.8) ど端鴻L 団端i三工具痕 I 長 関 I!， 

れ IS J 0 7 I 精 一 一J刊一折一一 I 

(ロ 16 天 I ! Lて逆三角形状 I 全面 笠綾紘

71-8121 S J 0 7 1 持 「弁明部…む 一
切離は箆切→箆高日 0.1前後の砂粒 11疋

口13.4 ヲミ 2.9 I S学状で外側 つまみの基部tこちt総有 顕著 良好 lゲ

ο1読後Lフ砂粒 i緑灰

I (P14.0) 支 1;主屈折して鋭く みは築宝珠 i少量 盟|灰白

ll 
天井は平坦体部は反る 端部は折 !I 0.1以下の砂粒 n 

43-14 I I (口14.0) 支 2.6 Lて鋭く立つ つまみはボタン:伏 顕著 竪綾|

71-815 I S J 0 7 杯蓋 高 4.2 天井はやや丸L 体部は反る 端部は λr 

。 …粒|灰

43-15 I I (口17.1) 天 2.2 屈曲し外傾 つまみはボタン状擬宝珠 顕著 竪綴灰白

一61

SJ07

1 時

天井から体部は大き 膨む端部は外 λf 0.1前後の砂粒 | 

43-16 I I (口14.5) 2.6 だけ短く屈折 少愛 良好 l

主不蓋 高(1.8)
ハ

71-8171SJ07 天井は平坦 つまみはボタン状

S J 0 7 ち千葉 i高(2.8) 天井は平坂 つまみは擬宝珠

j不義 高(3.0) 天井は狭く平現体部は直接的つま

I 

71 -822 1 S J 0 7 1 杯重量

っdq
L
 



B 地区の出土土器

ゴニ器観察表(46)
単柱cm

挿図・図版|出土地点! 器種世量 l 器形の特徴 伎法の特徴 言電

71 制 13] 0 71 暗 |天井日坦柿一
切荷量は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰白

44…3 I (口19.4) 天 2.7 屈折して外領 内面が平滑 少量 良好 l

Il 回 I3] 0 I持
高 :j.3 天井は平坦体部は直線的端部は水 0.1以下の砂粒

11 

44-4 口15.5 天 2.6 平から屈折し外領 つまみはボタン状

ト :2613 J 0 71 時
高 3.3 H 灰

I! I! 

44-5 口15.5 天 2.5 竪綴 lグ一13 J 0 71 持高 3.2
I! i灰白

I! I! 

44-6 I (口14.4) 天 2.5 良好 I I! 

71…828 I 3 J 0 7 I 杯護 高 3.2

I! /γ 

(口 14.1) 天 2.4 良好 I! 

71-829 3 J 0 7 杯蒙 天井は平坦休部は直線的端部は水 I! I! 

I! 

(口 14.6) 天 2.3 平気味から屈折 L外領 良好 11 

71-830 3 J 0 7 杯蓋 高(2.4) 体部は直線的 端部は水平気味から屈 0.1前後の砂粒 1/ 

I! 

[口 18.0) 出し外傾 少量 良好 11 

71-831 3 J 0 7 杯議 天井は平担体部は緩く膨む端部は 0.1以下の砂粒 I! 

11 

(口 14.8) 天1.9 水平から屈曲し外傾 少量 良好 I! 

71-832 3.J 0 7 杯蓋 高 3.6 天井は平坦体部は直線的端部は腐 切離は箆切→箆両日 0.1以下の砂粒 にぶい賞俊

44-7 (口 15.6) 天 2.8 折 L稜をもっ つまみは肝 I:c擬宝珠! 徴最 不良 I! 

71-833 3 J 0 7 芸事蓋 高 3.3 天井は平坦体吉11は緩く膨む 端部は 1I 0.1以下の砂粒 灰茨

44-ij 口15.7 2.2 水平から周治し内傾 まみは擬宝珠 顕著 良好 H音灰策

71-834 3'1"35 事干蓋 天チ!二はほぼ平坦 体部は緩ぐ膨む 端 1/ 0.1以下の砂殺 }設茨

44-9 (口 16.7)天 2.9 部は水平方、ら屈折して逆二主角形に立つ 少量 堅綴 I! 

71一日3!i S T:3 5 事干主主 天井はほぼ平j-f:l {宇都は緩く膨む 体 切離は箆女J'箆lqlj I! I! 

(日 17.3) 天 2.5 部は水平気味で屈折して内傾 畑町不定撫l 良好 浅賀灰

71-836 3'1'35 旅蓋 [一一部地平気味合ら 切離は箆切?→箆 0.1以下の砂粒 淡爽

44-]0 {口 16.9) 支 2.5 照折 L 内傾 自4 数量 良好 !I 

71 存主主 大ヲ1:はほぼ平j:おで高い 体育sfよllF<む 切艇は箆反j一歩箆向日 0.1].).下の砂救 11 

口14.4 うだ 2.7 端部上原告rl_て逆三角形で立つ 少量 良好 1/ 

iヰ二重霊 タミ弁は大きく膨む 体音sは緩 膨む 11 /ノ' I! 

(口]4.2) 2.9 端部州折して内傾 竪綴 浅言電俊

7]-839 ST35 (1.::1 15.8) 天井は低〈平坦端部lは緩く か良好 I問ー問

71-840 ST35 天井ーはほぼ王子坂 休部はやや反る I! I! 

天 2.5 部はl屈折して逆三角形状に立つ 良好 I! 

行ノ一山つdq
乙



日地区の出土士器

単イ立cm

挿図・関!夜 出土地点 器主主 i法量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 音量

71-841 ST35 iヰ二重重 天弁はやや丸¥" 体部は僅に反る 端 切高fHi箆切 b箆削 0.1以下の砂粒 i炎黄

(口 14.5) つゐ ゥ， 部tt屈折 Lて鋭くつ 少量 不良 1/ 

71-842 S T 3 5 J不姦 天井はエ[l担体音siよ直線約端部はぽ; 1/ !! 1/ 

(J::j 14.6) 天 2.1 訴して逆三角形状に立つ 良好 1/ 

71-843 S T 3 5 杯議 高 3.0 天井は平坦体部は直線的端部は履 1/ 1/ 1/ 

(口 14.7) 天 2.1 折して内傾 つまみはボタン状 良好 1/ 

71-844 Sl、35 杯蓋 天井はほぼ平坦休部は緩く!膨む端 1/ λr 1/ 

(ロ 14.8) 天 2.3 部は内箆だけを引き出す 良好 1/ 

71-845 S T 3 5 勾二葦 高 2.8 天井はほぼ平坦体部は夜線的端部 1/ IJ 1/ 

(口 16.4) 天1.8 は外傾 つまみはボタン状擬宝珠 良好 11 

71-846 ST35 杯蓋 (口 16.2) 天井は緩く反る 端部は外傾 IJ グ良好 IJ 

71-847 ST35 杯ま苦 天井は丸い休部は緩く膨む 端部は " 0.1前後の砂粒 灰白

(口13.5) 天 屈折して立つ 顕著 堅綴 灰

71-848 ST35 1不蓋 天井は丸い 休部は膨む端部は朗折 IJ IJ 灰自

(ロ 13，6) 天 2.2 して内llj 竪綴 灰

72-849 S J 0 7 高台付杯 高 4.8 口縁はやや外反体部は直線的底部 切再生は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 明オリーブ灰

48-12 

78-7 JJ 13.9 底10.9 は持品が!享い 高台は長方形状で外傾 一+撫 少最; 良好

72 月50 只J(J 7 高台付主干 潟 4.7 口縁はやや外反体部は直線的底部 1/ λγ i淡寅

(口13.9) (j底 8.7) は中央が薄¥" 高台は稜をもってタト1頃 良好 1/ 

72-851 S J 0 7 高台付杯 高(5.6) 体部は直線的 底部は均一で中央が高 切離は箆切→撫 11 !災自

底1l.5 L 高台t士長方形状でやや外{傾 良好 " 

72-8:12 S J 0 高台付杯 高 4.9 ロ縁は外反 体l1sは膨む 底部は端が /1 11 IJ 

49-1 口11.4 底 6')ノ 丸い 高台は長方形状で外傾 良好

72-853 S J 0 7 高台付 (口 19，3) ロ縁は大きどタト反 体部は緩く膨む 内外 f寧な撫 IJ JHl !天白' 同

72-85，1 S J 0 7 高台{せj不高 6.1 口縁。から休部は外反 底部は端が浮い 切離は箆切?箆削 0.1前後の砂粒 灰白

(口(底 I高台は高〈長与形状i3H箆 重皇室 良好 /1 

72-855 
ST:J5 I高山高 50l日縁一反ー酬は|

/1 // 決議

(口].1.8) (底 9，.1) 均一 荷台は高く長方形状で外傾 良好 " 

γ3 言語漁村1守二 高'1.5 ロ縁はやや外反 対三部lは~む!玄翁11 i主 I1 0.1前後の砂粒

r113.6 絞 9.6 薄い 高台は内善寺気味に外傾 |少量 良好 IJI 

72-8:可7 S T 3 5 荷台付杯 高 5.0 縁は江主線的 体部は{筆tこ膨む 底部 I! 〆/ /1 

(口 15.8) (底12.0) 長方形状で外傾 l 良好 にぶい策澄

つリつd



B地区の出土土器

器種・法量 器形の特徴 技法の特徴

単{立cm

I台土 e 焼成!色 弱

高台付杯 溺，U 1 ，コ縁から体部は内喜善 底蕊は薄く端は|切離は箆切→撚 |細砂少量 i淡糞

(口14.8) (底 9.5)1角獲る 高台は逆三角形状でやや外i項 l満明l濠 不良 I // 

72-859 1ST 3 5 I高台付杯 蕗 5.0 1 Iコ縁はやや外反体部は度線的底部 1m離は箆切→撫

(口11.6) (底 8.0)IはJn、 高台は長方形状で立つ

浅黄

良好|蹟澄

淡資
72-860 1ST 3 5 I 高台付杯 高 5.1 1，コ縁から体部は内湾底部は中央が高 1; 

49-4 (口12.6) 底 6.5 1 い 高台は長方形状でやや外傾 良好 iにぶい澄

72-861 1ST 3 5 I高台付杯 高 4.3 1口縁は外反体部は膨む底部は薄い 11 0.1以下の砂粒 l浅草奇怪

(ロ 13.8) (底 9.2)I j高台は長方形状でやや外傾 少最 良好 lにぶい資燈

72-862 1ST 3 5 I j寝台付杯 高 4.0 1口縁から体部は痘線的底部は端で角|切離は箆切吋箆削 淡葉

49-5 口11.1 底 7.1 I張る 高台は逆三角形状で立つ 良好 i グ

72-863 1ST 3 5 I 高台付杯 高 3.9 I Iコ縁から体部は直線的底部は均一で

(ロ 10.6) (底 7.3)I端は照治 高台は長方形状でやや外傾 良好 I 11 

72…864 1ST 3 5 I高台付杯 (底 7.8)I!底部は簿い 高台は長方形状で復立 か 良好|灰白骨肉

72-865 1ST 3 5 I高台付杯 (底 8.1)I !底部は厚い 高台は逆三角形状で立つ 。良好 i ρ 

72-866 1 S T 3 5 1 高台付杯 高 4.9 1，コ縁はやや外反体部は膨む底部は 淡貰

(口12.0) (底 7.8)I中央と端が厚い 高台は外僚 良好 I 11 

72-867 1ST 3 5 I j高台付杯 高 4.9 I Iコ縁は外反体部は膨む底部は薄い 灰白

(口15.0) (底 8.6)I高台は長方形状で外領 良好 l グ

72-868 1ST 3 5 I 高台付左手 高 4.7 切離は箆切→撫 10.1 以下の砂粒 |浅策

(口 14.0) (底 9.8) 顕著 不良|灰白

ロ縁は痘線的体部は膨む 底部は端

が浮い 高台は短く外傾

底部は中央|切離は箆切→箆削 I It 淡策

淡葉

良好 l ρ 

グ 良好|灰白・同

底部は中央が{丘〈端JFf.奇い E議会は端 i切書監は箆切→一部| か i 灰白

(底 6. Iが内主主した逆三角形状 i箆剤一+幾 良好 I 11 

72-875 1 S T 3 5 I 高台付杯 (底 6.1)I底部は端が言語い i寝台はやや外領 i切隊は箆奴J→箆削 か 良好|灰白・問

72-876 1 S T 3 5 I j高台付杯 底 6.9 I!忠告sは薄い 荷台稜をもって鋭く立つ i切隊は箆切→録 か良好 I It 

A
斗つJ

V
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土器議察表(特)

将Idl・図版 出土地点 議議・法;最 器?診の特徴 伎法の特徴

73-877 s J 0 7 i不 高 37 口縁から体部は直線的 底部は広く端 切開置は箆切→燦

(ロ 13.1) (底 8.5) は厚い 内面端に工具痕

73-878 S J 0 7 J不 高 4.1 口縁は直線的体部は膨む 底部は淳 切離は箆切→燦

53-12 (口 13.4) (底 8.0) く端は丸い 内lIDA支部に撫

73-879 5] 0 7 事手 高 3.5 口縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撫

(口 13.7) (底 9.0) 端が厚い

73-880 5 J 0 7 杯 高 4.4 口縁から体部は直線的 底部は簿く端 11 

(口 14.7) (底10.2) が厚い

7~ ggl! S ] 0 7 本 高 4~ロ縁;土守コや外反 依蒋H:t援ど膨:む 法 11刃塑~t土箆切与繋 a ー 7~ ggl! S ] 0 7 本 高 4 ， 3 ロ縁は早や外反依需は援ど膨:む法!切塑~t土箆切与繋 a 

54-1 (口13.9) (底 8.6) 部は平坦で端が角張る fぬ明療

73-882 5 J 0 7 杯 高 3.6 ロ縁は儀に内湾気味体部は直線的 切離は箆切→箆剖

(口 13.7) (底 8.1) 底部は平坂で薄い

73-883 5T35 杯 高 4.3 口縁から体部は内湾 底部は厚く端は 切灘は箆切→体下

(口 11.6) (底 6.0) 角張る 端手持箆削

73-884 5T35 杯 高 4.3 ロ縁から体部は内~ 底部は薄く端は 切離は箆切→撫

(口 14.1) (底 9.3) 丸い

73-885 5T35 事事 高 3.7 ロ縁はやや外反体部はE雪崩 底部は 11 

(口 14.1) (底 9.2) 中央が薄〈高い 端は丸い

73-886 5T35 杯 高 4.2 口縁から体部は内~気味底部は丸く 切離は箆切→童話

(ロ 13.1)底 9.6 中央と端iJ;厚い 底部端;こ工具痕

73-887 5T35 i不 高 3.8 口縁は僅に外反体部は緩く膨む 底

11 

(口 12.3) (底 9.4) 部は丸く端は厚い

73~~888 ST35 tf 吉l'会4r1 qJ .0 o 

11 11 

(口 12.3) (底 9.4)

73-889 5 T 3 5 杯 高 4.0
11 11 

I (山 3) (底10.4)

73-890 5 T 3 5 杯、 高 4.0
11 11 

(口 12.7) (底 9.0)

73-891 ST35 杯 高 3，tl 口緩から体きsは直線的底部は主L 端 切離は箆切ー今擬 i 

I (口川 (底 9.6) はj享い

73-892 sγ3 5 杯 (底 9.6) 体部は直線的 底部は丸く端はiI'lil、 11 

73-893 5 T 1 8 つ 高(2.6) 高台は高〈長方形状に外傾主強L、 内外に了惨な撫

(底11.1) 稜をつくって短〈複立

235 

B地区の出土土器

胎二1:.焼成

0.1以下の砂粒

少量

/1 

11 

11 

， 
" /1 

室主綴

良好

疑綴

不良

堅級

0.1前後の砂粒

少選; 良好

0.1以下の砂粒

少最 良好

11 

不良

11 

不良

I1 

竪綾

11 

良好

/， 

良好

I! 

良好

11 

良好

/1 

不良

か不良

11 

良好

単{立cm

色 主同

灰赤

灰白

明オリーブ

灰

灰白

11 

υ 

， ，同，、7 !同7，.，、

灰白

11 

I1 

11 

明オリ ブ

11 

灰白

11 

/ノ

11 

にふ;，、援

淡資

浅黄燈

11 

!/ 

!I 

浅草主

氏自

浅変燈

i炎寅

t反自

ダ/

淡爽・灰白

灰茨

灰白



B地区の出土土器

土器諜察衰(50)
単投cm

指図・図版 出土地点 器f重書法量 器形の特徴 技法の特徴 月台土・焼成 色

73-89'1 S T 1 8 杯蓋 天井は低く平坦体部は緩く膨む端 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰

(口15.5) 天1.4 部は氷王子から屈折し外綴 顕著 ~綴 灰色

73-895 S T 1 8 事不蓋 高 3.0 天井は低くJ.Ll、 体部は緩く膨む端 If 0.1前後の砂粒 // 

44-12 口15.3 天1.7 部は屈折して内候 つまみは擬宝珠 少量 堅敏 // 

73-896 S T 1 8 事事蓋 高 3.4 天井から体部は丸い 端部は屈折して // 0.1以下の砂粒 緑灰

44-13 ロ14.0 天 2.3 内傾 つまみは中央が深いボタン状 少最 寝室鍛 I! 

73-897 S T 1 8 杯蓑 高 3.1 天井は丸い体部は直線的端部は屈 I! I! // 

44-14 ロ14.9 天 2.2 折して立つ つまみはボタン状擬宝珠 堅鰍 灰白

73-898 1ST 1 8 害事藷 天井はjJい体部は寅線的端部は属 I! I! 1青FJ(_

(口 14.1) 天 2.6 折して鋭く立つ 堅綴 緑灰

73-899 S T 1 8 杯叢 (口14.9) 体部は膨む 端部は屈折して鋭く立つ I! か堅鍛 緑灰・同

73-900 S T 1 8 杯蓋 天弁は丸い 休部は直線的端部は腹 ノγ 0.1前後の砂粒 オリーブ灰

(口14.6) 天 2.5 折して鋭く立つ 顕著 竪綴 灰

73-901 S T 1 8 界蓋 天井から体部は丸い 端部は屈折して 切離は箆切→箆削 // I! 

(ロ 14.7)天 2.4 鋭く立つ つまみ部に渦 堅鍛 オリ ブ灰

73-902 S T 1 8 原義 I! I! 

I! // 

78-3 (ロ 14.6) 天l.9 ~級 λF 

73-903 S T 1 8 杯釜 天井から体部は直線的 端部は屈折し 民j離は箆切→箆郎 I! 灰

(口 14.5) 天1.5 て立つ ~綴 緑灰

73-904 S T 1 8 杯蓋 天井は平坦体部は緩く膨む端部は 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰白

(口18.0) 天 3.5 水平から屈曲して外傾 内面が平滑 少量; 竪綴 I! 

73…905 S T 1 8 杯釜 天井は平思体部は緩く llil;む端部は // 策灰

l! 

(口 18.0) 天 3.4 水平気味から屈曲して外傾 問要綴 I! 

73-906 S T 1 8 杯蓋 天井は平坦体音sは緩く膨む端部は // 灰

I! 

(口 14.3) 天 2.3 水平から屈折して外領 ~綴 I! 

73-907 S ']、 18 主手室主 高 2.8 天井はほぼ王子担 体音gは直線的端吉g 切離は箆tv→箆高IJ 0.1言Ij後の砂粒 灰色

44-15 ロ14.9 天 2.1 はj認折して外傾 つまみは;1';タン状 少長を 良好 ノケ

73-908 S T 1 8 事干室主 (口19.0) 端部は水平気味から屈utして立つ 内外に丁寧な撫
0.1以下の砂粒

淡策 e 問
少量 不良

74-909 SJ 0 7 き震 高(31.7) !コ唇は儀tこ凹む 口縁は外反 主翼音sは 外は平行PP→掻日 0.1前後の砂粒 灰出

62-3 (口20.9) (頚18.8) くの字;伏に屈折 7育部はやや緩く湾出1 内は押え一子主語 顕著 笠綴 灰白

74-910 SJ 0 7 警E 高(;38.2) ロ唇は優に凹む 口縁は外反頚部トt I! FJ(_黄体j

I! 

62-4 口20.8 頚 19.0 屈湖 周部はやや緩く湾ut 里E綴 灰白

p
b
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B地区の出土土器

単{立cm

挿E遺@図版 出土地点 器種‘法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 調

75-911 s J 0 7 護 高(39.9) 口容は僅に凹む 口縁は外反頚部は 外は平行叩→掻毘 0.1前後の砂粒 灰糞

62-5 口21.7 頚18.2 くの字状 肩部は緩く零幽 内は押えー令書議 顕著 堅議 灰白

75-912 S J 0 7 蔓 高(26.8) 口唇は間む ロ縁は大きく外反頚部 外は平行n[J→撫 t; 灰衰

62-6 (口20.4) (頚15.6) はくの字状胴は球状 内は円文叩→撫 堅綴 11 

76-913 S J 0 7 饗 高(22.6) 口唇は回み@:立気味 口縁は大きく外 外は平行叩→撫 11 灰オザーブ

63-1 (口23.4) (頚17.1) 反頚部はくの字状肩部は大きく膨む 内は円文PP→撫 堅綴 灰白

76-914 S J 0 7 翠 (高46.6) 口唇は平坦でやや外傾 ロ縁は外反 外は平行叩→撫 11 灰葉

内は円文PP吋平行

63-2 (ロ24.1) (高18.6) 頭部はくの字状 B同部は球状 ロロ 竪綴 潟灰

77-91S ! S J 0 7 饗
外は平行叩→撫

塁塁綾 11実糞鶏 2 灰色!口容は出んで外傾 ロ縁はやや少f-.ffi 内は門文μp→鎌

77-916 
S] 0 7 饗 口唇内に稜 口唇下に三角の稜 外は撫→波状文 か竪綴 灰灰オリ ブ・

71-1 

77-917 
S J 0 7 要 口唇は先細り 口唇下に丸い稜 内外に丁寧な撫 汐堅綴 褐灰灰オリーブ・

71-1 

77-918 
S J 0 7 要 ロ唇は先細り 口唇下外に段、内に凹み 外は撫→波状文 か援綴 灰 ー 同71-1 

77-919 s J 0 7 大懇 頭部はくの字状 11 か竪綾 氏・黒溺71-1 

78-920 S T 1 8 高台付杯 高 5.0 ロ縁は外反体部は膨む底部は平温 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰オリーブ

49-6 ロ14.6 底10.4 で薄い 高台は長方形状で外領 潟明瞭 少量 堅綴 オリーブ灰

78-921 S T 1 8 高台付事事 高 4.4 ロ縁は直線的体部は緩く膨む底部 11 灰白

H 

49-7 (口14.3) 底 9.6 は薄い 高台は長方形状で立つ 堅綾 11 

78-922 S T 1 8 高台付事干 高 4.6 ロ縁から体部は直線的 底部は薄い 11 11 

11 

49-8 ロ14.7 底10.0 高台は長方形状で外領 堅綴 灰

78-923 S T 1 8 高台付主事 高 4.3 口縁は薄くやや外反体部fj:直線的 切離は箆切→撫 11 灰白

(口15.1) (底11.0) 底部中央は薄い 高台は長方形で外傾 良好 11 

78-924 S'l、 18 i高台イサ杯 高 5.0 口縁は底線的体部は膨む 底部は平 切離は箆切→箆削 11 灰策

' (ロ 14.1) (底 9.6) 坦で厚く均一 高台'.1長方形状で外傾 堅級 " 

78-925 S T 1 8 高台付杯 高 4.7 口縁はやや外反体部は鐙に膨む底 11 11 灰白

(口15.1) (底11.6) 部は王子湿 高台は長方形状で外1傾 箆綴 灰

78-926 ST18 高台付事事 高 5.3 ロ震は外反体部は膨む j底部中央(;t I1 O. J以下の砂粒 灰白

(口 12.0) (底 7.4) 薄い 高台は長方形状で外領 顕著 堅鰍

78-927 S T 1 8 高台付杯 高(3.0) 体部は膨む底部は凹凸有高台は逆 切離は箆坊→撫 0.1前後の砂粒

(1怠 9.5) 三角形状でやや外綴 少最 不良 11 

78-928 S T 1 8 高台付事不 言語 4.7 体部はやや外反体昔sは膨む 底部は 1I 0.1以下の砂粒 1/ 

(口13.7) (底11.1) 薄い 高台は長方形状で外領 少量 堅E綴 ノγ

78-929 ST 1 8 高台付杯 高(4.0) 休部は直線的底部は中央が簿い 高 11 11 1/ 

(底 8.9) 台は逆三角形状で外傾 良好 1/ 

! 77-91S ! S J 0 7 饗 I rコ容は出んで外傾 ロ縁はやや舛.ffi
i内は門文μp→鎌 塁塁綾!i実実字号室灰色=

ヴ
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B地区の出土土器
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挿図 g 図版 出土地点 器主主 a 法量 器形の特徴 技記長の特徴 胎土ー焼成 色 議

i8-930 S T 1 8 高台付杯 高 6.5 口縁fi外 反 体 部 は 緩 く 膨 む底部は 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 オリ プ灰

(口 16.4) (底 9.2) 厚い 高台は逆三角形状で立つ 少量 笠緩 1/ 

i8-931 S T 1 8 高台付事手 高 5.3 口縁は内湾気味休部は緩く膨む 底 11 11 灰白

(口 14.1) (底 i.8) 部は薄い 高台は逆三角形状で外傾 良好 11 

i8-932 S T 1 8 高台付杯 高 5.4 口縁は直線的体部は緩く膨む底部 I1 λr 11 

49…9 (ロ 12.8) (底 i.8) は薄い 高台は長方形状で外傾 不良 I! 

i8-933 S T 1 8 高台付事事? 高(4.3) 体部は膨む底部は平坦で厚い 高台 切隊は箆切→撫 0.1以下の砂粒 11 

(底11.0) は高く長方形状に外傾し尖端は内傾 顕著 良好 11 

一 一|問問高(2.8) 師は膨れ底部…薄L 高台 .'/ ! 0.1以下の砂粒 ! か

(底 i.2) は逆三角形状でやや外傾 少量 良好 11 

i8-935 S T 1 8 高台付事干 高 4.5 ロ縁はやや外反体部は膨む 底部は 切離は箆切→箆削 11 λ， 

(口12.6) (底 8.2) 中央が薄い 高台は長方形状に外傾 良好 1/ 

i8-936 S T 1 8 高台付杯 高 4.9 ロ縁はやや外反体部は膨む底部は 切維は箆切→撫 11 灰糞

(ロ14.3) (底 9.2) 中央が薄い 高台は外傾し内外に段 良好 策灰

i8-93i S T 1 8 高台付杯 高 4.8 I! 1I 灰賞

11 

(口14.2) (底 9.8) 良好 葉灰

i8-938 S T 1 8 高台付杯 高 4.9 ロ縁から体部は直線的底部は薄い 切離は箆切→箆削 I! 灰白

(口14.2) (底10.1) 高台は長方形状で外傾し内尖端てr立つ 良好 1/ 

i8-939 S T 1 8 高台付事干 高 4.9 ロ縁は僅に外反体部は膨む 底部は 切離は箆切→箆削 11 N 

(ロ12.3) (底 8.0) 薄い 高台は外傾し内側尖端で立つ 内面底部は不定撫 良好 I! 

i8-940 S T 1 8 高台主j杯 高 5.2 口縁は直線的体部は膨む 高台は太 切離は箆切→箆剤 11 11 

(口 11.8) (底 8.4) く外傾し内側端部が内湾 不良 11 

i8-9-11 S T 1 8 高台付主干 高 5.2 ロ縁は外反体部は膨む 底部f工務レ " " " 

49-10 (口12.'1) (底 8.5) 高台は外領し内端部で立つ 不良 ノγ

i8-942 S T 1 8 高台付tf 高(3.8) 休部は膨む 底部は中央で簿く端で厚 切離は箆切→箆削 /γ 11 

(1定 i.1) い i均台は長方形:lkで外領 外底部に:布~l:l:k痕 不良 " 

S T 1 8 高台付邦 高 5.3 ロ縁は内湾 {宇都は直線約 底部は中 切離は箆切→箆削 I! I! 

(幻11.6) (底 6.4) 央が簿い 高台は外傾し内端部で内1頃 不良 11 

i9…944 S T 1 8 言語台付鍔底 i.1) 主主音sは中央が薄い 言語台は湾曲 切離は箆切ー伊勢E 々 良好 灰白・悶

i9-945 S T 18 高台付杯 (底 9.5) 底部は薄い高台は外傾L内端昔sで立つ 11 " 良好 11 

i9-946 S T 1 8 高台付杯 (底 9.5) 底部は中:宍:が高い 高台は外傾 λr か良好 11 

i9-94i S T 1 8 高台付杯 高(3.3) 体音sは膨む底部中央は薄い 高台け 切擦は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰白

(底 8.5) 逆三角形状で外傾 少量 不良 ノノ

ー 78-934 ! S T 1 8 高台付察 高(2.8)!体部は膨む良部は中央が薄い高台 e ! 0.1以下の砂粒 i 
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B地区の出土土器

単性cm

;需Eヨ忍筒j援 同点[ 鵠法震 [ 器形哨 技法の特徴 給土ー:涜成 色調

S T 1 8 高台付杯 高 4.6 口縁から体部は内湾気味底部は丸く 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 淡策

49-11 (口 13.4) (底 9.0) 端が淳い 荷台は長方形状で外経 争主語 少愛 護綴 にぶい赤溺

79-949 S T 1 8 高台付事手 高 ι1 口縁は外反体部は直線的底部は中 切離は箆切…ゅ箆削 0.1以下の砂粒 淡爽

49-12 (口13.5) (底 9.0) 央が簿い 高台は長方形状で外領 少量 良好 淡澄

79-950 S T 1 8 高台付亦 高 4.5 口縁は外反体部は膨む底部は薄い 11 11 淡策

(口12.3) (底 8.1) 高台は綿く長方形状で外傾 良好 11 

79-951 S T 1 8 高台付杯 高 4.6 ロ縁から体部が内湾気味 底部は端が 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰策

(口13.1) (底10.2) 厚い 高台は長方形状で外傾 徴量 良好 11 

79-952 ! S T 1 8 高台付杯 高 3.9 ロ縁は内寒気味体部は緩く膨む 嘉 1 切離は箆切→箆月~ ! 0.1以下の砂粒『グ

(口13.4) (底 9.1) 会は中央が薄い 高台は逆三角形状 少量 良好 11 

79-953 S T 1 8 高台付杯 高 5.2 ロ縁は外反体部は膨む 底部は平坦 11 11 灰白

(口 12.7) (底 7.7) で均一 高台は稜をもっ逆三角形状 良好 I! 

79-954 S T 1 8 高台付杯 (口 16.8) ロ縁は外反体部は膨む 切離不明→箆削 か良好 灰白・問

79-955 S T 1 8 杯 高 5.0 ロ縁は外反体部は膨む底部は厚く 切離は箆切→撫 11 明赤灰

(口14.0) (底 9.9) 平坦で突出気味 ~綴 赤灰

79-956 S T 1 8 事手 底10.4 底部は端が浮い 11 か良好 灰白・同

79-957 S T 1 8 杯 高 3.9 口縁は強く外反体部は緩く膨む底 切離は箆切→撫 グ良好 淡寅

(ロ 13.6) 底 9.0 部は丸〈中央部と端が厚い 内底部端に工具痕 ノγ

79-958 S T 1 8 杯 高 3.7 か良好 浅黄替差
11 1/ 

54-2 ロ13.9 Js'S 9.8 11 

79-959 S T 1 8 ;l:f 高 4.0 ロ縁は短く外反体部は直線的底昔!i か良好 淡主主
1/ 

口13.6 (底10.6) はヨしく中央部と端が浮い 灰白

79…960 ST18 j末 高 3.9 ロ縁は短〈外反体部は緩〈膨む底 H 良好 淡葉
11 

ロ13.1 底10.1 部は丸く端が厚い 11 

79-961 S T 1 8 tド 潟 4.2 か良好 11 

Jツ // 

(，コ13.4) (Js'S10.5) 氏自

。 不良 11 

!/ 

(口13.5) (底 9.1) く中央部と端が厚い 1/ 

7ト蜘 IS 1 8 綜 高<1.0 口齢僅に短けほ輔は緩ど膨む /1 :iF、良 /ノ

[(口13.1) 9.6) I底部一地

11 

1/ 

79-964 S T 1 8 事手 高 3.7 か良好 淡資
54-3 11 1/ 

81-2・3 口13.4 底 9.5 1/ 

79-965 sγ1 8 杯 (口14.0) 口縁はタト反 体部は膨む グ良好 灰白・同

n汐つリワム
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挿図・図肢 出土地点 器滋・法量 器形の特徴 設法の特徴 胎土=焼成 色 言寄

79-966 ST18 杯 底 9.9 体部は膨む 底部は丸く端は厚い 切離は箆切→撫
0.1以下の砂粒

淡 策 ・ 同
少量 良好

E 

81-967 ST36 杯議 高 4.5 天井は王子担 体部は反る 端部は屈曲 切離は箆切→箆削 11 灰

44-16 (ロ18.7) 夫 2.7 して外湾 つまみは中央の高い擬宝珠 堅綴 (( 

81-968 S1、36 高台付j不 高 4.7 口縁から体部は湾出 底部は中央が薄 1/ (/ 灰白

(口13.8) (底 8.6) い 高台は逆三角形状に立つ 不良 1/ 

81-969 ST36 高台付杯 高 4.0 口縁は僅に外反体部は直線的高台 切離は箆切→撫 1/ 灰

(口13.3) (底 8.8) は逆三角形状で立つ 良好 // 

81-970 ST36 高台付杯 高(7.8) 口縁はほんの僅に内反気味 体部は直 切離は不明→箆削 0.1前後の砂粒 // 

口18.1 線的 少量 ~敏 H

81-971 ST36 瓶 高(4.4) 体部は丸く膨む 高台は一旦外傾し鋭 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 // 

56-9 底 5.5 い稜をつくって鋭く内傾 底部外に瓜痕多数 少最 堅綴 オリフ.黒

81-972 ST36 害事 高 4.4 口縁はやや内努気味 体部は直線的 切離は箆切撫 11 灰白

54-4 (口 13.3) (底 8.2) 底部は均一で中央部が高い 良好 // 

81-973 ST36 荷台付域 高(7.2) ロ縁は僅十こ外反 体部は重苦闘 休部中 内外に了寧な撫 // 葉灰

(口 17.9) 央に稜をもっ 良好 11 

81-974 ST36 ミニチュア忽頚豪 ロ縁は短く内領主真部は屈曲する 体 11 1/ 1/ 

(口 5.4) 高(3.7) 部は膨み椅円形状 堅綴 灰

81-975 ST36 高台付i不?(底10.2) 底部の中央部は低い 高台は高く外{頃 切離は箆切→虫採 グ良好 灰爽・灰白

81-976 ST36 盤 高 4.4 沈線有 口縁から体部は響曲底部は 切離は箆切→底部 11 オリーブ灰 j 

56-10 (口19.5) (底15.1) 均一で薄い高台は高く長方形状で外傾 全面箆削?→撫 ~鍛 1/ 

81-977 S寸 36 司Z瓶 高 7.3 口唇は凹んで外傾 向縁は外傾し頚部 天井は撫体部下 1/ 灰持J

57-1 (口 5.7) 天 5.3 は屈曲 天井が僅tこi高くなる 端は箆削 良好 溺灰

芥 高(2.5) 体部lよ膨む 底部は!事く均一で平坦 切緩は箆切→主語 0.1前後の砂粒 灰

81-1 底 7.8 端は角張る 渦fJ)j瞭 微震 堅鍛 灰白

81-979 Sてr3 6 杯 高 4.2 口縁は直線的体i郡は緩く膨む底部 切離は箆切~撫 1/ 1/ 

54-5 (口12.8) (底 8.2) は厚く f忽(識は角張る 竪主致 1/ 

呂1-980 ST36 杯 高 4.7 ロ縁はやや外反体部は緩く膨む l怠切離は箆切→撫 11 I1 

(口 11.9) 底 7.7 部lま厚く 1平土色 端は角張る 渦明議長 度綴 Jケ

81-981 ST36 芥 高 4.2 ロ緩から体音s(主内湾 底部は中央がや 切書量は箆切→撫 11 1/ 

54-6 (ロ12.8) (底 7.7) や高く薄い 堅綴 11 

81-982 ST36 大義 高(12.2) 日唇は内外に稜をもち垂直方向に反る 外(1平行叩→主総 0.1前後の砂粒 灰オリーブ

68-4 口41.2 頚31.7 ロ縁は外反 頚部はくの字状 内は撫 顕著 竪綴 灰白

240 



B地匿の出土土器

第56表土器観察衰(55)
単{立cm

挿図・図版 出土地点 器議・法量 骨量形の特徴 技法の特徴 目合土・焼成 色 調

82-983 ST36 大受 高(34.3) ロ唇は丸く外1漬 ロ縁は外反 主安部は 外は平行叩→童話 0.1前後の砂粒 tこぶい草案援

63-3 (ロ46.0) (頚38.2) くの字状腐は丸〈膨む 内は門文日日歩燦 顕著 不良 ノγ

82-984 ST36 5議 高(16.3) ロ唇は内外に稜をもち義直 口縁は直 外は縄文P~→撚 /〆 i天

ロ23.8 ~員 20.4 立して外反 頭部はj認尚 }首都は張る 内は押えが撫 竪綴 I! 

82-985 ST36 護 高(25.3) 口唇は凹む 口縁は外反頚部はくの 外は平行P~→撫 11 浅策

63-4 (口22.8) (頚19.2) 字に屈曲 演は緩く腕は大きく膨む 内は円文叩→撫 良好 灰糞

83-986 ST36 大饗 高(31.5) 口唇は内外に稜をもち凹み内形 口縁 外は掻自 平行叩 11 黒

63-5 (口49.6) (頚37.6) は外反 頚部はくの字状肩部は緩い 内は円文叩→撫 堅綴 灰

83-987 ST36 E議 高(45.0) 口唇は丸く外に稜有 口縁は外反頚外は平行叩→撫 11 灰資褐

63-6 口22.5 頚 18.4 部はくの字状 肩は緩く胸は球状 内は円文即→撫 竪級 灰策

84-988 ST36 大斐 高(62.9) 口縁下佼は直立気味 里美部はくの字状 外は平行叩→撫 11 灰オリープ

64-1 (頚 37.6) に屈折 肩は大きく膨む 内は円文書P→撫 堅敏 灰白

85-989 ST36 大要 高 90.7 口唇は内外に稜をもち垂直 口縁は外 外は平行P~→波状文 11 灰

64-2・3 口51.9 頚 42.6 反し!頭部は履折篇は張り底部は丸い 内は円文日P→撫 堅綴 /γ 

88-990 S T 1 3 杯蓑 高(2.2) 天井は丸い つまみは縁が簿く尖って 切離は箆切→箆郎 0.1以下の砂粒 灰白

いるボタ γ:伏 徴量 良好 11 

88…991 S T 1 3 坪蓋 高 3.4 天井はほぼ平坦体部直線的端部は 11 11 ノγ

(口16.3) 天 2.5 丸い つまみはボタン状 良好 11 

88-992 S T 1 3 土不菱 天井はほぼ平温体部は直線的端部 11 11 11 

45-1 (口 14.lj 天 2.5 は水平から屈曲し内傾 良好 11 

88-993 S T 1 3 杯蓑 天(1.6) 天井ははぼ平混 11 か良好 11 

88-994 ST13 高台付i宛高 6.5 ロ縁から休部はl勾湾気味底部は丸く 切離は箆切→燦 1I I1 

(口13.1) (底 8.8) 中央が善事し、 高台は長方形状に外{際 良好 灰 ， 

88…995 S T 1 3 高台付杯高 7.1 口縁から休部は内湾気味 底部の端は λ~ λY 灰白

f口16.4) (底 8.2) 丸い 高台は平行四辺形状でやや外傾 良好 灰

88-996 S T 1 3 高会付腕 i弱 7.7 ロ縁はやや外反体部は緩<1緩む窓 切離は箆切→撫 /1 

口15.5 底 9.3 部は丸い 高台は外領 e潟明瞭 良好 オリーブ灰 i 
88-997 S T 1 3 高台付事事 i笥 6.5 ロ縁はやや外反 体部は膨 高台は 切離は箆切→撫 11 明オリ プ灰

(口13.3) (底 9.0) 方形状でやや外傾 良好 オリーブ灰

88-998 S T 1 3 高台付杯?I高 (5.0) 体部は}影む底部は丸い 高台はま量方 11 11 灰白

(底 8.7) 形状に外領 良好 予年灰

88-999 S T 1 3 事事 高(1.6) 体部はやや膨む 底部は平忽で均一だ 11 0.1以下の砂絞 浅資燈

(底 9.0) が端が儀に兵互い 少量 良好 11 

A
叫
みつ山



B地区の出土土器

単位cm

挿図・図版 出土地点 器種・法議 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 蓄量

ST13 杯高 3.1 ロ設は外反体部はlWむ底部は平坦 ];1]離は箆9]-議 0.1以下の砂粒 反忠

(口 13.6) (底 7.0) で中央部が厚い i偽lJii僚 徴金 良好 11 

88-1001 S T 1 3 j不 高 3.2 ロ設は外反体部はlWむ底部は中央 11 1/ 

1/ 

L口13.1) (底 7.8) 部と端が厚い 良好 11 

88-1002 S T 1 3 事ド 潟 3.5 ロ縁は外反体部は膨む 底部は王子垣 // // 

ノγ

54…7 ロ13.0 底 8.2 で均一 良好 1; 

88… 1003 S T 1 3 杯 高 3.5 口縁は外反体部は膨む 底部は端が ノケ I! 

I! 

(口13.0) (底 7.2) やや厚い 良好 I! 

88-1004 S T 1 3 i不 高 4.2 口縁から体部は直線的 底部は全体に 切離は箆切→底部 0.1前後の砂粒 策燈

(口山) (底 7.8)I厚く端は丸い

S T 1 3 芥 高 3.5 ロ縁から体部は内湾 底部は平土廷で中 切縦は箆切→撫 0.1以下の砂粒 荻

54-8 

80-3 口12.8 底 7.5 央部が厚い 少量 良好 11 

外内はは主撫総→→箆掻削自 0少.蒙1前後め妙堅程綴88-1006 S T 1 3 査 高(10.0) 体部t主主事幽 灰・肉

88-1007 S T 1 3 小薬 高14.1 口縁は外反して尖端は内傾 霊東部はく 切離は糸切 0.1前後の砂粒 灰

(口15.0) (底 8.0) の字状に屈曲 目隠はやや膨み底は平坦 顕著 里E級 灰白

88-1008 S T 1 3 長室言瓶 斉(13.6) 腕…一一もち膨 む | 吋 → 醐 0.1以下の砂粒 にふ:し、寅綬

66-4 済部には 2本の浅い沈線、 内は撫 少量 堅綴 灰糞

88-1009 S T 1 3 長頚登 高(9.4) 口唇は室長底気味 口縁は外反し頚部付 内外商了寧な撫 I! 灰

(ロ 10.8) 近は直立気味 堅綴 灰白

89-1010 S T 1 3 書室 高01.2) ロ辱は問み内に鋭い稜 ロ縁は外反 外は王子行PD→主主因 0.1以下の砂粒 " 

fi8…5 (口21.0) (頚Hi.5) 頭部はくの字~}~ 肩部は緩く張る 内は円文叩一主主8 顕著 堅綾 1/ 

89-1011 S T 1 3 霊童 高(5‘6) 口容は凹み内に鋭い稜 口縁は外反 外は叩→掻呂 /; 灰

E真部はくの字状 扇部は強く張る 内i主主r:行口若返 緊緩 11 

S T 1 3 議 高(8.1) タトは平行口P→撫 0.1以下の砂粒 灰白

1/ 

68-6 (口23.7) (頚19.4) 内は緩沼→円文叩 少量 竪綴 11 

S T 1 3 ( … )  I口唇山間L稜ロ即1反|外間叩 ρ 竪綴 灰白・灰

S T 1 3 斐 高(10泊三) 口答は鐙に凹む Iコ縁は外反 頚部は 外は王子行口議 11 灰白

68-7 (ロ2.1.0) (頚19.2) くの字状iこ屈曲 扇部l土緩く影む 内は内文nD→撫 良好 /ノ

89-1015 S T 1 3 普喜 高(7.8) 山 山 丸L稜をもっ |外同行問j 河撫 0顕0顕著著以前下1~を 》砂堅良粒緩好

灰 ・ 同

89-1016 S T 1 3 議 前 (7.9) λ 11 

E指ぶに更賞いぷ俊L舗に帯Jい'に、

89… 1017 S T 1 3 警主 高(6.0) 口唇は剖み下位に三角形の稜をもつ か 。良好

89-1018 S T 1 3 霊祭 高(10.0) 口唇は問み下位外には三角形の稜口I:!:J 外は王子行PP→撚 11 』こぶし、子O/J

には沈線、有 内は撫 良好 tこぶし、葉後

つム4i
A
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B地区の出土土器

第58衰
単{立cm

…1 S l' 1 41 措
高 2.8

45-3 

78-1 口14.0 良好 I 11 

90-1021 1ST 1 4 I 杯蓋 天井は丸い 体部は緩く膨む端部は 切離は箆切ーシ箆削 0.1以下の砂粒 |灰

45-4 (口16.2) 天 3.5 平行気味から屈曲して外傾 少;盈 竪綴 11災自

90 -1022 1 S T 1 4 1 界蓋 潟(1.9) 天井は平塩 つまみは擬宝珠 切離は不明→箆削

90-10231 S1' 14 1高台付亦 高 4.5 ロ縁はやや外反体部は直線的高台 内外面丁寧な撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口13.0) (底 8.7) は方形状でやや外傾接地部は凹む 徴最 良好 i淡葉

90-1024 ST14 高台付事干 高 4.4 ロ縁から体部はやや外反し薄い 底部 切離は箆切→撫 I! 浅黄燈

(口13.0) (底 4.4) は平坦 高台は長方形状でやや外傾 良好 υ 

90-1025 ST 1 4 高台付杯 高(2.0) 体部は膨む底部は厚い 高台は長方 切離は箆切→全面 0.1前後の砂粒 淡寅

(底 9.3) 形状で外領 箆削? 少f量 良好 灰白

90-1026 ST14 高台付杯 (底 9.3) 底部は平坦高台は方形状でやや外傾 切離は箆切→撫
0.1以下の砂粒

淡寅・!司
少量 良好

90-1027 ST 1 4 杯 (底 9.0) 底部は丸く端が厚い
切離は箆切→撫

か不良 浅黄燈・向
内面は工具痕

90-1028 S1、14 J不 (底 9.0) 底部はやや丸く端が淳い 切離は箆切 p擬 グ不良 1/ 

90-1029 S T 1 ，1 杯 底 7.2 底部は丸く厚い 1I グ援綾 灰悶 リ ブ・

90-1030 ST14 蜜? 高(3.6) 休部は膨む底部は丸く均一高台は 切離は不明→底部 0.1以下の砂粒 明オリープ

(底12.0) 長方形状でやや外領 箆削 顕著 ~綴 II 

90-1031 ST I 5 愛護 天井はほぼ平坦肩音si工丸い ロ縁は 切緩は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰

57-3 (口16.4) (天 三塁i室で接地部が出む 少量 堅綴 灰オリーブ

90-1032 S T 1 5 杯 高 3.8 口縁は直線的体部は膨む 底部は丸 切離は箆切→撫 II 灰初灰

(口13.8) 底 9.7 く中央が薄い 端は厚い 笠綴 お灰

90-1033 S T 1 5 Z菱 高40.1 口唇は丸い 口縁は外反頚部はくの 外は平行叩→撫 0.1前後の砂粒 爽灰

64-4 (ロ21.1) (頚19.0) 字状に溜折潟部は緩く胴上位で張る 内は円文日P→撫 顕著 震主徴 灰白

90十T1 5 原菱 口縁から体吉sは丸〈膨む 端部は屈折 切離は箆切ート箆削 0.1前後の砂粒 灰白

(口 14.8) 天 2.1 して立つ 少ゑ 塁王緩 I! 

90-1035 S T 1 5 j不遜 高(1.3) 夫弁は平坦 つまみは属王子 λ' 0顕.著1以下の砂竪粒綴 灰白・灰

90-1036 S T 1 5 好;重量 i高 2.7 夫弁から体古!iは丸く膨む 端部は屈折 1I 0.1前後の砂粒 灰田

(ロ13.5) 天 2.2 して立つ つまみは扇平 顕著 援縁 浅Z支

90…1037 S T 1 5 杯葦 (口13.5) 天井は丸い 端部はj認折して内傾 11 か箆綴 灰白・隠

90-1038 1蜘高(4.0) ロ唇は儀に出Jろ、外筒 口縁はi直立気味 内外にす家な芸能 0.1前後の砂粒 灰葉

{口 11.4) に外反 少量 良好 謙一灰

っ、U
A
A
A
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B地区の出土土器

第5号表土器観察表(58)
単位cm

挿図・図版 出土地点 器種・法量 器形の特徴 技法の特徴 飴土・焼成 色 調

90-1039 ST14 腕部 (底13.6) 底はほぼ平坦 内外にγ寧な撫
0.1以下の砂粒

淡寅
少量 良好
。 "， 

90-1040 ST 14 笠 品 (6.4) 体部は膨む 外は箆削内は掻自
少;量 "i?:綴

灰只褐・黒褐

91-1041 ST15 長頚瓶ワ高(17.5) 頚部下位はil[立 頚部はくの字に屈曲 外は箆削 結l砂少量 淡資

頚(12.0) 鯛は球状 内は撫 堅絵 11 

91-1042 SX09 摺鉢 (口29.8) 口唇は僅に白む 口縁は短く内傾 外はおろし自 U 笠綴
にぶい赤禍・
同

91-1043 SX 09 高台付旅 (底 6.5) 底部は均一高台は長方形状で外に稜 切離は箆切→撫
0.1以下の砂粒

浅賞後・向
少量 良好

91-1044 SX09 高台付杯 高(2.7) 体部は湾湖底部は平坦で均一高台 11 11 明裕灰

(底 8.6) は長方形状で外僚接地部は僅に由む 堅綴 にぶい葉燈

91-1045 SX09 高台付事事 高(2.6) 体部は湾曲して薄い 底部は薄い 高 切離は箆切→撫 11 灰

(底 8.1) 台は長方形状で外領 渦明糠爪の痕跡 良好 11 

91-1046 SX 09 褒 高(5.9) 口唇は内に稜 ロ縁は稜をもって外反 外は平行口R→撫
0.1以下の砂粒

灰白・灰
顕著 堅級

91-1047 SX09 警豊 高(6.0) 口唇はV字に凹む 口縁は外反 11 か蜜綴 11 

91-1048 S X 1 0 長服務 高(1l.5) 口縁は外反し口唇で三角形に立つ 頚 外は主査自…ゅ箆削 0.1前後の砂粒 澄

68-8 (口20.0) 部はくの字状に屈折 胴は少し膨む 内はま産侵 顕著 不良 浅黄燈

91-1049 SX10 杯蓋 高 2.3 天井は平坦体部は緩く膨む端部は 切離は箆切→撫 11 灰白

45-5 (口16.6) 天1.7 水平から内原 つまみはボタン状 良好 明オリーブ灰

91-1050 SX29 事平室主 高 3.0 天井は平坦体部は緩く膨む端部は 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 オザ…ブ灰

45-6 (ロ13.9) 天 2.2 屈折して立つ つまみはボタン状 少量 竪級 11 

91-1051 SX29 杯蓑 高 2.4 天井は王子坦体部は僅に反る 端部は 11 11 灰

45-7 (ロ 14.5) 天1.8 風曲して外傾 つまみはボタン状 墜紋 11 

91-1052 SX29 界蓑 天井は平坦体部は優に反る 端部は 11 11 オリープ灰

(口14‘3) (天 2.0) 屈曲して立つ "i?:級 灰白

91-1053 SX29 杯蓋 高(1.5) つまみは中灸が僅に高いボタン状 丁寧な議 総砂 良好 灰白ー同

91-1054 SX29 事手姦 高(1.4) つまみは頭が丸いボタン状 11 
0.1以下の砂粒

灰白・灰
少量 竪敏

9]-]055 SX29 杯蓑 天井はほぼ平坦体部は緩く膨む端 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰糞

45-8 (口15.0) 天 2.6 吉sf土問折して鋭く立つ 少f量 墜敏 明オリ ブ灰

91-1056 SX29 事f議 (口16.4) 体部は膨む端音sは屈曲してやや内領 切荷量は不号耳→箆剤 か良好 策灰秒灰白

91-1057 SX29 高台付杯 高 5.4 口縁は外反体部は膨む底部~i中央 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 淡策

50-1 (ロ 14.9) (底 9.5) 部と端が厚い 高台は長方形状で外傾 顕著 良好 にぷい亥俊

91-1058 SX29 i高台付杯 高 4.4 口縁から体部は内湾 底部は端が厚い 切離は箆切『撫 ノ/ 灰

(口12.4) (底 8.7) 高台は長方形状で優に外反 堅綴 11 

91…1059 SX29 高台付事手 高(2.2) 体部は膨む底部は端が浮い 高台は 11 11 灰白

(低 8.3) 方形状で立つ 接地部には沈絞有 聖正敏 か
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B地区の出土土器

第60表土器観察衰(59)
単位cm

挿図・図版 出土地点 器種・法量 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 調

91-1060 SX29 杯 i高，1.1 ロ縁は外反体部は務む底部は平坦 切離は箆切→議 0.1以下の砂粒 灰白

(口13.3) (底 9.4) で端が厚い 少量 良好 灰

91-1061 SX29 事手 高 4.1 ロ縁は外反体部は膨む底部は厚く 11 βy 灰白

(口 12.8) (底 9.2) 平坦 良好 オリーブ灰

91-1062 SX29 事手 高 3.5 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 11 11 灰白

54-9 (口14.7) (底 9.3) は中央が薄く端が厚い 堅綴 Jγ 

91-1063 SX29 杯 高 4.1 ロ縁は外反体部は膨む 底部はほぼ 切離は箆切→撫 // // 

54-10 口14.5 底10.1 均一 渦明僚 望E撤 // 

91-1064 SX29 ミニチュア短頚登 ロ縁は直立して尖端は細い 頚部はく 内外商丁寧な撫 細砂少量 /1 

(口 3.1) の字状肩部は張る 堅敏 /1 

92-1065 ST30 杯葦 天井はほぼ平坦体部は反る 端部は 切離は糸切→箆削 0.1以下の砂粒 1/ 

(口 15.7) 天 2.9 殿曲して内傾 少量 不良 /1 

92-1066 8T30 事干王室 高(2.1) 天井はほぼ乎坦体部は反る つまみ M U 浅黄僚

は頭が丸い擬宝珠 不良 // 

92-1067 8T30 杯蓑 高(2.4) 天井はほぼ平坦 つまみは擬宝珠 1/ か良好 オリいー葉ブ燈灰・
にぷ

92-1068 8T30 事手蓋 高(1.9) ラミ弁はほぼ平坦 /1 グ良好 灰い策策澄援・にぶ

92-1069 8T30 杯叢 高(2.8) 天井はほぼ平坂潤部は丸くなる つ 切離は糸切?→箆 0.1前後の砂粒 /1 

45-9 まみは擬宝珠 向日 少量 不良 // 

92-1070 8T30 事F蓋 高(1.9) 天井はほぼ平坦肩部は丸くなる つ 切量産は糸切→箆削 0.1以下の砂粒 /1 

まみは頭がボタジ状 少量 不良 11 

92-1071 8T30 事手蓋 高(1.1) 天井ーはほぼ平坦 λy グ不良 にぶい賞授・
同 |

92-1072 8T30 高台付杯 (底 9.9) 底部は平坦 高台は外傾 L尖端は級い 切離は糸切→撫 締砂少最良好 灰賞・灰黄褐

92-1073 ST30 高台付事F II主6.5 体部は湾曲 切障壁は糸切
0.1以下の砂粒

氏寅 e 灰白 i 
少量 不良

92-1074 ST30 事手 (底 7.0) 体部は膨む 底部は均一で中央が高い 切高監は糸切→撫 か豊E綾 灰・同

8T30 杯高 3.3 ロ縁から体部は湾曲 底部は厚く平坂 切離は糸切 0.1前後の砂粒 灰白

(口13.5) (底 7.0) で端は角5長る 少量 良好 11 

92-1076 5'130 杯底 6・4 体部は膨む 底部は厚くエf:iii. " 紹砂少量良好 灰白・向

ST30 芥 i高 4.0 ロ縁は外反体部は膨む底部は厚く 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口13.4) (底 7.3) 平坦で均一やや突出する 少量 良好 1/ 

92-1078 8T30 短頚愛 高(5.1) ロ縁は直線的に内傾 頚部はくの字状 外は平行日日→主総 0.1以下の砂粒 灰

57-4 (口10.8) にj認幽 罵部は緩く張る 内は工f行掻目 微量 理主敏 H 

92-1079 8T30 f毛頭登 (頚 5.6) 肩は強く張る っくりは 3段構成
0.1以下の砂粒

灰・号見守号[氏
少量 自主綴

92-1080 8T30 長頚皇室 (口 8.2) 口唇は凹んで腹立 口縁は外反 内外了寧な撫 グ竪級 灰 ・ 岡
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B地区の出土土器

単位cm

i挿額・磁波 出土地点 器怒ー法量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼JlX: 色 調

92-1081 ST30 受 高川口唇は開高く肌 外は話器 0.1前後の砂粒 灰オリ ブ

(口13.6) 直線的で外反 内はnp 顕著 "il緩 /ノ

92-1082 ST30 芸喜 高 (5.6) 口唇は僅に凹む 内側に鋭い外に丸い 内外に丁寧な議 1/ 氏

(ロ23.0) (頚20.6) 稜有 口縁は外反 堅綴 I1 

92-1083 ST30 率法語忍 高 (21.5) ロ縁は外反 頚部は垂直気味に履曲 外は平行叩…→撫 1/ 灰白

64-5 (頚19.2) 粛は強く張り胴は球:伏 内は同文叩→撫 堅綴 fI 

97-1084 LN  54 事ド蓋 高 (2.4) 天井は丸い つまみは擬宝珠 切離は不明→箆削
0.1以下の砂粒

灰白・灰
少量 良好

97-1085 表採 事ド主主 高 2.5 天井はほぼ乎坦体部は直線的端部 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰白

45-10 ロ14.7 天1.7 は屈折しやや外傾 つまみはボタン状 少量 竪綾 fI 

97-1086 ノγ 杯蓋 高 2.8 天井は平坦体部はやや反る 端部は 11 11 オリープ灰

(口14.5) 天 2.2 屈折して立つ つまみはボタン状 "il綴 緑灰

97-1087 LP57 界蓋 高 4.0 天井はやや丸い体部は直線的端部 I! 11 灰白

45-11 (口 12.8) 天 2.7 は屈折して立つ つまみは擬宝珠 良好 I! 

97-1088 L057 事干葦 高 3.1 天弁は平壌体部は僅に反る 端部は 切離は箆切→手持 0.1以下の砂粒 淡策

45-12 口13.6 天1.9 屈折して立ち外湾 つまみは亀頭形 箆削 少最 良好 11 

97-1089 L057 杯蓑 高 3.3 天弁二は王子担 体部は若草く反る 端部は 切離は箆切→箆削 0.1部後の砂粒 灰田

45… 13 ロ15.2 天 2.3 屈折して立ち外湾 少量 良好 浅黄

lO90 LN56 i不幸主 高 4.2 天井=はやや丸い 休部は薄く反る 端 υ 11 にぶい策澄

(口15.5) 天 3.2 部は屈折してやや外反 尖端は折れる 良好 I! 

97-1091 LP57 芸手蓋 高 4.2 天井は狭く平坦体部は緩く膨，む端 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰

(口15.7) 天 2.9 高官は屈曲して立つ つまみは箆宝珠 頭警 "il緩グ

97-1092 表採 害事蓋 高 (3.6) 天井は丸い 体部は直線的? つまみ I! 0.1前後の砂粒 浅策

45-15 は中央が三角状の擬3i:r;幸、 顕著 良好 灰白

97-1093 LQ56 事平蓋 高 2.4 天井は{尽く平坦 体部は直線的端部 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 I! 

(口 15.3) 天1.4 は腐折して外湾 つまみは1'ttl!真形 少量 竪綴 灰

L053 i不主主 高 (2.0) 天;Ifはやや1ll，、 つ:tみは亀頭形
I;JJ離は箆切→箆削 oO顕少著量ll以前後下ll ?》紗砂堅堅粒粒鍛鍍

灰 ・ 同

07… 1095 LK56 主手室主 τj民全U(3つ 5 ノ、天弁はほぼτf塩 つまみは疑安珠 i切離は制? 灰白・灰

97-1096 LQ57 杯王室 高 2.5

ーで中山L一… 灰白

つまみはボタン状擬宝珠 顕著 ~綴 I! 

97-1097 LJ58 事手王室 高(1.9) 天弁はτf:f:fi. つまみはボタン:j)~擬宝珠 九r グ竪綴 灰明オリーブ灰・

97-]098 LM52 杯議 i高(2.8) 11 か堅綴 灰策・伺

97… 1099 L053 勾1蓬 高(1.5) 天井は平m ゥまみは擬宝珠
0.1以下の砂粒

灰 白 ・ 灰
少量 良好

97-1100 LL54 杯慈 高(2.2) 天井乎 つまみはボタン状 切離は箆切勘繰 か良好 灰策溺・河

po 
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B地区の出土土器

単f立cm

出土地点 器種・法量 若告形の特徴 技法の特徴 日会ニと・筑波 色

97-ll01 LI'可55 j原義 i高(1.9) 天井は平坦 つまみはポヲン峨宝珠|切断上t主制 。少量1以下の砂良粒妻子 氏臼。 i河

97-1102 LQ  ::J 芸手蓋 尚(2.9) " 切緩は箆切→箆削 万妥綴 明予年灰‘同

0n少少量1量1前以後下のの砂砂竪援粒粒徹緩
97-1103 LP53 事手室主 高 (2.5) 叉弁=はほぼ平坦 つまみは擬宝珠 " 

97-1104 表主主 事手室主 高 (2.3) 天芥は王子J:e.つ みは立互の高いボ空ン状 /1 j夫 e 向

97-1105 LS53 i不義 高 (2，3) 天労ニはyLt、 つまみはボタン状擬宝珠 ノ/ グ竪綴 灰白・灰

97-1106 L052 界蓋 高(1.8) 天井は平垣 つまみはボタン状擬宝珠 切離は箆切? グ 塁王綴 灰 E 問

97-1107 L053 杯蓋 高 (2，6) 天井は平坦 つまみはボタン状 // グ 塁王綴 // 

97-1108 LP57 杯蓋 高 3.3 天井から体部は丸い 端部は溜折せず 切離は箆切?→ 0，1以下の砂粒 灰白

(口14.7) 天 2.3 内に稜 つまみはザング状 箆削 少量 良好 // 

97-1109 LP57 害事蓋 高(1.8) 天井は丸い つまみはリング状 11 H 良好 灰白・悶

97-1110 LQ  54 事事蓑 高(1.5) 天井はほぼ平坦 つまみはリング状 1/ H 良好 1/ 

97-1111 L056 主干蓋 高(1.5) 天井はほぼ平坦 つまみはボタン状 グ良好 淡黄・向

97-1112 表採 杯議 高(1.5) 1/ H 良好 1/ 

97-1113 L055 杯蒙 高(1.3) つまみはボタン;j}~ か良好 灰白・河

97-1114 LN53 杯王室 高(1.5) /1 か堅紋 1/ 

97-1115 LN  52 事手釜 高 0.4) 天弁は平坦 つまみはりグ:次 切離は箆士辺一箆割 少最 L下 }砂良粒野

97…1116 LK51 事手蓋 高(1.4) 天井は平坦 つまみは扇平なポタ γ;伏 切離は箆切→撫 ρ 良好 灰白・同

97-1117 L J 5 5 事事蓋 高(1.4) 11 切離は箆切 グ 皇室綴 灰 e 明紫灰

97…1118 LQ  54 杯護 高(1.5) 天井は平坦 つまみはボタン状 切離は箆切→箆削 良好 灰白・伺

LP53 杯議 高(2.2)I天井は丸い つまみは;[，担ン状 切離は箆切→撫 ρ 良好 " 

97-1120 LO  54 事事蓑 高 (2，0) 切離は箆切→箆削 良好 明オ-リーjJヅt灰

97-1121 LQ56 杯議 i高(1.6) つまみはボタン状 か良好 灰灰オ白 リ ブ a

LP56 杯主主 高 (2.1) 支弁は丸い つまみは台形状 部離は箆切→箆剤 !! ~緩 灰お志向

97-1123 Ll¥在 52 杯議 高(1.8) 天井は平坂 つまみはボタン:伏 1/ か良好
、策援・

同

97… 1124 LO  54 杯蓬 高(1.7) 11 1/ か良好 灰賞・悶

97-1125 LP55 杯蓋 潟 (0.5)I天削工不坦 ;Eみ音sfこ渦痕 グ窓綾 E疋，同

事干蓋 i笥(0.8) つまみは扇τp‘な擬宝珠 不良 灰白ー向

J不幸霊 潟(1温6) つまみはボ担ン状擬宝珠 グ~綾 i明日1オリーブEや

事平室主 高 (0.7) 天井はエF.IfJ. 内閣に掻自 // ~綴 灰白・策灰

98-1129 LN55 杯菱 (ロ 16.7) ノ、ノ Mザ mu 端部けIITlrf告 切離は箆切ーテ箆例 か~綾 灰・黒

I 98-11小川 5I楠 (口叶天弁カら閥抗低L 端部は外領| ノケ I の問|灰 灰臼
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B地区の出土土器
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単位cm

挿図・図版 出土地点 器種ー法議 器形の特徴 技法の特徴 胎オコ・焼p.lt 色 調

98-1132 LN  55 杯蓑 天井は広く平坦体部は直線的端部 切離は篤切→箆削 0.1以下の砂粒 灰

(口18.6) 天 2.2 は水王子から屈曲して外領 少量; 堅綴 灰白

98-1133 表採 事手議 天労ニはほぼ平坦体部は直線的 端部 切離は箆切→箆削 // 明オリーブ灰

[口14.4) 天 2.5 は水平気味か lう屈曲して外傾 内面は平滑 竪綴 11 

98-1134 LQ  53 杯蓋 天井は扇平体部は直線的端部は屈 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰蓑

(口16.1) 天1.7 出して外脊 少量 堅綴 I1 

98-1135 L Q 56 杯釜 天井は蔚平体部は反る 端部は屈掛 11 0.1以下の砂粒 灰白

(口16.0) 天1.7 して外傾 顕著 堅鍛 // 

98…1136 LP57 芥蓋 高(1.7) 天井から体部は丸い 端部は屈崩して 切離不明→箆剖 0.1以下の砂粒 灰

(口14.6) 内傾し尖端で立つ 少最 良好 // 

98-1137 LP57 杯叢 天井はほぼ平坦で高い 体部は緩く膨 切離は箆切→箆削 // 灰白

(口13.6) 天 2.5 む 端部は屈曲して内傾 良好 淡策

98-1138 LP56 杯蓋 天井はほぼ平坦で高い 体部は反る ノ/ /1 灰白

(口 14.7) 天 3.3 端部は屈曲して短く立つ 良好 // 

98-1139 LP57 杯蓋 天井はほぼ王子主主 体部は緩く膨む 端 // // 灰

(ロ 1.1.2) 天 2.1 部はj認幽して内{渓し先は尖る 良好 灰白

98-1140 LP57 杯議 天井はほぼ平坂 体部はそコや反る 端 // /1 淡言竜

(口14.6) 天 2.4 部は稜をつくり屈折して立つ 良好 // 

98-1141 LO  58 杯蓋 天井はほぼ平坦体部は反る 端部は 1/ // 灰白

(口 13.4) 天 2.5 屈曲して立つ 良好 1/ 

98-1142 LP55 均二主主 ヌー労こはやや:'iL味有 体部は直線的 端 II 。マ1前後の砂粒 灰

(口 14.2) 天 2.1 部は屈曲して立つ 顕著 良好 灰白

98-1143 LO  58 杯護 天弁はやや丸味有 体苦sはやや反る 1/ 11 決黄

(口 14.1) 天 2.5 端部は屈曲してやや外傾 不良 灰白

98-1144 L F 4 4 杯釜 天井はほぼ平坦体部はやや反る 端 1/ 0.1前後の砂粒 // 

[口 14.0) 天 2.6 音sは屈折して立つ /}' ヰ母 良好 1/ 

雲監採 拝蓋 i-ーはやや反る端
// IO.1J;JTO)lft粒|灰オリーブ

(ロ 13.8) 天 2.1 部は屈折して稜合つどりやや外湾 少議 良好 か

98-1146 LQ53 杯蓋 (口 16.6) 体部は緩く膨む 端部は屈折して外{傾 切離は不明→箆削 か竪級 資灰・同

98-1147 LP55 j不護 天弁ーはjよく平坦体音sは反る 端部は 切産量 ~J箆切+箆創 /1 にぶし、賞後

(口14.3) (天 2.2) 緩〈内湾気味 良好 11 

98-1148 LQ50 杯宝霊 天井は王子担体部は大きく反る 端部 // 0.1以下の砂粒 灰白

(1コ12.3) (天 2.1) は水平から屈折して外領 顕著 ~綴 灰
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B地区の出土土器

土器観察表(63)
単柱cm

簿図・図版 出土地点 昔告種 a 法量 器形の特徴 主主法の特徴 目合土 a 焼成 色 調

LP5 害事王室 天井はやや丸味有体部は直線的端 切書設は箆切一箆削 。事1以下の砂粒 灰

(口17.1J 天 2.8 音sは屈曲して稜をつくり外領 少量; 良好 !! 

98… 1150 LQ 57 亦幸喜 天井から体部は苦善治 端部は内面だけ 11 !/ 灰白

(口 14.3) 天 2.2 を引きょl:lす 良好 !! 

98-1151 LP57 j;f菱 高 2.6 天井は高い 体部はやや反る 端部は 切離は不明→箆削 !! 明褐灰

(口 15.0) 屈曲して立ち先は湾曲 良好 !! 

98-1152 LP57 杯蓋 天井はやや丸い 体部は緩く膨む端 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 灰オリーブ

(口14.9) 天1.9 部は屈折して立つ 少量 良好 !/ 

98-1153 L J 5 7 界蓋 天井は低くやや丸い 体部は緩く膨む 1/ 0.1以下の砂粒 淡資

(口13.8) 天1.45 端部は屈曲して内儀 少最 良好 ノγ

98-]154 LP56 高台付杯 高 8.2 口縁は外反体部は緩く膨む 底部は 切離は箆切→撫 ノγ 灰白

(口17.8) (底12.6) 中央が!亭い 高台は外領 L端は内傾 良好 1/ 

98-1155 LO  57 高台付杯 潟(8.6) ロ縁はやや外反 体部は害事掛 底部は 切離は不明→箆削 。‘l前後の砂粒 浅黄澄

(口21.91 中央部が薄く端が厚い ? 体部下半箆削 徴量 不良 にぶい寅澄

98-1156 LP55 高台付杯 高(6.1) ロ縁はやや外反体部は緩く湾曲底 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒 灰オリ ブ

[口15.9) 部は夫L¥，、 鎖著 良好 灰

99-1157 LO  57 高台付芥 高 7.0 口縁は直線的体部はやや反り薄い 切離は箆切→底面 0.1前後の砂粒 淡賞

50-2 口 8.5 底10.5 底部は平端で均一 高台は逆三角形状 箆向日 少量 良好 浅賀燈

99-1158 LM52 高台付i不 高(6.Jl 1体部f;t直線的底部は厚く 2本の沈線 0.1以下の砂粒 灰

(底10.2) 有 高台は長方形状に外領 少量 竪徽 !/ 

99-]159 L056 i寝台手j杯 高(4.7) 口縁は車線的 体部は緩く善寺山 底部 切離は箆切→芸展 1/ にぶい主主援

50-3 (ロ 14.6) は摩く平坦 良野 浅賞後

99-1160 LO  56 高台付杯 高 4.8 ロ縁は直線的 体部は湾!1!l 底部はι1'1 切畿は箆切→軍需 // 1， 

50-4 (口14.3) (底 8.1) 央部が害事〈端が浮い 高台は外{頃 良好 ノノ

99-1161 L057 高台付杯 高(5.1) 口緩から体部は湾出 底部は平坦で端 切離は箆切→底部 /f にぶい策援

.50-.5 (口 14.4) は浮い 高台は長方形状で外領 箆郎? 良好 11 

99-1162 LJ、J53 高台付杯 (高 4.6) 休部は直線的 底部は王子組で端が厚い 切離は箆切炉撫 /〆 灰

(底日町6) j荷台は逆三角形状で立う 良好か

99-1163 LR56 高台付杯 高 4.3 ロ縁はやや外反体部は直線的底部 切離は箆切→撚 1/ 糞灰

50-6 (口13.7) (底 9.01 f1中央が薄い 高台は炎方形状で外傾 底部外にJl¥の主主跡 竪徽 灰白

99-1164 LP57 潟台付杯 高 1.9 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 切離は箆切ーが撫 1/ 浅爽

50-7 (口 14.0) (底 8.8) 奇lは議事く平坦 尚台は外傾 i鳥羽瞭 不良 /f 

Qυ 
A
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B地匿の出土土器

単位cm

γ i…「一 榔の特徴 :J:!ii*O)!f!ffi& 
99-1165 表採 高台付杯 i克 4.7 口緩から体部は複線的底部は平坦で i切離は箆切→議

50-8 I (口 13.9) (底 9.4) 端が淳L、 高台は長方形状で外i領

99-11661 LN 55 1高台付杯 高(3.9) 休部は緩く影む E支部は端が厚い 高

(底 8.8) 台は短く外傾

99-1167 1 L 0 5 8 1高台付杯 高(3.1) 休部は膨む 底部は中央が簿く端が厚

(底 8.2) い 高台はやや外綴一681 表採 |高台付亦 高(2.4) 体部は膨む 底部は中央がやや薄い

(底10.0) 高台は高く長方形状に外傾

99-1169 I 表採 I i高台付杯 高(5.1) 口縁はやや外反体部は膨む 底部は

徴量 良好 I f/ 

灰葉

良好 i灰溺

灰白

不良 i グ

0.1以下の砂粒 Iオリ

顕著 良好 j灰

(口14.3) (底10.0) 事事く平坦 高台は逆三三角形状で外傾 少量 良好 λr 

99-1170 LP53 高台付杯 高(3.6) 体部は緩く膨む底部は厚く平坦高 切離は箆切→底部 0.1以下の砂粒 浅策

(底 9.0) 合は逆三角形状で内面端に稜有 箆削? 少量 不良 // 

P56 高台付事事 言語 4.4 ロ縁は短く外反体部は緩く膨む 高 切離は不明シ議 0.1前後の砂粒 蓑灰

(口 12.5) (底 9.1) 台は低く方形状で外悠 少量 竪綴 '1 

99-1172 LN57 高台付杯 高 4.5 ロ縁は儀に外反体部は直線的底部 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口12.4) (底 8.8) は端が角張る 高台は方形状で外領 顕著 li'E綴 黒

99-1173 LN  57 高台付事干 高 5.0 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 I! 0.1以下の砂粒

50-9 (口 11.6) (底 7.9) 部は平坦 高台は方形状で立つ 少選; 良好 fこぶし、賞後

99-1174 LN  57 高台付事手 商 4.4 ロ緩から体郊にかけて直線的 底部は 1/ 0.1以下の砂粒 溺灰

(口 12.7) (底 8.9) 厚い 高台は方形状で直立 微量 塁E綴 灰策

99-1175 表採 高台付J不高 5.1 日縁はやや外反体部は膨む 底部は グ 0.1以下の砂粒 灰白

(ロ14.6) (底10.5) 平坦で均 高台は外{演し端部で内脊 少量 良好グ

99-1176 表採 高台付停高 5.3 口縁から体部はlEl線、的 底部は薄〈平 切露震は箆切→箆持IJI // // I 

坦 i高台は長方形状で外傾 良好灰主主

99-1177 表採 高台付杯高 4.7 口縁から体部は緩ぐ膨む 底部は薄い 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰オリーブ

l M113) 炉心 i均台は長方形~:i~で外1頃

" 

(口 12.4) (底 6.3) 音sが薄い i潟台は逆三角形状で端が内j国 ィj;'重量 グ

99-1179 I L R 5 6 高台付i不 高 7.9 ロ縁は外反体部は膨む底部は厚く 切離は箆切→箆削 l明オリ ブ灰

(口 14.0) (底 5.5)I平坦 高合は震直で接地部が凹む 喜三綴 氏自

表採 高台付杯 言語 4.2 口縁はやや外反体音sは緩く緩む 高 I! λγ I! 

(口 13.9) (底10.6) 台は姿形状で外傾 良好 11 

ム

0.1前後の砂粒 j灰白

ハ
U「ひっμ



B地区の出土土器

土器観察表(65)
単位cm

挿図・図版 出土地点 援護霊~法主主 議形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 潟

99-1181 LP57 高台付事事 高 2.8 体部は膨む底部は厚い 高台は長方 切緩は箆切_"議 0.1前後の砂粒 浅賀

(底 9.2) 形状で外領 顕著 良好 灰笈

99-1182 L恥157 高台付与干 高 2.3 体部は膨む 底部は厚く平坦高台は 切離は箆切ーヂ撫 0.1以下の砂粒 浅言電後

(底 8.3) やや外傾し先端外に稜 底部外に爪の痕跡 数量 良好 11 

99-1183 LN57 言語台付杯 (底 7.5) 底部は厚く平坦高台は逆三角形で外傾 11 H 良好 浅糞燈・同

99-1184 LN55 高台付杯 (高1.8) 底部は厚く平坦 高台は外傾し外に強 切離は不明→撫 11 浅葉燈

(底 9.6) い稜をつくって直立 内面底に木口状撫 良好 にぶい寅燈

100-1185 LQ55 事干 高 3.6 口縁から体部は緩く膨む 底部は平坦 切離は箆切…ゅ撫 0.1以下の砂粒 灰

(口]3.3) (底 9.R)Iで端は角張る l体部は箆撫 少量 ~綴 11 

100-1186 表採 杯 高 3.6 ロ縁から体部は内湾 端部は端が厚く 切離は箆切→撫 11 にぶい寅燈

(口13.4) (底 9.0) 丸い 良好 11 

LQ56 杯高 4.0 ロ縁は外反体部は大きど膨む 底部 " 0.1前後の砂粒 灰

{口13.3) (底 9.，1) は厚く均 で端はやや丸い 顕著 盤綴 1/ 

100-1188 L057 杯 高 3.8 口縁から体f訟は空事幽 底部は中央が薄 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口13.9) (底 9.6) く端は丸い 少震 11 

LP56 努: 高 3.7 口縁i主手事く度線的 体部は緩く膨む I1 λ'/ // 

(口13.6) (底 8.7) 底部は平端で均一 良好 11 

100-1190 L057 杯 高 4.4 ロ縁は直線的体部は儀に膨む 底部 " 11 浅策燈

54-11 (ロ15.1) (底 8.8) はctうたがやや薄く平坦 不良 1/ 

100-]]91 L05日 事ド 高 4.0 ロ縁から体部は夜線的 底部は端が厚 切荷量は箆切ト底部 11 1/ 

(ロ 13.0) (底 8.2) く丸い 箆再日 良好 淡主主

100-1192 LP55 杯 高 4.5 口縁は浮く直線的 体高官は膨む 底部 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 灰白

(口13.4) (底 7.7) は淳〈平均 箆記号 徴量 良好 /1 

100-1193 LN57 事ド 高 3.5 iニi縁は外反体部はIWむ底部は中央 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 11 

(ロ 13.5) (底 8.9) が高い全体が簿い 少f量 箆綴 灰葉

…!杯高 4.8 I叫反制 0.1以下の砂粒

fロ14.7i (底 坦で中央が高c，体下端箆剤 徴量豊 堅綴 淡苦言

100-1195 L056 杯 高 4.6 ロ車まから体部は緩く~む 底部は平坂 切離は箆切→撫 !/ 灰白

口13.1 底 8.1 で均一 不良 I! 

100-1196 LP57 事ド i笥 /1.:1 ロ縁からf本部t主主写歯 底部は淳く端は 切書症は箆切→撫 0.1以下の砂粒 I! 

(口 14.2) (底 8.6) 角張る 箆記号 少f量 良好 11 

100-1197 LN56 勾: 高 4.2 口縁は外反体部は膨む 底部は中央 切離は箆切→撫 11 1/ 

(口 14.2) (底 8.6) 部が浮く端は角張る 良好 λy 

-251 



B地区の出土土器

単位cm

挿図・図版 出土地点 器援・法翠; 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 調

100-1198 L057 杯 i高 4.7 口縁から体部は緩く膨む 底部は中央 切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰田

54-12 ロ14.5 底 8.1 が厚く高い 体部端が一部箆削 少量 良好 灰主主溺

100-1199 LL56 杯 高 2.9 口縁から体部は聖雪崩 底部は端が丸い 切離は不明→撫 11 灰オリ ブ

(口12.9) (底 8.3) 堅鍛 11 

100-1200 LP56 不明 (口14.0) 口容直下に鋭く強い稜 内外に撫
0.1以下の砂粒

灰・同
徴量 笠紋

100-1201 LQ  56 事事? (底 7.6) 体部は膨む 底部は中央が簿い 切離は箆切→撫
0.1以下の砂粒

灰白・灰
少量 堅綴

100-1202 表採 杯? (底 5.6) 体部は膨む 底部は乎均で端は角護る 11 か竪鍛 灰・同

100-1203 
LN  56 事平 (底 8.5) 底部は平坂で端は角張る

11]離は箆切吋箆剤 0微.量1日IJ後の砂堅粒鍛 灰に糞ぶい策径・81-5・6 内面底に箆書木葉文

100-1204 表採 壷? 高(2.8) 体部は膨む 底部は中央が薄い 切離外は箆切→撫 0.1目日後の砂粒
灰向・灰

a底面に箆記号 顕著 髪綾

100-1205 LT53 高台付域? 高(4.7) 体部は直線的底部は平坦で均一高 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 議灰

57-5 (底11.7) 台は高く長方形状で外反 内面底は不定撫 少震 竪綴 11 

100-1206 LQ53 高台付域? 潟(3.0) 体部は湾曲 底部はほぼ平坦で均一 切離は箆切→箆削 11 灰賞

〔底10.2) 高台は長方形状で外傾接地部は由む !lE綴 灰オリ プ

100-1207 L J 5 7 豪華 高 5.1 天井は平:fiiで肩部は丸い ロ縁は直立 切離は箆切→箆削 0.1前後の砂粒 葉氏

57-6 (口16.2) 天 3.4 尖端は内側で突出 つまみは擬宝珠 少量 堅綴 淡資

100-1208 LP57 萱蓋 高 4.3 天井は平坦で肩部は丸い 口縁は直立 ろ， 11 オリ ブ黒

57-7 (口12.1) 天 3.6 尖端はやや内儀 つまみは扇平 堅綴 灰賞

100-1209 LP55 査蓋 (口18.0) 肩部は丸〈口縁はやや外傾 グ笠綴 賞灰・灰白

100-1210 L Q 55 牽棄を 高 4.4 天井は平坦層部は丸い 口縁はやや 切離は箆切→箆削 0.1以下の砂粒

57-8 (口14.3) (底 3.4) 反って直立 つまみはボタン状 顕著 不良 淡賞

100-1211 LQ55 援護 天井は苧や丸い肩部は丸い 口縁は 0.1以下の砂粒 灰

57-9 (口12.4) 天 2.7 やや内鎮 少震 竪綴 !/ 

100-]212 LO  56 蔓蓋 層部は角張る 口縁は室長査に立ち端部 11 オリーフ‘黒

(ロ13.1) 天 3.1 は僅に外湾 !lE綴 灰白

100-1213 L056 護策 天井は平坦 j肩部は丸い 口縁はやや 切離は箆切→箆削 1/ 灰寅

57-10 (ロ 9.2) 天1.6 内傾L'尖端は丸い 竪緩 灰

100-]214 L055 援護? 高(2.1) 天井は王子垣 つまみは擬宝珠 グ堅緩 !倍灰爽ー灰 i 

101-1215 LO  57 短頚牽 (主義10.5) ロ縁は虐:立頭部はくの字で震は援る
外は撫

か笠綴 灰灰オリ ブ・
内は掻回一歩撫

101-1216 
LO  56 短頚牽 (頚 9.6) ロ縁はやや外反 頚部はやや緩い張り 内外部丁寧な撫 か堅綴 灰同オリーブ・

57… 11 

101-1217 
LP57 綬頚重量 (類11.5) 口縁はやや膨んで腹立 腐部は張る 11 グ箆緩 灰白・灰57-12 

101-1218 LP56 短M登高(11.5) ロ縁はやや外反 頚部はくの字に腐折 外はB岡下半に箆削 11 灰

(口11.6) (頚11.2) 肩部は張り沈線有 全体は構内形状 内は撫 堅綾 灰白
'--

n
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B地区の出土土器

単柱cm

出土二地点 器主主・法量 器形の特徴 技法の特徴 飴土面焼$; 色

101-1219 LO  56 ミニチュア短頚豪 ロ縁は短く直立 頚部はくの字状に窟 外は胴下半に箆削 0.1以下の砂粒 オリーブ灰

i高 3.8

58-1 〔口 6.2) (絞 5.2) 訴済部は強く張る 内は爺 少量 竪緩 1/ 

L053 ミニチュア短綴護 口縁は薄く短く直立 頚部はくの字状 外は網下半に箆削 11 策灰

高 6.2

(口 5.3) (頚 5.2) に屈折 肩部は緩いが突出する →撫内は撫 堅綴 祭

101-1221 
LS54 牽? (底 9.0) 底部は中央が摩く平坦 高台は外傾 切離は箆切→箆削 グ~綴 黄灰・伺

58-2 

101-1222 LP56 護 (底10.0) 底部は厚く平土乱 高台は強く外傾 外は援問
0.1前後の砂粒

灰・灰白
顕著 堅綾

101-1223 LP56 査 (底12.2) 底部は外傾し稜をもっ 端は短く立つ 内外了解な撫 か良好 灰オリーブ

101-1224 L J 5 7 豪? (底10.7) 11 
切離は箆切→撫 0.1以下の砂粒

淡策・向
内は援自 少最 良好

! 101 -1225 ! L Q 5 3 重量 (底14.8) 高台は長方形状で外領 援地部は凹む l内外了容な撫 0.1以下の砂粒 糞灰，灰
l顕著 堅綴 I

101-1226 LK56 褒 (底11.4) 底部は淳く丸い高台は長方形状で外銀 切離は箆切→撫 グ竪綴 淡賛・灰白

101-1227 LP56 円商硯 高 5.0 平坦な径tこ2種の圏が巡る 体部は大 切離は不明→丁寧 0.1以下の砂粒 灰白

58-3 (口 10.9) (内鼠径7.2) きく反り 4方透有端部は屈折 な議 少量 霊綴 暗灰

101-1228 表採 内面貌 i高 4.0 3種の留が巡り内側の 2つは低く継い 内外に撫 11 票、溺

(外感径19.7) が外はしっかりしている 脚部は外領 竪紋 祭

101-1229 L056 内面硯 高10.1 平坦な陵に 2種の低く細い留が巡る 陵外商に不定の撫 0.1前後の砂粒 灰褐

58-4 (上面径14.7) (底22.6) 脚部は外反し 4方透有端部は水平 顕著 蚤綴 黒褐

101-1230 LP56 円程iili見 高(4.0) 胸部は外反し 4方透有端部は水平で 外は平行援問 0.1以下の砂粒 灰

(底27.6) 尖端が短く突出 内は丁寧な撫 少議 堅綴 1/ 

101-1231 L J 5 7 tiiL字硯 言語(1.7) 手前が高く横断面はじ字形 te{則には 外面E主は箆高日 0.1前後のliil>粒 灰糞

足を入れる納穴有 顕著 竪紋 灰白

高(20.6) 口縁は内書写 体部は膨む 外商休部は箆郎 0少盆1前後 l紗怒組綴 灰・向101-1232 NM53 鉄鉢

L055 鉄鉢 高 7.7 口縁は内害事し口唇は外{傾 体部は霊喜助 体部は王子行援問 0.1前後の砂粒 黒

58-6 ( /::)16.6) 底 4.0 底部は:1L味のある平坦fin l 底部fi箆削 顕著 堅議主 H 5 

101-1234 表採 首E 高(5.9) ロ唇は僅に問み口縁は折返状 胴は内 外は平行PP I! 灰

(口23.2) 傾 内は撫 竪綴 灰賞

LP55 鉢 高(7.7) 口唇はややメLく口縁は外反頚部はく 体部外菌は箆削ーテ 0.1前後の砂粒

(口31.4) の制問調歯 設 内在れま撫 数量 堅綴

0少.最1官官後の砂獲粒紋 灰j可オリ ブ・ IL I 57 褒? ロ唇は腹立し下位に水平で強い後有 外は波状文

102-]237 L056 短主翼萱 高26.4 ロ縁は直立頚部はくの字状に屈折 外は平行口p-.J!i!;削 0.1前後の砂、粒 灰

58-5 口11.3 iま13.4 体育sに沈線有 高会は長万形状で外領 内は平行議自 顕著 竪綾 黒

102-1238 LP56 長頚瓶 高(7.0) 体部は膨み沈線有 E支部は中央が薄い 外は箆向日→擬 I! 灰葉

58-7 (底 5.1) 高台は外{傾し強い稜をつくって腹立 内は底部が不定撫 竪綴 灰

102-1239 
LT53 長頚萱 頚 5.9 口縁は外反頚部付近は直立気味 っくりは 3段構成 0少.量1以下の砂堅粒綴 灰・灰白58-8 
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B地区の出土土器

第69表土器観察表(68)
単位cm

挿図・図版 出土地点 書号謹・法霊 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 調

102-1240 
LT56 長頚査宣 言語 (18.0) 肩部は強く張り琢形状

0.1以下の砂粒
灰白・灰

66-5 顕著 良好

102-1241 
L057 横瓶 体部検は丸い 内外商にPP H 良野 浅草賀案燈侵・にぶ

59-5・84-4 し、

102-1242 
LN  58 僕瓶 1/ 外は撫内は押 H 良好 ー策援・

59-5 同

102-1243 LN56 検瓶 高20.7 口唇は凹む ロ縁は外反頚部はくの 外は平行叩→撫 0.1前後の砂粒 灰糞

59-4 ロ 9.8 頚 8.2 字状に屈曲 体部は全体に俵形 内は門文叩 少宝章 堅鰍 にぶい寅燈

103-1244 LP54 議 (ロ24.1) 口縁は外皮肩は強く張る
外は乎行叩→撫 0.1間後の砂粒

灰・灰白
内は円文叩→撫 顕著 窓級

103-1245 
L055 饗 (口24.8) 口唇は出む ロ縁は外反頭部履曲

外は平行np→撫
か笠綴 灰白・問68-9 内は内文np→撫

103-1246 
LN  56 横瓶 高(24.1) 全体に俵形

外は平行PP 0.1以下の砂粒 灰フ.黄糞・オリー
66-6 内は円文叩 顕著 堅綴

! 103-1247! L Q 5 5 横瓶? (ロ 13，0)!ロ唇は外領 ロ縁は外反
外は平行叩→撫 0.1前後の砂粒 灰 ・ 同

1 内は円文叩→議 1顕著 重E絵 1

103-1248 L058 饗 (口25.3) 口唇は内に稜有 肩部は護る
外は平行日明

か堅級 11 

内は円文叩

103-1249 L052 褒 (口28.9) 口唇は丸く内外に稜肩部は張る
外は平行叩→撫

1/ ~綴 /1 
内は叩→撫

103-1250 LN  57 受 (口23.6) 口唇は丸い 頚部はくの字に屈曲
外は平行叩→撫

11 塁緩 灰・灰オリー
内は円文郎→撫 ブ

103-1251 LN  56 議 (口23.0) 口唇は凹む 口縁は僅に外反
外は平行日日→撫

か藍縁 灰・灰白
内は叩→撫

103-1252 LN  56 婆 (口25.1) 口唇は凹んでやや外傾 頚部は縮い
外は王子行叩→撫 0.1以下の砂粒 灰包同
内は内文叩→撫 顕著 竪綴

104-1253 LM52 饗 高(6.8) 口容は平坦で外傾 ロ縁は先が外有気 外は平行叩→主総 0.1以下の砂粒 灰オリーブ

68-10 (口25.4) 味頚部はくの字に屈曲 内は円文叩ザ撫 少量 堅綾 11 

104 -1254 LN55 言集 高(9，1j) 口唇はやや丸く外{頃 口縁は直立気味 外は平行叩→援団 0.1前後の砂粒 灰

(ロ21.0) から外反頚部は屈曲 潤部は張る 内は円文np→撫 顕著 皇室綴 11 

104-1255 
LQ55 斐 (頚19.3) 肩部は丸味を帯びる

外は平行pp
11 灰フ白・灰オリ

69… 1 内は河文PP
104-1256 

LN56 き議 清部は強く張る 外は平行叩 11 糞灰・問69-2 

105-1257 LN56 大饗 i蕗(17.2) ロ壌は丸く外筒 口縁は腹立気味から 外は平行Pp-.撫 11 灰オリ ブ

69-3 (ロ50.0) (頚44.2) 外反芸員部はくの字状肩部は張る 内は円文叩→撫 ~綴 11 

; 105-1258 L052 大窪 高(13.0) ロ唇は平坦で外領 ロ縁は外反務、部 外は事半、→波状文 I! 灰

69-4 (口60.0) (頚49.4) はくの字状に屈折 内は叩→織 堅綴 11 

L053 大棄 高12.4 口唇は丸く外領 口縁は外反頚部は 外は撫→波状文 11 灰オリーブ

69-5 (口53.2) (頭42.0) くの字;伏tこ屈折 内はPP→軍需 堅革綴 灰

I 105-1260 LN56 大愛 高17.6 口答は凹んで外傾 口縁は外反 L先に 外は平行np 波状 11 灰白

69-6 (口41.6) (頚34.3) 三角状の穣有 頚吉宮はくの字状Iffi尚 文内は円形文 ~綴 11 

106-1261 LN55 大翠 高(18.7) 口唇は内f要 口縁は外反し先に丸い稜 外は平行叩→撫 " にぶい編

69-7 (口51.4) (頚39.6) が有 E真部はくの字状に屈折 内は円形文→録 堅綴 灰褐

106-1262 LN55 大義 高(18.7) ロ唇は凹み内傾 ロ縁は外反し尖端は 内外は撫 1/ 灰糞溺

69-8 (口51.4) (頚39.6) 内有気味で外に稜有 妥綾 1/ 

A4 
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B地区の出土土器

土器観察表(6号)
単位cm

挿図‘図版 出土地点 器種，法;震 器形の特徴 技法の特徴 飴土・焼成 色 務

106-1263 L052 大皇室 高(9.0) 口唇は凹む 直下にま表れ下がる稜 外は波状文 0.1前後の砂粒 灰街

69-9 (ロ53.2) 頭部は直立気味から外反 内は長幸 顕著 良好 Jγ 

106-1264 L052 大混 (頚29.6) ロ縁は外反 頚部はくの字状に屈折
外は王子干了叩→撫

か堅綾 灰・同
内は同文PI1→議

107-1265 LN56 大饗 高(16.2) 口唇は出み濫下内には沈線外には稜有 外は平行叩→撫 1/ 灰褐

69-10 (口52.7) (頚44.3) ロ縁は外反 E真部はくの字状に屈折 内は内文郎撫 良好 にぶい燈

107-1266 
L056 大議 高(22.0) 体部は大きく膨む

外は縄文叩→撫
グ竪敏 灰・灰策70-1 内は同文PI1→撫

108-1267 
LS54 大要 高(43.1) 1/ 11 か堅綴 灰フ ・灰オリ

64-6 

109-1268 
LN55 大愛 口唇はV字状に凹む 底下に厚い突帯 外は平行Pi1 か良好 灰い賞策授褐・にぶ71-2 

1~~-:2691 L R 5 3 大褒 口唇に2つの沈線 直下に丸い稜 1/ か堅綴褐灰・同隠れ-2 I 

109-1270 
LR52 大窪 口唇は阻んで外領 直下に丸い稜 内外に撫

0.1別後の砂粒
寅灰・同71-2 少量 廃綴

109-1271 
LM52 大護 口唇はV字状に凹む 直下に厚い突帯 外は平行Pi1 0.1別後の砂粒 灰い寅黄燈禍・にぶ71-2 顕著 良好

109-1272 
LQ53 大欝 口唇はU字状で外領 直下に三角の稜 1/ グ 里量級 灰'同71-2 

109-1273 
LQ53 大議 " " 堅綾 1/ 71-2 

109-1274 
LT54 大饗

口唇はU字状で外領 直「の外は稜内
/1 

0.1別後の砂粒
にぶい澄・同71-2 には浅いtt線 少量 良好

109-1275 
しN56 大窪 口唇はU字状で水平外に丸い稜 11 グ竪級

オリーフ.黒・
71-2 同

109-1276 
LN55 大受 ロ穫は凹む i直下に垂れ下がる稜 " グ堅綾 灰白・灰71-2 

109-1277 
LN56 大饗 口容は図み外領直下に垂れ下がる稜 11 

0.1以下の砂粒
灰寅・同71-2 顕著 堅緩

109-1278 
LM52 大婆 1/ 11 

0.1別後の砂粒
葉灰・褐J!R:71-2 顕著 良好

110-1279 
L053 大重苦 口唇は凹む 直下に短く垂れ下がる稜 外は波状文 か良好 灰葉樹・灰褐71-2 

110-1280 
LM52 大義 口唇はV字状で内外に稜直下に稜 11 

0.1以「の砂粒 寅灰策・にぶい
71-2 少量 里E鍛
110-1281 

LQ54 大慈 口唇は阻む 直下に垂れ下がる稜 外は波状文沈線
0.1以下の砂粒

灰蓑・ 3支灰72-1 顕著 堅綴

110-1282 
表採 大喪 11 外は波状文 ρ 良好 /f 72-1 

110-1283 
大窪

稜口唇は問み内外は丸 直下に黍れる
外は平行PP 良好 灰黄・灰! 72-1 

LT52 

110-1284 
L052 大勢

口容はU字状に凹む 直下にまをれ下が
;外は波状文 か良好 灰裕・向72-1 る稜

110-1285 
表採 大墾 口容は問み垂直 直下に稜者 外は平行PI1 グ竪綴 灰オリm ブー黒プ72-1 オリ

110-]286 
uν15 6 大慈 口唇下に 2つの丸い稜 内外撫 グ良好 氏寅溺・悶72-1 

110-1287 
ヨ長採 大義 口容は外傾夜下にJtl..、稜 内は平行援目

0顕。少量11著前以後下 1砂V堅良粒M 徴好

灰・同72-1 

110-1288 
L056 大慈 ロ容は出み水平 i直下に三L¥、重量 外は平行1111 剛にぶい糞初ー~72-1 

110-1289 
L S 5 6 大務 ロ唇は凹み垂直 直下に丸い稜 11 

0.1以下の砂粒
灰白・灰72-1盆 82-8 顕著 笠綾

11D-1290 
LN 56 大務 ロ縁の内Iこ2*の沈緩外に稜宥 !I 良好 ぶにいぶ蓑い澄褐 に!72-1 

111-1291 
LN55 大慈 口容は丸く立つ外に稜内に沈線 !I グ堅綴 陪白灰糞・ 灰

72-1 

111-]292 
LM52 大受 ロ唇の外に 2つの稜内に沈線 11 か 良好 ににぶぶいい後策援72-1 

111-1293 
LT56 大饗 口援は凹み水平外tこ短く垂れ下がる稜 11 か竪綴 灰・同72-2 
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B地区の出土土器

単イ立cm

挿図 a 図版 出土地点 告き種 a 法f量 器形の特徴 技法の特徴 日台土・焼成 色 調

LN56 大菱 ロ草書は丸い直下外tこ短く室主れ下がる稜 外は王子行Ilfl 顕著.下U)砂良粒好 に吋向 i
ヴ'ワ“一一つ“ 

外内はは平掻行自Ilfl 潟ブ塁灰 ォリ -j
72-2・82-7

表採 大愛 口唇は丸い 直下内十こ沈線、外に稜 か竪綴

111-1296 
L052 大言葉 ロ唇は丸い 直下外に稜有 外は平行Ilfl→沈線 。堅縁 灰灰オ 1) ブ・

72-2 

111-1297 
72-2 

LQ53 大受 ロ唇は内反気味底下は浮く二重口縁状 内外に了寧な擬
顕著 竪綴

11 

LP54 大雪遊 1/ 1/ か 竪綴 灰祭 ・オリーブ
72-2 

111-1299 
LF44 大喪 口唇は丸く内反気味直下は二重口縁状 外は平行叩 か良好

，、援・灰

72-2 策

111-1300 
LN55 大褒 1/ 1/ か 良好 にぶいい燈糞燈・

72-2 にぶ

111-1301 
LS53 護 口唇は丸い 直下に三角形の稜 内外に丁寧な撫 0少.愛1以下 )砂良粒好 にぶい溺・向

72-2 

1~~-~302 I L Q 5 4 重苦 口唇は凹み垂直 口縁外反 外は平行叩 堅綴 灰g ・オリープ
E 円72-2

112-1303 
LP56 饗

口唇はまま直気味 口縁はま霊底気味に立
内外に了撃な撫 グ怒綴 灰白・向

72-2 ち先で外反

112-1304 
LN56 大窪 ロ唇は凹み外傾し内外とも突出 外は波状文

0.1以下の砂粒
灰 ・ 同

72-2 顕著 堅綴

112-1305 
表採 大受 口唇は凹み垂直で内外とも突出 外は平行叩

00徴少1量1量以以下下のの砂砂不竪粒粒綾良
灰・灰白

72-2 

112-1306 
LT56 受

口唇は田み方形状
内外に丁寧な撫 灰白・灰

73-1 口縁は垂直気味に立ち先で外反

112-1307 
LN58 警主 口穫は方形状 i直下に鋭い稜有 外は平行叩→撫 か竪綴 灰・向

73-1 

112-1308 
LN  52 議 口唇はやや主Lく内外に稜 頚部は屈曲 /γ 

0.1以下の砂粒
I1 

73-1 顕著

外内はは平門文行口叩p→p議撫112-1309 MC55 議 ロ唇は外{獲し内に稜有頚部はj屈折 グ竪綾 I! 

112-1310 LM52 薬 口唇は水平で外が突出 頭部は屈折 11 グ笠紋 I! 

112-1311 
LQ55 警 口唇は外傾し内外に稜 頚部は屈折 外は平行np一→録 0.1以下の砂粒

灰寅・ i湾
73-1 少量 良好

外内はは王門子行文叩np→→撫軍需112-1312 LQ53 萎 口唇t主的み外債 ロ縁は強〈外反 か堅綴 灰. [弓

! 112-1313 
MC55 き議 口唇内に鋭い稜頚部は屈泊

タトは王子行叩
か竪綴 I! 

73-1 内は王子行掻目

113-1314 
LP57 大苦言 口容は尖る i箆「外に稜有 外は波状:文 0顕.1著前後の砂堅粒綴 JちF

73…1 

113-1315 
表採 大受 口容は尖る 覆下は小さな稜有 内外丁寧な撚 か堅綾 灰層灰白

7:3-1 

113-1316 
1/ 大義 口容は丸い 直下は緩く凹む 外は波状文沈静、 グ竪緩 灰 白 ・ 灰

7.3…1 

113-1317 
表採 大婆 口星雲は丸L 直下内は緩く凹む 外は液状文 ク 重喜綴 FJ(_.同

73-1 

113-1318 
表採 大受 口容は丸い 直下外の沈線内は出む /1 か 竪車愛 I! 

73-1 

113-1319 
L052 大受 口唇は方形 底下外fこは鋭い稜 " グ 重量級 j室天主才リーブー

73…1 

113-1320 
L053 大受 口縁先立訟は剥く外反 @:下にj.n，稜有 内外丁寧な撫 10顕著以下の砂努粒綾 灰灰 オリ ブ.1

73-1 

113-1321 
表採 大愛 口容はやや外{績でタトは突出 直下に後 11 か竪綾 11 

73-2 

113-1322 
LL52 大慈 ロ星雲は直立 直下に大きく鋭い稜有 外は平行叩 グ竪綴 灰・悶

73-2 

113-1323 
5 2 寸ノ、議.m..室 口唇は外1獲し内は立つ 下に鋭い突帯 外は王子行Ilfl H 畷綴

灰灰灰同ォオリ フ73-2 

113-1324 0少.愛1前後の砂媛粒綴 リブ・
LR54 大言案 口唇はやや凹む 底下外に丸い稜 外は波状文

7:1-2 

113-1325 
L053 大護 口唇はき垂直気味 j息 Fiこ稜有 1/ 0少.1援以下の砂竪粒綴 浅議・灰葉

73-2 

114-1326 
73-2 

LO  56 大雪議 口草委は丸く内に稜有 口縁は先で外湾 I! 
顕著 堅級

灰白
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B地区の出土士器

単位cm

挿図・図版 出土地点 器喜重 1法最 器形の特徴 技法の特徴 胎土・焼成 色 調

114-1327 外波状は文平行叩 0少.量1以下の砂良粒好
73-2 

き受採 大雪道 口唇は外領し内外に稜有 R音灰蕊 a 同

114-1328 
L057 大書室 ロ唇は丸く外領 口縁は外反 I1 0顕.著1国 灰 ・ 黒

73-2 堅綴

114-1329 
Liす57 大義 口唇は緩く凹み外{原 口議は外反 II 。塁E緩 灰資事灰

73-2 

114… 1330 
LN 56 大受 口唇は外i傾し内に稜有 ロ縁fi外反

外は平行郎→霊童図
か良好 策灰・河

73-2 →撫→波状文

114-1331 
L056 大褒 口容は丸く直立 口縁は外反 外は波状文→撫 か竪綴 灰策・策灰

74-1 

114-1332 
LQ54 大言語 口唇は凹み内は突出して立つ

外は平行PP→撫→
か堅綴 灰黒 ・オリープ

74-1 波状文

114-1333 
表採 大書道 口唇は丸く直立気味 口縁は外反 外は波状文 か窪綴 灰河オリーブ・

74-1 

114-1334 
L053 大努 口唇は内外中央が突出 口縁は外反 外は撫→波状文 か竪綴

灰オリーブ・
74-1 オリーブ黒

1~4-~3351 L P 5 6 大喜重 口唇は丸くやや外傾 内が僅に凹む 外は波状文 ~綴 l 灰同オリーブ-
目 74-}

115-1336 
LN 56 大議 口唇はやや外傾 内外に稜有

外は平行叩→
グ竪綴

灰オりープ・
74-1・82-5 波状文 オリーブ祭

115-1337 
L 554 大雪道 口唇はやや凹み内外に稜有 口縁外反 外は波状文 か堅綴 灰・同

74-1 

115-1338 
表事長 大喪 ロ騰はほぼ平J:e.で外傾 内外に稜有 /1 か竪綴 /1 

74-1 

115-1339 
L053 大窪 ロ寝はやや内領 直下に三角状の穣

外は木口撫…+
グ塁E綴 灰プ3白・灰オリー

ー 74-1・82-1 波状文

115-1340 
LR54 大饗 口唇は凹みやや外傾 直下内に沈線 外は波状文 か竪綴 灰・悶

74-2 

115-1341 
MD54 大饗 口唇は丸く外傾 直下に緩い稜有 外は撫→波状文 グ竪綴 灰灰オリープ・

74-2・82-2

115-1342 bJ 

74…2' 82-6 
LO 52 大喜重 口容に大小 2つの沈線、有 二E窓口縁状 撫 :1if.¥-'W<1人_)(. グ 室主総 灰・同

115-1343 
L052 大蓑 口唇は中央が三角形状に突出 外t主主祭→波状文 グ竪縁 灰灰オリーブ・

74-2 

115-1344 
L 55 5 大饗 口唇はやや凶み内閣に稜有 // か堅綴

灰オリーブ・
74-2 オリーブ黒

1¥1552 大婆 口唇はやや外傾 内に強い稜有 外は波状文 グ竪綴 灰灰オリープ・
74-2暴 82-4

1
1日 3吋LR53 大蓑 I1 /1 汐竪綴 λY 

74-2 

116-1347 
言受採 大三塁 口唇i主凹んで外領 l[下外に稜有

外は平行PP→
H 箆綾 灰 雪 黒

74-2 波状文

LM52 大善悪 口唇は丸く外{頃l:外は突出 11 グ竪綴 灰灰オリープ・
75-1 

ML52 大業 ロ唇はや央』こ低い稜と没:線、をもち直立 外内はは掻主査目問 許波状文 0少.1量以下Ul砂相E、E粒仙綴 /1 

75-1 

116-1350 灰灰白オリーブ・
75-1 

LR55 大受 口容は主義夜 直下のl勾は僅に凹む 外は波状文
顕著 竪級

116-1351 
LP53 大饗 口唇は中央がやや膨み内外に稜有

外は平行PP→
か~綴 灰・喜主

75-1 波状文

i m75-m1l1'ム hハ 5 大受 ロ唇はやや膨み外が突出して外傾 1/ か竪綾 灰・問

H 箆綴 lι い)i](ヲ唱トリ;イJーmE5 7 
町aι→ーで内3 ・B子i~i

MR52 大受 1I 11 
オリ

116-135.1 
MD55 大葬 |口唇先は内湾気味直下に 外は波状文

00顕少1量1著以前下後のの砂砂窪堅粒粒巌巌

灰 a 問
75-1 

117-1355 外内はは平同行文p叩p-・撫 灰向オリーブ・
75-1 

表採 大愛 /1 

LP56 大奏 i口唇は平坦で直立 外は波状文 ρ E妥綴 策術省浅策
75-2 

117-1357 
LN 52 大饗 口唇先は内湾して立つ 外に 2つの稜 外は平行PP 0少.震1前後の砂堅粒級 灰，同

75-2 

117-1358 0顕.1著]III{盆 T./堅4 鍛
75-2 

L0.56 大饗 ロ壌は丸く内に稜有 外は縄文叩→撫 i時灰策・策灰

117… 1359 
L056 大愛 口唇は外傾し内に稜有 11 ρ 竪綴 京阪・灰

7.5-2 
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B地区の出土土器

表察欝器土
単柱cm

挿図・図版 出土地点 器援・法長; 器形の特徴 技法の特徴 E会土・:廃!il1: 色 調

117-1360 
外内はは掻河文呂→np主→総燦 0顕.1著以下の砂E粒E綾 同氏オリープ‘MC55 大宝章 口唇の中央はやや~み内外が突出

75-2 

117-1361 
LM52 大要 口容は丸く沈線、有 内外が内に突出 外は録文の乎行叩 グ笠綴 灰オリブー黒ブE

76-1 オリ

118-1362 0顕.著1前後の砂援粒綴
76-1 

L056 大重喜 口唇先十:tl*l湾気味に立つ 外は撫→波状文 実褐・灰褐

118-1363 
LN  52 大受 口縁は外反 外は平行叩→撫 か妥綴 灰灰オリ ブ e

76-1 

118-1364 
表採 大義 11 内外撫 か箆綴 Eフ足潟・灰オリー

76-1 

118-1365 
LQ53 大護 11 

外は掻目→撫 0.1以下の砂良粒好 1/来・ 問
76-1 内は掻自→撫 少量

118-1366 
LR53 大窪 11 内外に撫

0.1前後の砂粒
11 

76-1 顕著 ~綴

118-1367 
表採 大慈 11 外は波状文 か塁綴 灰灰オリーブ・

76-1 

1:.~-~368 I L R 5 6 大議 11 
外は平行np→撫→ 。竪綾 灰・同! 76-1 I 波状文

118-1369 
恥t1B5 5 大饗 11 

外は平行np→撫 0.1以下の砂粒
11 

76-1 内は平行叩 顕著 良好

118-1370 
MR52 大饗 11 外は掻目→波状文 か蜜綴 灰フ ・灰オリ

76-1 

118-1371 
LN  52 大費 11 外は平行叩→撫 か堅敏 灰・同

76-2 

119-1372 
LP54 墾 11 内外丁寧な撫 。良好 蒸灰オリープ・

76-2 

119-1373 
表採 事主 " 11 グ竪綴 灰. r司

76-2 

iU9124 LN  58 警 // 外は平行叩→撫 グ墜綾 /1 
76-2 

119-1375 
MC54 大萎 11 外内は掻目→議 グ 蚤車設 11 

76-2 は掻目

119-1376 
L052 大饗 11 内外了寧な撚 O顕.1著前後の砂竪粒綾 灰糞潟 a灰白

76-2 

119-1377 
LQ56 大言語 11 外は平行叩→撫 グ察鍛 灰白・灰

76-2 

一門表採|大藩 11 外は撫内は掻自 グ竪綴 灰/!}(オリーブ・
76-2 

MS  51 大霊祭 11 
外は平行np→

グ竪綴 1; 
76-2 波状文

119-1380 
LM  52 大議 11 

外内は平行np…守撫
か塁E綴 灰 a 泉

76-2 は平行I1P

119-1381 
LO  52 大饗 11 外は王子行np→撫 か笠綴 灰灰オリーブ・ l 

77-1 

119-1382 
LF51 大護 1; 外は平行np→議 グ 皇室毅 !天'問I 77-1 

119-1383 
L053 大蓑 11 内外了寧な撫 グ竪綴 1; 

77-1 

120-1384 
LR56 大墾 璃部は強く張る

外は平行叩→鎌
グ墜綾 ;1 

77-1・84-2 内は円文np→撫

12707--1I 385 ム055 大饗 11 11 グ竪綾 階灰策灰策!

120-1386 
LN  56 大義 清宮sはやや張る ル' グ竪綾 灰白・浅黄77-1 

120-1387 
LR55 警主 潟部は強く援る I! グ良好 灰 ・ 同

77-1・84-1

120-1388 
L052 大努 11 11 か竪綴 灰フ ・灰オリー

77-1 

120-1389 
LM52 大委主 11 11 グ竪緩 灰・向

77-1 

120-1390 
MC54 大墾 1; 11 グ祭鍛 11 

77-1 

120-1391 
LQ56 大窪 11 11 か堅縁 灰灰オリ ブ・

177-2・84-3

120-1392 
L052 言箆 11 11 M 蚤綴 灰白・河77-2 

。。
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B地区の出土土器

第74表土器欝察表(73)
単柱cm

挿図・図版 出土地点 器種・法量 器形の特徴 技法の特徴 目会土・焼成

120-1393 
|溝部品張る 外内はは平円行文口RHP-Tト時撫 0顕.1著以下の砂竪粒緩 灰浅黄オリ プ・LQ57 菱

I7-2 

120-1394 
LG46 受 1/ 

" か箆綴 灰 ・ 同
77…2 

121-1395 
三菱採 き筆 頚部はくの字に原治 肩部は張る 外は平行IJ[J→童話

0.1自Ij後の砂粒 灰・灰オリー
77-2・83-1 顕著 良好 フ

121-1396 
LT 54 大棄 底部は丸い

外は王子行叩
か竪縁 灰灰オリーブ・

77-2 内は内文叩→掻目

121-1397 
L055 大喪 1/ 

外は縄文ロロ
か霊殿 1/ 

70-2 内は円文P[J→撫

121-1398 
MC54 議 I! 

外は平行叩 0.1以下の砂粒
灰白・伺

77-2 内は平行叩 少量 良好

121-1399 
L053 饗 I! 

外は平行P[J→撫
か良好

にぶい禁後・
70-2・83-7 内は掻目 同

126-1400 S J 2 0 杯蓋 天井は平坦体部はRる 端部は水王子 切離は糸切→箆削 // 灰

45-16 (口18.4) 天 2.7 から屈曲してやや内傾 竪綴か

126-1401 S J 2 0 杯護 υ I! 1/ 

I! 

(口18.3) 天 2.4 堅綴 灰白

126-1402 S J 2 0 事手蓋 天弁は低く平坦体部は反る 端部は I! 1/ 灰葉

(口17.8) 天1.7 水平から履践して先は立つ E妥綴 11 

126-1403 S J 2 0 界遺筆 天井は平坦体部は反る 端部は水平 11 11 灰

(口17.3) 天 2.0 から屈曲してくの字状に立つ ~綾 灰色

126-1404 S J 2 0 杯議 天井は本来王子土立 体部は反る 端部は 11 1/ 灰

(口18.5) 天 3..1 水平気味で屈曲し内傾 援縁 // 

126-1405 S J 2 0 高台付杯 高 5.1 口縁は直線的体部は緩く湾曲高台 切離は糸切→撫 I! 灰白

(口15.3) (底 9.5) は外i傾し接地部も外1頃 底部は平坦 不良 1I 

126-1406 s J 2 0 高台付杯 高 4.6 口縁から体部は喜雪崩 底部はほぼ王子坦 λy !/ !/ 

(口J.1.2i (底 8.6) 高台は平均行四辺形で外i鎖 皇室敏 灰

126-1407 S J 2 0 高台付事事 高 5.1 口縁はやや外反体部は緩く膨む底 切書誌は糸切→撫 11 灰白

i 50-11 (ロ11.'1) (底 6.8) 琵lは端が丸い i資i台は接地面が外{傾 良好 灰オリ ブ i 

126… 1408 S J 2 0 高台付杯 (口 14.4) 口縁から体部はE雪崩 内外に撫 か竪綴 灰・同

126-1409 S J 2 0 杯 高 3.9 ロ縁から体部は外反 底部は中央が簿 切離は糸切→撫 灰白

(口13.0) (威 8.8) く端が厚い 端に凹みが付〈 H 良好 /1 

126-1410 S J 2 0 苦言瓶 高(10.2) 口容は悶み内に鋭い稜 口縁は外反 i外は縦回りの掻百 0.1前後の砂粒 1/ 

59-6 (口 15.2) (滋10.2) E車部f;!:屈強 篇は丸く全体にすづまり 内は縦回りの掻毘 顕著 堅綾 灰

126-1411 S J 2 0 墾 高(15.5) 口唇の中央に稜有 口縁は外反頭部 外は平行叩→撫 I! I! 

70-3 (口21.4) (頚17.0) はくの字状に屈曲 内は抑え 竪綴 灰オリープ

127-1412 S J 2 0 大饗 高(33.5) 口唇中央には稜が有内外は突出 口縁 外は平行叩・波状 11 灰

65…l (口46.4) (頚36.4) は外反 頚部は屈尚 肩部は緩く喜多む 文内は押え 怒綴 灰オリ ブ

Q
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C地区の出土土器

単{立cm

挿図 a 図版 i:l:¥ゴ二地点 器種 e 法量: 器形の特徴 技法の特徴 胎ごと・焼成 色

127… 1413 S J 2 0 大菱 高(11.9) 口唇中央こは稜が有内外が突出 口縁 外は平行PjJ→波状 0.1前後の砂粒

(口50.0) は外反 文内は録 顕著 ~綾 灰

128-1414 S J 2 0 大言語 高(90.0) 外は平行PjJ-.波状 11 灰オリ ブ

/ア

65-2・3 (口45.8) (頚35.8) 文内は押え→撫 堅縁 11 

129-1415 S T 2 6 i不蓋 高 4.0 天井は平坦体部は反る 端部は水平 切離は糸切→箆削 0.1前後の砂粒 灰

(口17.3) 天 2.6 から屈曲し内傾 つまみは擬宝珠 少量 竪綴 灰白

129-1416 ST26 杯叢 高(2.6) つまみは中央が高い擬宝珠 0.1以下の砂援粒紋 灰・同
少量

129-1417 ST26 杯蓋 高(1.4) つまみはポタ γ状擬宝珠 接合部に渦明瞭 か竪綴 11 

129-1418 ST26 杯蓋 (口17.5) 端部は水平から屈尚して立つ 内外γ療な撫 。堅敏 11 

129-1419 ST26 杯蓋 (口17.0) 11 11 グ堅綴 灰・灰白

129-1420 ST26 杯蓋 高(1.8) 天井は平坦 つまみはボタン状 切離不明→箆削 グ竪綴 灰・灰寅

129-1421 ST26 杯議 (口17.1) 体部は反る端部は水平から屈曲し立つ 11 か 民主綴 灰・同

129-1422 ST26 事ド蓋 高(1.7) 天井は平坦 つまみは草喜平たボタン状 /f か堅E綾 灰・灰白

129-1423 ST26 杯蓋 高(0.7) 天井は平坦
切離は糸切→箆部

グ竪綴 /f 

つまみ接着部に渦

129-1424 ST26 事手蓑 高(2.8) 天井は平坦体部は反る つまみは擬 切離は糸切→箆削 11 灰オリーブ

宝珠 堅敏 灰白

129-1425 ST26 邦議 高(l圃4) 天弁は平坦 11 グ堅敏 灰 s 同

129-1426 S T 2 6 杯議 高(0.8) 天井はイ尽く平坦 端部は腐析して内傾 切離は糸切→箆削 11 オリーブ灰

内は糸切→不定撫 堅敏 11 

129-1427 ST26 杯蓋 高(0.9) 天弁は低く平坦 切離は糸切→箆削 グ竪綾
オリーブ灰・
同

]29-1428 ST26 高台付i不 高(3.0) 体昔話は膨む 底部は中央はほぼ平坦で 切離は糸切→議 11 灰オリーフー

(底 7.7) 端は丸い 高台は長方形状に立つ 堅綾 オリーブ黒

129-1-129 ST26 荷台付杯 高 4.7 口縁から休部は内重苦気味 底部は平忽 1/ 11 灰

50-12 
E 

78-6 (口14.3) (底 9.0) 高台は長方形状でやや外傾 良好 11 

129-1430 ST26 高台付事干 高 5.0 口縁は直線的休部は湾曲 高台は長 /f I! 氏自

(ロ15.1) (底 8.6) 方形状でやや外領 良好 灰

129-1431 ST26 高台付事ド 高(2.4) 体部はi彦む 底部は平坦で端は角張る λr /γ 氏自

(底 7.2) 高台は三角形状でやや外~雲 良好 fI 

129-1432 ST26 高台付i不 高(2.3) I! I! 爽灰

11 

()髭 6.2) 良好 I! 

129-]433 S T 2 6 高台付杯(杯底7.1) 底部はほぼ王子泡 I! H 良好 灰 白 ・ 同

129-1434 ST26 高台イオ一杯 高(2.0) 底部l土中央が{[，い 高台は長方形状で 11 λF 氏自

(底11.0) 外{頃 接地閣はやや凶み外{頃 良好 11 
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C地区の出土土器

第76表土器観察表(75)
単性cm

事者殴・図版 出ゴ二地点 器主主・法量 器形の特徴 技法の特徴 胎ニiこ・焼成 色 調

129-H35 ST26 i寝台付杯 (主主10.0) 高台は長方形状で外領 内外了寧な擬 O少，量I以下の砂良粒好 灰白 a 同

129-1436 ST26 高台付杯 (底10.9) 高台接地酒は平坦で外領 切離は糸切?→撫 グ良好 11 

129-1437 ST26 高台付事干 高(2.7) 体部は湾曲 底部は端が丸い i高台は 切離は糸切→撫 1/ オリ ブ灰

(底 8.9) 長方形状で外伝接地部は叩む 良好 オザ ブ蒸

129-1438 ST26 高台付杯 高(2.0) 休部は膨む底部は平坦で、均一高台 11 ノノ 灰白

(底 8.4) は長方形状で外領接地部は郎む 良好 灰

129-1439 ST26 高台付事事 (底11.1) 底部は中央が低い 高台は長方形状 υ か良好 灰白・灰糞

129-1440 ST26 高台付事干 潟(3.3) 底部は薄く平塚 高台は高く平行田辺 11 // 灰白

(底 8.4) 形状接地部はやや凹む 良好 11 

130-1441 ST26 杯 高 4.3 口縁から体部は簿く湾出 底部も中央 切離は糸切→撫 0.1前後の砂粒 灰

(口14.6) (底 8.0) は簿く端は突出 少量 良好 灰白

130-1442 ST26 杯 高 3.9 口縁は直線的 体部は薄く緩く膨む 切離は不明→撫 11 灰

80-4 (口 15.3) (底 8.0) 底部は中央が厚く端は薄い 良好 Jγ 

130-1443 ST26 高台付杯? 潟(4.8) 体部は緩く膨む 底部は中央が薄い 切離は糸切→撫 0少.量1以下の砂良粒好 灰白・問

130-1444 ST26 杯 高 4.1 ロ縁は外反体部は膨む底部中央は 11 0.1以下の砂粒 灰白

(口15.5) (底 8.0) 平設で端は突出気床 顕著 良好 1; 

130-1445 ST26 繋 高(1.9) 口唇内外が膨む 口縁は外反 外は沈線文様 0.1以下の砂良粒好 灰 e 向
少量

130-1446 ST26 長頚蜜 (ロ 8.5) 口唇は膨み端部は立つ 内外了容な撫 グ箆縦 灰同オリ ブ・

130-1447 ST26 高原? 高(1.0) 底部はやや膨む 切離は糸切?→箆削 グ不良 灰白 e 悶

130-1448 ST26 事手 (底 8.0) 体部は膨む底部は中央が簿く端が厚い 切離は糸切吋主総 か不良 11 

130-1449 sγ2 6 短頚設 高(.1.9) 口唇内外if::稜 ロ縁は直立気味頚部 内外丁寧な撫 0.1以下の砂粒 灰オリーブ

58-9 (口10ι) (頚10.4) はくの字状に屈折肩部は強く護る 顕著 墜鍛 灰

130-1450 ST26 長室員豪 高(22.9) 口容は中央に稜 口震は直立から外反 体部下半f;l:箆郎→録 11 灰白
I 58-10 

84-8 (口 8.2) 肩部は強く張る 体部は全体に球;伏 つぐりは 3段構成 竪綴 灰

130-1451 ST26 長額資 高(9.4) ロ緑、は直立気味方ミら外反 っくりは 3段構成 か堅綾 灰・!弓

130-1452 ST26 長頚空管 (底 9.0) 体部は緩く膨む 銃部は平坦 切離は不明→擬 か堅綾 灰白・灰

130…1453 ST26 長頚蓑 高(5.9) 体部は球状 っくりは 3段構成 グ竪綾

130-1454 ST26 長頚愛 (底 9.7) 底部は厚く平坂高台は長方形状 切離は不明→燦 か竪綴 灰白曾灰

130-1455 ST26 鉢 (底11.1) 底部は中央部が浮い体部は開く
切裁は不明→撫

グ箆綴 灰・同
外は王子行PP

130-1456 S 1 2 7 杯 高 4.0 ロ縁から体部は緩く膨む 底部は平坦 切離は箆切→撫 0.1前後の砂粒 浅草竜

口12.5 底 6.0 で均一端は屈曲 顕著 良好 灰白

S 1 2 7 杯 底 7.3 l底部は平坦で均一 切離は箆切→撫 グ良好
灰・灰オリ
フ
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C地区の出土土器

単位cm

挿図廓図版 出土地点 若き積 a 法塁 器形の特徴 校法の特徴 日台土焼成 色 t馬

130-1458 SK23 ii' 高 3.9 口高設は外反 体部は薄く膨む 底部は 切尾監は箆切→撫 0.1以下の砂粒 灰白

80-7 (仁114.5) 底 7.8 端がやや厚い 少量 援綴 11 

130… 1459 S I 2 7 杯 高 3.9 ロ主主は外反 体部は膨む 底部は端が !/ 1/ 1/ 

(ロ12.8) 底 7町O j事く丸い 塁E綴 1/ 

131-1460 ST26 横j筑 高(30.4) 口容は問む 口縁は凹んでやや外傾 外の体部は平行叩 0.1前後の砂粒 灰賞

59-7 (口14.4) (頚10.6) 口縁は外領 頭部はくの字に屈折 内は押え→撫 顕著 堅綴 灰オリ ブ

131-1461 ST26 鉢 高(7.1) 口唇は僅に凹み黍箆 口縁は 外反頚 内外丁寧な撫 0.1以下の砂粒 灰白

(口40.6) 部は緩く屈曲 体部は上位で最大 少量 不良 /1 

131-1462 ST26 重苦 高(23.8) 口容の中央に稜有 内外は鋭く突出 外は平行np→撫 0.1前後の砂粒 灰

65-4 (口22.1) (頚17.8) 口縁は外反 頚部はくの字状肩は張る 内は撫 顕著 震鍛 1/ 

132-1463 ST26 喜怒 高(17.1) 口唇はやや丸い 口縁は外反頚部は 外は平行np 1/ 灰オリーブ

65-5 (口17.7) (頚15.5) 原幽 肩部はやや緩く張る 内は押え→撫 援綴 /1 

132-1464 ST26 護 高(7.8) 口唇は丸く内側に稜有 ロ縁は外反 1/ // 

/1 

70-4 (口21.5) (頚17.3) 頚部は屈曲 堅綴 // 

132-1465 ST26 主選 高(14.3) ロ唇中央は沈線状で内外は鋭く突出 外は平行叩→撫 1/ 灰

(口18.6i (頚14.5i 口縁は外反 頭部はくの字状に屈曲 内は芸展 室主綴 1/ 

132-H66 ST26 委 高(32.1) 体部上位で最大径
外は平行叩→撫

か整綴 灰問オリーブ・
内は押え→撫

133-1467 ST26 き議 高(20.3) 口唇中央に稜有 内外は突出 口縁は 外は平行叩 /1 灰オリーブ

65-6 (口27.6) (頚20.5) 外反頚部はくの字状肩部は張る 内は拘1え→撫 竪敏 /1 

133-1468 ST26 婆 高(36.0) 口答中央に稜省 内外は突出しやや内 11 灰

1/ 

70-5 (ロ29.3) (頚21.6) 傾 口縁は外反頚部はIffi歯腐は緩い 竪緩 灰オリーブ

134-1469 ST26 大袈 高(14.5) 口容中央に稜有 内外は突出 口縁は
外は平行口p

1/ // 

波状文

(口29.4) (堅実22.4) 外皮察部は屈折罵器Hま緩く膨む 内は押えー+主総 堅綴 11 

134-1470 ST26 大義 高(16.4) 1/ 1/ 

1/ 11 

66-1 (口38.8) (頚29.4) 堅鍛 /1 

外内はは平撫行矯叩修→孔芸車有
0.1以下の砂粒

70-7 
ST26 大主義 (iコ46.8) 口容中央に後有 内外は突出

少量; 良妻子
灰. I弓

im-H72isγ2 6 ! 大護 |外は議→波状文 0顕.1著前後 口堅.~J綴 灰灰オリ ブ・ I(ロ51.4) I1 
70-8 

138-1473 SK23 繋 高43.9 ロ属中央tこ稜有 内外は突出 口縁は 外は平行np→並署 0.1前後の砂粒 灰

66-2 口30.8 ¥頚23.4) 外反頭部はくの字状に屈折 内は押え→撫 顕著 良好か

138-1474 SK24 委 高(22.7) M 1/ 

/1 It 

(口31.0) (頚23.3) ~鍛か

139-1475 N L  54 天井は平壌体部は反る 端部は水平 切離は箆切一+議 0.1以下の砂粒 灰

から屈折して内領 顕著 良好 灰白
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C地区の出土土器

第78表
単位cm

挿図・函底 出土地点 器種・法金 器形の特徴 技法の特徴 色 五号

0顕.1著前後の砂良粒好 主淡愛業139-1476 LN53 事手蓋 高(2.2) 天井は平坦 つまみはボタン状 切離は糸切?→箆削

139-1477 NM53 事手蓋 高(1.5) // 切離不明→箆削 0.1以下の砂粒 黒

内部は黒色処潔 顕著 良好 淡寅

139…1478 
NL52 杯議 高(0.6) 天井は平坦 // か良好 黒・淡策78-4 

139-1479 NM53 杯蓋 天井はやや丸い体部は緩く反る 端 切離不明→箆郎 0.1以下の砂粒 EJ<.オリープ

(口 16.4) 天(2.0) 部は丸く内に沈線有 少量 竪綴 灰

139-1480 NC50 長~蜜 頚(8.2) 層部は丸く修む っくりは 3設構成 か竪紋 賞に褐ふい視・灰

139-1481 NM53 害事 高 3.5 口縁は外反体部は緩く膨む底部は -Ji!J離不明→撫 0.1前後の砂粒 灰白

(口13.9) (民 7.4)I平坦で均一端は丸い 3箆記号 1霊堂豪 (自鮮J同一 か

139-1482 MB  5 1 杯 高(1.5) 底部は中央部がやや厚い 切離は糸切→撫 H 主主主子 灰同オリーブ・

139-1483 NK52 杯 (底 6.7) 底部は均一で中央がやや高い 切離は糸切→箆削
0.1間後の砂粒

淡賞・同
少量 良好

139-1484 NL53 蓑 底 7目。 底部は厚く平坦 切離は糸切→撫
0.1目Ij後の砂粒

設費侵九顕著 良好

139-1485 NM53 杯 (底 7.6) 底部は平坦 1/ 
0.1前後の砂粒

灰白・
少量 良好

139-1486 NM53 事ド (底 6.2) 底部は中央がやや高く端は突出 /1 グ不良 燈. I湾

139-1487 NM53 事事 (底 6.6) 底部は厚く平坦 Jγ 
0.1以下の砂粒

淡糞・伺
顕著 不良

139-1488 NL53 事手 (底 5.6) 底部は中央が薄い 1; 
0.1以下の砂粒 燈明主電福・浅頁
顕著 不良

139-1489 NL53 短頚豪 (底13.3) 高台は長方形状に外傾接地部凹む 切離不明→撫
0.1自日後の砂粒

灰糞・伺
少震 良好

139-1490 NM53 高台付杯 高 4.0 ロ縁から休部は湾曲 底部は中央部が 切離不明→底部 0.1以下の砂粒 浅賀

(ロ12.5) (底 6.8) 厚い 高台は三角形状 箆削 顕著 良好 灰オリーブ E 

139-1491 NL53 高台付杯 (底 9.6) 底部は平坦高台は高く外反 切離は不明→撫 0少.最1以下の砂良粒好 黒・!弓

139-1492 NM53 高台利害干 (底 6.8) 底部は平坦で均一 高台は外反 切書誌は不明→磨 か良好 黒 a 淡寅
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第 5章奈良@平安時代以外の調査

第 5 良§ 時代以外の調査

1 

@平安時代以外の遺構は、調査区で北側の緩斜面に集中して検出された。この中には、

河原石を出土し隣り合う土坑SK31. S K32、これらの南に位置する SK33がある。また、こ

れらの北西には、幅が狭くて浅い蒋SD34が位置している。

S K31 (第137図、図版38)

S K31はN153区に位置し、 SK32東側の緩斜面に位置している。標高は54.3mで、長軸方

向は S-30
0

-Eを指す。規模は長軸1.35m x短軸1.2m深さが35cmあり、形態は隅丸長方形

状の不整形を呈する。援はやや角度をもって傾斜し底面は平坦である。覆土中には拳代前後の

河原石が密につまり、その間に陪褐色土の軟らかし

S K32(第137図、図版39-1)

SK32はN153区に位置しミ SK31西側の緩斜面に隣接している。捧高は54ゐ 3mを測る。形

態、は一辺が約70cmの不整三角形を呈している。壁は緩やかで底面は平坦である。底面から10

していた。

~20crnの細長し、河原石が数点出土し、

S K33(第137図、図版39-2)

はやや軟らかい暗福色土が堆積していた。

S K33はNH53から かけてあり、 SK31'32の南側標高49.8mの緩斜面に位置してい

る。最も長い部分の方向はN-200
- Eを指す。規模は長特1.4mx短軸1.2m深さ50cmを測り、

呈してし、る。覆土は軟らかい暗掲色土を主体とする土で、 10cm前後の河原石

まれていた。
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していたの ら南西にか

している。この溝は北から

を量している。覆土は軟らかし

に傾斜 Lていることから、排水用の溝と

られる。

2節遺構外出土遺物

は、口 .Ocmo .1cm.高さ4.9cmで、ある。 から
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第 2節遺構外出土遺物

丸く仕上がる口唇部支

側に箆削りを施す。

し、
。

る J
臥

U

B

タ」 ¥ミ

。。
には1~3mmの小石

きされている。

あ

口

く直立する。

は、低く

.7 cmo高さ16.5cmで、ある。口

ら底部にかけて緩く膨らみ、胴上

を呈するが、そ

1494(図版記-3)

く社上がり、口

位には獅子の把手が付く。

当たっており、一部に蒲鉾形のスリットが入る。飴土@焼成@色調は1493と類{以している。

1495は鉢あるいは饗類の陶器片である。法量は底径が11.0cmで、ある。器肉と高台が厚く、

高台端部外側に箆削りを施す。胎土は 1mm前後の砂粒を少量含み、焼成は良好である。断面

の邑調は赤樫色で、高台接地部を除く外面には暗赤褐色の、外面には灰白色の際関のある貫入

状の粕が付く。

1496~1501は窯道具である。 1496.1497はハマで、 1501 はトチである。 1499 と 1500はともに

焼き台と考えられるが、 1500は柱状部上位に台が付くと思われる。 1498は、中央に穴があく葦

と思われるが不明。法量は1496ι1499の上面窪がそれぞれ6.1cm、8.0cm、8.5cm、8.0cmで、

1498の口径と 1501の底面径がそれぞれ9.6cm と 8.8cmで、ある。 1496~1499の上詣には回転糸切

り痕が認められ、 149601497-1500の下部には5ケ所の回り込みが入り、 5つの花弁状を呈してい

る。胎土は1496~1500 までが、 1mm前後の砂粒を顕著に含み、 1501 は1~10mmの砂粒やIJ'\石

を多量に含む。焼成はすべて良好で、色調は1496.1499が暗赤褐色、 1497が褐色、 1498が補色

~樺色、 1500は表面上部がオリー 1501は黒福色である。 1502は摺鉢の陶器片である。内

部の卸し自は隙間なく並んでいる。高台・

lrnm前後の砂粒を

製品と考えられる。

ある。長さは7=

の打面倒に小さなつまみが作出され、

押圧剥離は、裏面縁辺にせまし

辺左下 司に

i二、つまみ部に弱し、火熱による火パネ

く、端部外側に箆削りを施している。胎土は

ある。 1496~-~1502v主、中山焼きの

は9mmで、ある。反り

ウ j(_'f~t&広三R1l蹴 IP/.地されている。この

された後に施されたもので、

f-

さは22.0cm、

.2cm、 ている。

先端には刃こぼれがあり、内外

ある口

る とし された
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第140函遺構外出土土器(31)
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第1節火山灰の分析

8章 自然科(化)学分析

l節火山灰分析

1 竹原窯跡の火山灰

山田一郎@庄子貞雄(東北大学農学部)

竹原窯跡(平鹿郡平鹿町竹原)の SJ 07とSK02には火山灰が認められた。 SJ 07では多量の

遺物が出土した焼土層の下に、 SK02では多量の遺物を寵接に覆う状態で火山灰が存在した。

これらの火山灰が付近で存在が確認された灰白色火山灰かどうかを検討した。比較に用いた火

山灰は平鹿遺跡(平鹿郡増田町字増田学平鹿)、蝦夷塚古墳群(平鹿郡雄物川町造山字蝦夷塚51)、

大久保(杉宮)遺跡(雄勝郡羽後町大久保字相原入七窪遺跡(雄勝郡羽後町足白字七窪9)そし

て払田概遺跡(仙北郡仙北町払田)から採取された火山灰である。

粒径組成は他に遺跡の火山灰と同様に、 SJ 07とSK02の火山灰とも、 2mm以上の擦がなく、

ほとんどが0.2mm以下と継粒である。

1次鉱物組成で霊鉱物含量は SJ 07、SK02とも各々3%、1%と他の灰白色火山灰と同様、

極めて少なかった。重鉱物組成は、 SJ 07ではシソ輝石》磁鉄鉱>普通輝石》角関石、 SK02

でシソ輝石》磁鉄鉱寺普通樺石》角閃石であり、この結果は飽の灰白色火山灰と同じであった。

軽拡物組成は、 SJ 07、SK02とも火山ガラス》斜長石であり、この結果も灰白色火山灰と同

様であった。しかし、火山ガラスの形態には両火山灰で、違いが認められた。 SK02の火山灰は

スポンジ状》穎粒状〉その他であり、他の遺跡の灰白色火山灰と同じであったが、 sJ 07では

穎粒状》スポンジ状>そのイ也であった。以上の結果からみて、 SK02の火山灰は灰白色火山灰

と考えられた。しかし、 sJ 07の火山灰は火山ガラスの形態が、灰白色火山灰とは異なってお

り、むしろ、払田概に認められた火山灰に類似していた。このことから、 SJ 07の火山灰は灰

白色火山灰とは異なる火山灰か、それとも再堆積物であるかについては不明である口

平鹿遺跡や他の遺跡中には灰白色火山灰以外の火山灰は認められなかった。従って SJ 07の

火山灰の由来については今後さらに検討する必要がある。

参考文献

(1) 庇子貞雄e山田一郎(1983)秋田県はりま錦、大岱口、案内 V、払田柵および平鹿の各古代遺

跡中の火山灰の鉱物科学的分析、秋田県文化財調査報告書101集、 243~2470

(2) 庄子貞雄@山田一郎(1986)蝦夷塚古墳群の火山灰、秋田県文化財調査報告書第136集、 350
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第 6章 自然科(化)学分析

(3) 山田一部e庄子貞雄(1987) 大久保(杉宮)遺跡の火山灰、羽後町文化財識査報告書、 58~590

(4) 山田一郎@庄子貞雄(1988)七窪遺跡の火山灰、羽後町文化財調査報告書第8集、 490
(5) 庄子貞雄a山田一部(1983)払田柵跡中の火山灰、払田持跡調査事務所年報日旬、 73~770

2 竹原窯跡出土火山灰の蛍光X線分析

学大宮内教良一
京一小

手
干辻一一一

(1)はじめに

東北地方北部地域の平安時代後期の遺跡からは蛍光X線分析により2種類の火山灰が検出さ

れている。そのうち、下位火山灰は十和田 a火山灰と推定されており、 K、Rb量が少なく、

逆に、 Ca，Sr量が多いという特徴をもっO 他方、上位火山灰は十和田 a火山灰とは対照的に

K、Rb量が多く、 Ca，Sr量が少ないという特徴をもっており、大陸から飛来した白頭山火

山灰と考えられている。荷火山灰はこのように対照的な特性をもっているため、蛍光X線分析

法によって容易に識別される。既に青森、岩手、秋田、北準道南部地域の数多くの遺跡から、

300点を越える火山灰の分析データーが出されている。

本報告では、竹原窯跡から出土した火山灰の蛍光X線分析の結果について報告する。

(2)分析結果

第141図にはRb-Sr分布図を示す。これまでの分析データーに基づいて白頭山領域と十和田

系火山灰領域を示しである。この分布領域は定性的な意味しかもたないが、それでも、白頭山

火山灰か十和田 a火山灰かを識別する上には有効である。第141図より白頭山領域に分布する

ものは1点もないことがわかる。殆どの火山灰は十和田系火山灰領域に分布するが、 No.9.12

の2点のみは明らかに十和田系火山灰領域をずれて分布する。 No.9.12を除く地の火山灰は十

和田 a火山灰と推定される。

第142図にはK-Ca分布図を示す。この分布闘でも白頭山領域と十和田 a火山灰領域を示し

である。やはり、 N0.9.12の2点は明らかに十和田 a火山灰領域をずれるが、白頭山領域にも

対応しないc 他の火山灰はほぼ、 ト和田 a火山灰に対応するとみられる。

第143図にはFe留子

みは明らかにずれる。

以上の結果、 No.1.2.針←シ6.7.8.13の9点は十和田 a火山灰と推定される。 No.10.ll.14

も十和田 a火山灰とみられるが、風化による変質がかなりある試料で為ろう。 No.9'12は変

しく、土壌に近い試料ではないかと思う。分析結果は分析笹とともに第79表にまとめて

して去る どの火山灰は十和田 a領域に対応するが弓 No.9の

おく。なお、第79表にはZrの分析値も恭しであるが、白頭山火山灰のもつ Zrの特異性はどの

火山灰にも認められない。
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第79表 竹京窯跡火山炭化学分析数値表

K Ca Fe Rb Sr Y Zr 推定結果

1-774 1 0.291 1.08 1.63 0.141 1.05 0.887 1.15 十和田 a 

775 2 0.284 1.15 1.87 0.129 1.20 0.758 1.08 十和田 a 

771 3 0.307 1‘05 1.55 0.167 1.05 1.02 1.48 十和田 a 

777 4 0.282 1.23 1.80 0.142 1.34 0.697 1.00 十和田 a 

778 5 0.309 1.07 1.45 0.163 1.03 1.15 1.46 十和田 a a 

779 6 0.228 1.52 2.08 0.092 1.42 0.570 1.07 十和田 a 

780 7 0.273 1.10 1.52 0.166 1.08 1.03 1.41 十和田 a 

781 8 0.300 1.09 1.40 0.151 0.972 1.09 1.54 十和田 a 

782 9 0.235 0.316 3.52 0.203 0.346 0.991 1.81 土壌(?)

783 10 0.248 0.872 1.39 0.123 0.853 1.06 1.44 十和田 a(?)

784 11 0.259 0.908 1.29 0.146 0.858 1.11 1.36 十和田 a 

785 12 0.286 0.471 2.39 0.312 0.623 1.13 1.63 土壌 (?) 

786 13 0.276 0.951 1.60 0.182 0.949 0.971 1.44 十和田 a 

787 14 0.325 0.904 1.97 0.277 0.849 1.11 1.64 十和田 a(?)
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第 1節火山灰の分析

3 テフラ分析

パリノ e サーヴェイ株式会社

(1)試料

本分析では竹原窯跡で発見されたテフラ試料について、鉱物分析ならびに窟折率測定を行い、

すでに堆積年代が明らかにされている示標テフラとの対比を行うことにある。試料は、にぶい

黄褐色の中粒の火山灰(SK02-N 0.10)1点である。

(2)分析方法

分析は、次の手順で行われた0

1. 40守を秤量。

2. 超音波洗浄と分析舗(1/16mm)による飾別を繰り返し、泥分を除去。

3. 80
0 
Cで恒温乾燥。

4. 分析簡により、 1/4-1/8mmの粒子を箭別。

5. テトラブロモエタン(比重2.96)で比重分離。

6. 重鉱物@軽鉱物それぞれ250粒について偏光顕徴鏡下で同定し、重鉱物組成及び軽鉱物組

成を求める。

7. 火山ガラスについて、新井(1972)の方法に従い屈折率を測定する。

(3)分析結果

重鉱物組成ダイヤグラムを第144図に、その内訳を第80表に示した。含まれる重鉱物は、量

の多い順に斜方輝石、不透明鉱物(おもに磁鉄鉱)、単斜輝石である。わずかにカンラン石が認

められる。角閃石は含まれていない。

また軽鉱物組成ダイヤグラムを第145図に、その内訳を第81表に示した。比較的分厚いバブ

ル型(平板状j火山ガラスや分厚い中同型火山ガラスも少量認められるものの、正倒的に転石型

火山ガラスが多い。軽石型火山ガラスのなかでは、スポンジ状に発泡したものが特に多く、繊

維東状に発泡した火山ガラスも認められる。

火山ガラスの窟折率(r)は1.498-1. 508であるが、ごくわずかに1.509より高い屈折率をもっ

火山ガラスも認められる。

(4)考察-示標テフラとの対比

重鉱物組成上の特徴、とくに角閃石を含まなし、ことや、火山ガラスの形態さらに屈折率から、

分析試料は、仙台平野周辺に分布する10世紀前半に堆積したと考えられる灰白色火山灰(山田・

庄子、 1981)と同じテフラと考えられる。またA、D，，915年に噴出したと考えられている十和田

a火山灰(To-a:町田ほか、 1981、町田ほか、 1984)とも同じ特徴をもっO 灰白色火山灰は、
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第 6章 自然科(化)学分析

To-aと同じテフラと考えられる。なお1.509より高い屈折率をもっ火山ガラスがごく少量認

められている。この屈折率が高い火山ガラスは、層位的に近し、11-12世紀に韓半島の付け根付

近に位置する白頭山から噴出した白頭山 苫子牧火山灰CB-Tm:1町田ほか、 1981、町田ほか、

1984)、あるいはその他のテフラ

たと考えられる。

参考文献

あり、なんらかの原因によりTo-a中に混入し

新井房夫(1972)斜方輝石@角関石の屈折率によるテフラの同定一テフロクロノロジーの基礎

的研究一、第四紀研究， 11， P.254-269 

町田洋@新井房夫@森脇広(1981)日本海を渡ってきたテフラ、科学， 51， P.562-569 

町田洋@新井房夫・小田静夫 a遠藤邦彦@杉原重夫(1984)テフラと自本考古学一考古学研究と関

係するテフラのカタログ一、古文化財編集委員会編「古文化財に関する保存科学と人文・自

然科学J，P.865-928 

山田一郎@庄子貞雄(1981)宵域県に分布する新期の灰白色火山灰について、同士肥誌 52，P、

155-158 

第80表重鉱物組成の内訳
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第 2節胎土分析

l 竹原窯跡、および、その周辺の遺跡出土須恵器の蛍光X線分析

奈良教育大学

(1)はじめに

秋田県内の須恵器の伝播@流通の模様を明らかにするためには、まず、秋田県内の窯跡出土

須恵器の化学特性を整理しておかなければならなし、。その一環として、本項では平鹿町の竹原

窯跡および西ケ沢窯跡出土須恵器の化学特性を明らかにするとともに、能代市の2.3の遺跡出

土須恵器の産地を推定した結果も併せて報告する。

(2)分布結果

はじめに平鹿町の竹原窯と西ケ沢窯出土須恵器の化学特性に差異があるかどうかについて説

明する。第H6図には西ケ沢窯の須恵器のR1:，-51"分脊図 。この分布図は各地の窯跡出土

須恵器の地域差を有効に表示することで知られる。第146図では西ケ沢群としてまとまって分

布しており、窯跡出土須恵器特有のまとまり方をしていることが分かる。これに対し、官街や

その他の消費地遺跡出土須恵器はもっと大きくばらついて分布するのが普通である。第147図

には竹原窯跡出土須恵器のRb-Sr分布図を示すO 第146図で求めた西ケ沢領域とともに、大部

分の竹原窯跡出土須恵器を包含するようにして竹原領域を示しである。勿論、これらの領域は

定性的な意味しか持たないが、それで、も遺跡、出土須恵器の産地を定性的に推定するよには十分

有効である。第147図をみると、竹原窯の須恵器は同じ平鹿町内の西ケ沢窯の須恵器に比べて、

Rb、Sr量とも多く、布上にずれて分布することが分かる。しかし竹原窯の少数の須恵器は西

ケ沢領域に分布しており、この意味は目下のところ不明である。ともかく、平鹿町内には竹原

的な特注をもっ須恵器と凶ケ沢的特性をもっ須忠器の両方があるということは確かである。勿

論、両者の素材粘土の採集場所は異なっているはずである。平鹿町内の何処にこのような粘土

が分布しているのか、今後機会があればサンプリングしてみたい。

第148罰には西海老沢窯の須恵器のRb-Sr分布図を示す。この窯の須恵器は秋田県産にして

は珍しく Rb、K量が多いという特徴をもっO そのため、秋田県内の般の窯の須恵器から

易に識別される。また、第149図には大曲市の成沢1、2号窯の須窓器のRb-Sr分布図を示す。

竹原窯の須恵器の化学特性に類似しており、成沢領域のかなりの部分は竹原領域と重複する。

このように、秋田県内の窯跡出土須恵器の化学特性は必ずしも類似したものばかりではなし

きる場合がかなりある。したがって、秋田県内の須恵器の伝播傍流通の研究

ることがわかる。ただ、この研究を推進するためには、化学
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特性の整理の外に、窯の推定操業年代に関する情報が必要である。

次に能代市内の2・3の遺跡出土須恵器のRb-Sr分布図を紹介しておこう。

第150図には福田遺跡出土須恵器のRb-Sr分布図を示すO 遺跡出土須思器特有の大きなばら

つきをもって分布していることがわかる。このことはこれらの須恵器は少なくとも2.3ケ所の

産地から供給されたものであることを示唆している。大まかな推定を試みると、 NO.1.2.6.9

の4点は竹原的であり、また、 No.3は西ケ沢的、 No.4.5は西海老沢的であることがわかる。

同様にして、第151図の寒川III遺跡出土須恵器のRb-Sr分布図をみると、 No.1.4づイの4

点は竹原的、 No.8・9の2点は西ケ沢的、 No.1.2・3は西海老沢的である。

第152図には十二林遺跡出土須恵器のRb-Sr分布図を示す。 NO.4.6.8は竹原的、 No.2寸.7

は西ケ沢的であるが、 2の遺跡には西海老沢的な胎土をもっ須恵器は1点もない。

第153図には上の山口遺跡出土須恵器のRb-Sr分布留を示す。この遺跡にも西海老沢的胎こと

をもっ須恵器は1点もなし、。大部分は竹原的胎土をもっ須恵器である。 No.1は西ケ沢的胎土

をもっ須恵器である。勿論、竹原的とした須恵器の中には成沢的な胎土をもっ須恵器があるこ

とも断っておく。

上述の産地推定で竹原的などとあいまいに表現した理由は、まだ、秋田県下の須恵器の伝播@

流通の流れを大づかみに把えようとしている段階であるからである。もう少し、しぼり切るた

めには、生産遺跡と消費遺跡の年代の一致に関する情報が必要である。その上で、可能性のあ

るいくつかの産地を整理しこれらのマハラノピスの汎距離をK、Ca、Rb、Srの4因子を使っ

て計算しなければ産地推定における別々分析はできなし、。ここでは、~的胎土という表現で大

雑把な産地推定をするにとどめた。
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2 プラント e オパーノレ分析

パリノ e サーヴェイ株式会社

(1)試料

試料は、 SJ 05-f右壁(No.8)とSJ 20窯(No雷 9)で認められた繊維状の植物遺体それぞれ1

点ずつの合計2点で、ある。

プランドオノミールは、植物体内の植物珪酸体に由来したもである。とくに、イネ科植物の

葉部(葉身と葉鞘)表皮細胞にある亜鈴型細胞列に由来したものは形態が属レベノレで、異なるため、

吉イネ科植物相を推定するうえでよい指標となる(大越、 1982)。したがって、植物遺体がイネ

科植物の葉部を起源としている場合には、植物遺体中に亜鈴型細胞に由来したプラソいオパー

ルが列状に多数観察されるはずである。

(2)分析方法

試料を再定する方法は以下のとうりである 0

1.植物遺体採集

2. 過酸化水素@塩酸処理(植物遺体中の有機物@鉄分の除去)

3.封入@同定

(3)結果

試料を採取する際の観察では、 No.8のSJ 05-f右壁には繊維状の横物遺体とイネ科植物の

葉部のような痕跡、が認められた。いっぽう、 No.9のSJ 20窯援では植物遺体が縦横に交差し

て認められたが、植物遺体の形状は繊維状のもののほかに革本植物の木質部のようなものも認

‘ーエヂ 2._...，.ユ- . ず

α~ ，つイ [.， /'-0 し/J"し、 /1 イ、
、- ，門『ー吋 A 、 ー，

ふつな浪踊一、叫みりれなかっに。

向定の結果、 SJ 05-f右壁より採取したNo.8の植物遺体にはマコ の亜鈴型細胞由来の

プラン卜@オパールが列をなして多数みられた。したがって、この植物遺体はマコモ属に属す

る植物を起源としたものである。 SJ 20窯壁より採取したNo.9の植物遺体iこはプラントオ

パーノレが認められすべ となった植物はわからなかった。

引用文献

大越昌子(1982):プラント@オパーJI/，寿能泥炭層遺跡調査報告書一自然遺物編 p239--._，254、

埼玉県教育委員会
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第 6章 自然科(化)学分析

第 3節炭化材分析

1 竹原窯跡出土炭化材の樹種

己三郎

秋田県平鹿郡平鹿町にある8-9世紀の須恵器窯跡の竹原窯跡から出土した炭化材の樹種を調

査した。

試料は2-4cmくらいの大きさの木炭で、材組織の保存状態は良いものが多かったが、中には

放射方向に多数の割目のあるものや、組織が著しく変形したものもあった。他にスサとされた

3個の炭色の砂泥質塊は調査ができなかった。

炭化材は破断面を反射顕微鏡で観察したが、その結果はつぎの通りである。

第82表試料分析一覧表

No. 1 S] 01 クヌギ No. 14 S] 07 クヌギ

2 S] 01 ク リ? 変形材 15 S] 20 クヌギ

3 S] 01 クヌギ 他に散孔材 16 S] 20 クヌギ

4 S] 01 クヌギ 図版85 17 S] 20 クヌギ

5 S] 05 クヌギ 18 SK02 クヌギ、

6 S] 05 ノリウツギ、 図版85 19 SN04 ク ワ

7 S] 05 クヌギ 図版85 20 SN11 ク リ 図版85

8 S] 05d クヌギ 21 SN22 ク リ

Q S] 05d クヌギ 4つ4ιつJ LQ56区 /力/マ、どt 

10 S] 05d クヌギ 23 LP56区 クヌギ

11 S] 07 クヌギ 24 S] 05 明) ス サ

12 S] 07 クヌギ 25 S] 05 明) ス サ?
し…ー……

以上をまとめると、クヌギ炭は、 SJの殆 と、 SK、LQ. L P56区で18例、クリ

は、 SNの全部と SJのlで計4例となる。ほかに、ノリウツギと散子し材が各1例である。

クヌギ炭はし、わゆる檎炭で、適当に硬く、強い火力が持続する優良品である。クリ炭もそれ

し る。 』土、 ど松で島ると記されて

いるが、この遺跡の窯では、 で使用したように思われる。

。。
ウ
t

つL



第 3節炭化材分析

註合間芳郎。 1979 

ス斗十とされたものは、白

り、壁材と Lたようにも

合Lたような綾;揮でちシ i[-- ト

される。 No.24にはち中高lmm以下

しているが、 られなかったり

スサにはイネ っており、王水越理でイネ J
h
u
 

り

ず
ハ
U

辛めよ

μ
、
」7

'
 

ム一札ら

クヌギ Q uercus acu tissima C訂 rth

きな環孔材で、晩材部に移ると道管は急、に小さくなり、

放射方向に並ぶ。放射組織は単列のものと、 11屈の広い大きな複合のもの(広放射組織)がある。

クリ C astanea crenata S ie b. et Z ucc 

環孔材で、早材部の道管はきわめて大きく、数環に並び、晩材部に移るとかなり小さ

か、 まって火炎状態に配列する。 ものばかりで、広放射組織はない。

ノリウツギ H ydrangea paniculata S ie b 

やや小さい道管の散孔材である。道管の多くは単独に分布し、穿孔は階段状で、階段数は多

い。放射組織は異性で、中部の平伏細胞からなる部分は、 2-4細胞i隔、そ

はよ下に長く延び、 137IJで数段に続くことがある。

付

顕徴鏡写真の説明(図版85図、

L クヌギ、 No.4、木口。

2. 向上、抜目。

3. クヌギ、 No.丸木口。右端に広放射組織、

4. 向上、板告。右側に広放射組織。

5. クリ、 No.20、木口。

ι向上、板目。放射組織は単列のみ。

7. ノリウツギ'; No.6三木口。 。

8. 向上、柾目。放射組織、 1---

9. f可上、 j:反目

細腕、 下

一一つ'7(i_ー
ム 1;:;



第 6章 自然科(化)学分析

2 炭化材同定

パリノ。サーヴェイ

No.1----九日、 12の炭化材片9点である。 l寸ぶれも

もので、燃*11-材および窯構築材と考えられている

よ ら検出された

明らかにされていた

乾燥させたのち木口 a柾目窃板目三断面を作成、実体顕徴鏡と走査型電子顕徴鏡(無蒸

同定した。問時に、顕徴鏡写真図版(図版86087)も作成した。

(3)結果

手元の現生標本の中に該当するものがなかったため同定できなかった1点を除く 8点がつぎの

2種類(Taxa)に同定された。各試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などは、つぎのような

ものである。

。コナラ属(コナラ亜嵐クヌギ節)の一種 [Quercus(subgen.Lepidobalanus sect. Cerris)sp] 

ブナf斗 No.1， 2， 4， 5， 7， 11， 12. 

環孔材で孔閣部は、 1'"'-'2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配列する。

大道管は横断面では楕円形、小道管は横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列、放射組織との間では概状となる。放射組織は向性、単列、 1'"'-'20細胞高

のものと接合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔締胞はしばしば結品を含む。

年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ (落葉ナラ類)の中で、果実(し、わゆるドングリ)が2年目に塾するグ

ノレーフoで、クヌギ(Quercus acutissima)とアベマキ(Q. varia bilis)の2種類がある。クヌギ

は本州(岩手 e山形県以南)四国@九州、iに、アベマキは本州(山形@静岡県以西).四国@九州(北部)

に分布するが、中国地方に多し、。材の解剖学的特徴のみで両者を区別することはできないが、

試料はクヌギである可能性が高い。クヌギは樹高15mになる高木で、材は重硬である。古くか

ら薪炭材として利用され、人里近くに萌芽林として造林されるとこも多く、薪炭材としては国

ある c このほかに器具@杭材、橋木などの用途が知られる。樹皮@

a
 

e
 

n
 

a
 

キ
しF

O
 

日
u

f
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ン

/
r
t
、、
、

ニ

リ

ン

ク

J

タ ともなったの

No.6 

じたのち漸減しながち火炎状に配列する

よび2'"'-'3個が斜(放射)

ハ
け
v

o
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第 3節炭化材分街

では角張った楕円形~多角形、単穿孔を有し、癖子しは交互状に配列、放射組織との間では柵状

~網居状となる。放射組織は同性、単(1~2) 列、 1~15細胞高。柔組織は馬問状および短接線

状。年輪界は明瞭。

クリ @本子、1'1移四国 a九州の山野に自生し、ま される ある。

ある し、。

どの用途が知られている。樹皮からはタンニンが怒られ、

用となる。

以上の同定結果を出土遺構ととも (第83表)。

竹掠禦跡出土炭化材の樹種

試料番号 出土 構など 種 名

1 S J 01 窯内 コナラ嵐(コナラ軍属クヌギ節)の一種

2 S J 05d コナラ属(コナラ車属クヌギ節)の一種

3 S J 05f 窯構築材 広葉樹(散孔材)

4 S J 07 窯内 コナラ属(コナラ亜属クヌギ節)の一種

5 S J 20 窯内 コナラ (コナラ亜属クヌギ節)の一種

6 S N04 窯状遺構 ケ リ

7 SNll 窯状遺構 コナラ属(コナラ車属クヌギ節)の一種

11 LP55 炭化物層 コナラ震(コナラ亜属クヌギ節)の一種

12 S J 05 窯内 コナラ属(コナラ亜属クヌギ節)の一種

遺構が伺を焼成した窯であるのかわからないが、 No.3を除く 8点が燃料材であるとすれば、

上記のように古くから薪炭材として利用されてきたクヌギ節(クヌギと考える)やクリが使われ

ていることから、こhちの材の特長を あったものと思う。とくに、クヌギ

く、火持ちもよいことからその可能性は高いと考えている。
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第4節年代測定分析

z

を 永
4

1
し

な

付記 Lた誤差は戸

には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年

o vこもとずい し

しています。また

(ONE SIGIVI 

が2d以下のときは3dに栂A)に相当する年代です。また試料の戸線計数率と自

る年代を下限の年代値の (B.P.)として表示してあります。また試料の戸線計数率と現在

の標準炭素(MODERNSTANARD CARBON)について計数率との差が20以下のときは、

Modernと し、 DC%を付記してあります。

Code No. 試料 年代(1950年よりの年数)

GaK-14212 C harcoal from 秋田県竹原窯跡 750::t80 

No.l. 8TW-SJ01 A.D.1200 

GaK-14213 C harcoal from 秋田県竹原窯跡 1610士100

No.2. 8T羽T-SJ05d A.D.340 

GaK-14214 C harcoal from 秋田県竹原窯跡 1840::t 100 

No.3. 8TW-SJ05f A.D.110 

GaK-14215 C harcoal from 秋田県竹原窯跡 1830::t80 

No.4. 8TW-SJ07 A.D.120 

GaK-14216 Char‘coal from 秋田県竹原窯跡 1900士100

No.5. 8TW-SJ20 A.D.50 

以上

内
心。。つω
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第 7主主 まとめ

7童まと め

竹原窯跡は秋田県平鹿郡平鹿町上吉田間内字竹原に所在する奈良時代~平安時代の須恵器生

産遺跡である。遺跡は東北横断自動車道秋田線建設事業の事前遺跡発掘調査として、昭和63年

(1988年)5月9日.-----10月15日に実施された。発掘調査面積は、 9，200m2で、ある。

の窯跡5基、その灰原13箇所、 i主

竪穴住居跡1軒、時期不明の土坑3基主、蒋溝状j遺童構1条のj遺宣構が検出さ才れ1し、里野多 Lいl

量の土器などが出土したた;οコ これらj遺宣構の大部分は、 j独虫立斤任a主状1¥のE伝と!陵要斜面カか斗ら検出されれ.jたこものでで、

あるが、今回の調査区は高速道路予定幅に根つてのものであり、丘陵斜面の上方調査区外にも、

多くの遺構@遺物が存在すると予想、される。

以下、今回検出された遺構と遺物および、 と濯物のあり方に深く係っている火山灰につ

いてまとめてみたい。

l 窯の構築について

竹原窯跡には SJ 06. S J 05窃 SJ 07事 SJ 08. S J 20. S J 01の5墓と SJ 05から切り離し

えられる可能性のある SJ 05 Iの窯跡がある。窯跡およびその灰原から出土した土器により、

S J 06' S J 05. S J 07' S J 08が奈良時代の、 SJ 01. S J 20が平安時代の窯跡と

このうち完摺できたものは SJ 01とSJ 20の2基だけで、イ也は焚口部分だけ

どめる程度のもの、断面による検出などと全容が不明なものばかりである日これら

られるつ

をと

中

には主軸が しながら している場合がありミ SJ 05では a.-_.e、

り芳えれてし、ることが分かった。以下ここS J 07では a~c 、 S J 01では as bとそれぞ

まとめてみたい。

1つは窯構造と年代についてである。竹原窯跡、から検出された諜跡のうち、地下式害窯のも

のは奈良時代のsJ 05 b .-----e、SJ 07 b • c、SJ 08があり、半地下式害窯のもの

S J 01 a • b、SJ 20それに奈良時代の SJ 05 fをあげることができる。 SJ 06につL、ては、

ST ?
ナ
は

じ
市
中
臨

ん
ろの十切

まれないものの他と比べると地山上面から比較的浅い

も考慮する必要がる。また、 SJ 

られたと推定され、築窯H寺tこ白熱堆積士を天井にするこ

S J 05 aとSJ 07 aについては、

あるために、地下式と

05 f vこっし、ては SJ 06を掘り込ん

A
は
よ

0
0
 

つ山



とができず半地下式構造にせざる得なかったと考えることができる。以上により竹原窯跡にお

ける奈良時代の窯跡は地下式構造が主体であり、平安時代においては半地下式構造が主体とな

る傾向にある。また奈良時代においても状況 じて半地下式構造を採用していることを知る

ことができる。

2つ自は溝状部分を伴う窯についてである。、棒状部分を伴う窯には SJ 05とsJ 07の古し

状部分をあげることができる。はじめに溝状部分について、 SJ 05を例にとって整理すると次

のようになる。 SJ 05溝状部分は、 SJ 05 a ~ 8の焚口付近から下方へ少なくとも8mの距離

をもち、覆土は地山排土で充填していた。そしてこの地山排土の宜上を SJ 058以後の灰原が

覆っていた。以上の事実からすれば、地山排土は SJ 058窯構築時に掘り出されたもので、こ

の排土で覆われた溝状部分は SJ 058構築直前に掘られたものと考えられる。以上より、韓状

部分は排土を下方に運び出すあるいは掻き出すための施設と考えることができる。一般的に窯

構築時の掘削土は、焚口下方へ無造作に掻き出したり (SJ 06. S J 20. S J 01)、窯脇に捨てた

りする (SJ 01のように半地下式の場合)と考えられ、 SJ 058は特殊な在り方を示している。

S J 05は 8~a に11原次造り変えられていると予想できる窯である (S J 05 fとSJ 05 a 

'"'-'8は、この点や地山排土で分離されていること、窯構造や出土遺物が相違している点などか

ら、本来別個の窯であったと考えられる)。そしてそこから出る灰層や掘削土は、 SJ 05 8構

築時の排土量を大きく上回る。当初から、順次窯誌が上方へ移動する様な造り変えを予定して

いる窯であれば、そのはじめの排土を焚口近くの斜面に捨てることは極めて不合理な事と考え

られる。したがって SJ 05 a ~ 8の中で最も初めに構築された SJ 05 eの掘削土を、あらかじ

め焚口下方の遠い場所に寄せておく必要性があったと考えられる。 SJ 07の溝状部分も1つは

S J 07 cに関する施設と考えることができ、この場合も後に窯の造り変えを予定してのことと

考えられよう。これらのことから、地下式寄窯を主体とし上方へかさ上げする様な造り変えを

イ半行主主に限「プ、 る可能性がある

2 須恵器の製作技法について

竹原窯跡から出土し は、 など多くの器種が認められている。この

る技法が用いられているものがある。 以下こうち杯l:饗の中には、従来の一般的

れら2点についてまとめてみたい。

1つは杯の切り離し技法と

りを施しているタイプ(190た

(轄轍調整を含む)→切り離

についてである。 SK02出土の回転糸切りと回転

に例をとるc 一般に箆削りをもっ杯の製は大きく成形

たどると解釈されており、箆削りは切り離し

F
h
d
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第 7章まとめ

の後に施すの ある。これに対して、 190は成形 り離し たど

る資料として特筆できるものである。このことを証明するために、まず前提条件として上から

はも糸切り痕のj高から時計四り(右回り)であることを確認しておき、以下に

その理由

自

る

させて正面から見た場合、回転箆削りの砂粒は左→右へ移動しているので、回

転箆削り調整を切り離しの後に施したとすれば、糠轄の回転方向は逆時計四り(左回り)

でなければならない。このことは、離輔自転方向が一定方向であると仮定すれば矛盾し

た結果となる。

② 糸切り痕跡と削り痕跡の接点における粘土屑の有り方は、削り障の上に糸切りで生じた

粘土謄がかぶるように観察できる。

① 190と同じタイプの破片の中には、回転糸切り時に付いた糸の痕跡が回転箆削りの面に

観察できるもの(200)がある(糸切りの糸が交差する部分は、切り離しの後に撫でや削り

の調整で不明なものが多し、)。この場合、切り離し以前に回転箆削りの面が存在してい

なければならない。

以上より、成形(調整)→回転箆削り調整→切り離しという杯製作工程をたどることができる。

よって、従来の切り離し技法の後に削り調整を施す技法を「箆削り A技法」切り離し技法以前に

削りを施す技法を「箆削り B技法」と仮称する。同遺構出土箆切りタイプの中にも、明確に証明

し難し、が、その種の技法と考えられるもの(177など)がある。

2つには饗頚部の製作状態についてである。頚部の製作法には、体部から粘土帯を積み上げ

て成形する と体部@口縁部を73iJ偲に作りそれらを接合させる方法(頚部接合技法)とがある。

ここで、は後者について述べる。竹原窯跡出土大型護のほとんどは、頚部接合技法によっている。

そしてその接合状態は、面取りされている口縁部下端の断面部分を体部の上端に載せ粘土で、補

拾すス 有体会ルス (1qh?l q只7L 戸わ r七十 J -r只 T竹山…トの中査当芝草の培会対能は、依部ト協の

面取りされている断面部分に、口縁部下端を桜め込み粘土で補強する方法をとる (302.303)。

よって従来観察されてきた前者の接合方法を「頚部接合A技法J後者の接合方法を「頚部接合B

技法」と仮称しておく。

以上、土器製作ぉ上の 2点について整理したが、その分布と時代的な位置付けを行うことでち

竹原窯跡の性格をより具体的に把握することができると考えてし、る。

3 火山灰について

らは、 A.B'C より灰白色を呈した火山灰(灰白 と

p
b
 

oo 
つ中



が限定された火山灰として用いている場合があり、そのことと区別するために以下灰白色の火

山灰と記述する)が多く検出されてし、るが、 10cm以上の厚さで遺構と係わって堆積していたの

はA地区の SK02. S N04、B地区の SJ 07. S X 目、 C地区の SJ 20' S N22. S K21e S K23e 

S K25である。そして、出土遺物との保わりで注目されるのが SK 02. S J 07. S J 20とこ

の遺物を含んでいる SK21. S K23. S K25である。これらの火山灰は、斜面上方から窪地に二

次的に堆積したと思われるが、それぞれが連続した一過性の堆積状態を示しており、後に動い

たり逆転したりした痕跡はない。このうち、 SK02とSJ 07については、分析方法の異なる山

田一郎@庄子貞雄、三辻利ーの各先生に分析をお願いした。また、 SK02のものについてはパ

リノ@サーヴェイ株式会社に依頼した(第6章参照)。ここでは SK02. S J 07覆土検出の火山灰

を中心とした分析結果と、土器に係わる考古学的な成果を中心にしてまとめることにする。

S K02. S J 07火山灰の分析結果は次の通りである。

山田@庄子両先生は、 2つの資料について重鉱物の在り方や軽鉱物の在り方は向様であるが、

火山ガラスの形態においては異なるとする分析結果を示された。そして SK02の火山灰は平鹿

遺跡・蝦夷塚古墳群 a大久保(杉宮)遺跡@七窪遺跡と同様に灰白色火山灰と考え、 SJ 07のもの

は灰白色火山灰とは異なる火山灰の可能性があるとしたよで、むしろ払司柵の火山灰に類似す

る点を指摘された。ここでは、白頭山火山灰については言及されていない。

また三辻先生は、蛍光X線分析によれば十和田 aと推定されている火山灰と白頭山火山灰は、

K.Rb量と Ca.Sr量の在り方で両者を容易に識別できるとした上で、 SK02. S J 07それぞれ

の火山灰を十和田 a火山灰と推定された。ここでは、白頭山火山灰以外の灰白色の火山灰が複

数存在する可能性をもっ場合の識別については触れられていない。

以上より SK02. S J 07の火山灰は、どちらも白頭山火山灰とは言えずSK02. S J 07を十和

田a火山灰とする考え(三辻)と、 SK02は灰白色火山灰でSJ 07は灰白色火山灰とは異なる火

I r I1iiV ρ1百了台巨糾でも:ホスル寸」ス
lーム-ijj、マ__..，'"_j iJCJLLi.J....乞，，; -OJ Lーフ ~ 田 に整理できる口よって、 SJ O?のよう 白白 Jレrfr

灰とは異なり、かっ、白頭山火山灰とも る火山灰が存荘する可能性があり、このことは灰

白色の火山灰が複数の起源をもっ可能性のあることを示唆するものである。

他方、 SK02火山灰におけるパリノ@サーヴェイ株式会社の分析結果は、重鉱物組成上の特

徴ゃ火山ガラスの形態@屈折率から灰白色火山灰ニTo-aと結論した上で、 1.509より高い程

をもっ火山ガラスがごく少量含まれるとした。そして屈折率の高い火山ガラスは白頭山

苫小牧火山灰あるいはその他のテフラ起源の可能性があり、何らかの要因で混入したと結んで

ること

らして白頭山火山灰の可能性はないので、ここで

さま1る

いる。 SK02 

も灰白色の火山灰の中に

る灰白色の火山灰と土器との関保は次の通りである。 SK02の底

ウ

ioo 
つω
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面から覆土にかけては SJ 01の製品である須聴器が多数投棄され(一括土器群A)、その上にわ

ずかな間層を挟んで灰白色の火山灰が厚く堆積していた。また SJ 07の覆土には厚い火山灰が

堆積し、その上に間}蓄を挟んでまとまった土器が出土した(一括土器群G)。これらの土器は型

式学的観点から見ると、火山灰下の一括土器群Aはラ世紀後半でも後の方に、火山灰上の一括

土器群Gは9世紀前半代と考えられる。このことは、火山灰を同一時期のものと考えた場合に

矛盾した土器の在り方を示すことになる。したがって、 SJ 07のものが古く SK02のものが新

しい2つの火山灰を想定することができる。すなわち、灰白色の火山灰は時期の異なる2つのも

のが存在したと考えられるのである。

以上の考古学的成果と先の分析結果からみて、竹原窯跡で検出された灰白色の火山灰には

複数の種類が存在していると考えられる。

4 一括土器群とその変遷について

(設1)

竹原窯跡から出土した須恵器は、後述する理由で8世紀中葉から9世紀後葉にかけての時期と

考えられるが、その器種は杯蓋@高台付杯(域).杯(域).高杯@盤@硯@壷@瓶@鉢@奮と多くの種類

がある。本項でこれらすべてを網羅して説明することは、内容を煩雑にするだけと思われるた

め、向一層内や同一窯内から出土した一括土器群Ar-._， 1 (以下土器群Aなどと記す)の整理と変

遷、およびその年代などについてまとめることにする。ただし、土器群内の倍々が、かならず

しも同時生産によるものばかりではない点を断っておきたい。

はじめに、土器群とその出土状況について簡単に記すと、土器群Aは火山灰下の SK02覆士、

土器群BはSJ 06の灰原と られる ST12灰原、土器群CはSJ 05 fの覆土、土器群Dは

S J 05eと考えられる灰層、土器群EはST17とした土器集中部、土器群FはSJ 07もしくは

S J 08の炭化物J層丘、土器群GはSJ 07.08よりも新しく火山灰の上に嘉る焼土層、土器群日

は窯が上方調査区外にあると考えられる ST13覆土、土器群 IはSJ 20窯体内覆土となる。

では、杯葦@杯@横瓶@警が出土してし、る。杯蓋には天井が平坦で高いタイプ(127)と

天井が丸くやや低いタイプ(128)がある。杯には箆切りで大ぷりのタイプ(129)と小ぷりのタイ

プ(150)、回転糸切りで体部下端に箆削り(箆削り B技法)をもっタイプ(190)と、向じく箆削り

をもたないタイプ(196)などがある。横瓶は、被蓋部に小さな窪みをもっ特徴がある (226)。

の長柄タイプには口縁端部が立ち (219.225)砲弾型(224)で、器面が灰色(219)、燈色(224)、

(225)の違いがある。また小型で、ロ唇部が外傾するタイプがある (222)。これらの胎土は粗

く、警の224.225を除し、た色調は全般的に灰~灰色色を呈している。

土器群Bでは、 出土している。 く高し、タ

0
0
 

0
0
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イプ(278)、 タイプ(285)などがある。杯は浅く底面にj品をもっタイプである (296)。

高台付杯には体部下位が丸く、高台の断面形が三角形状のタイプ(290)がある。査葦には口唇

部が丸く天井が平坦なタイプ(294)、天井のやや丸いタイプ(295)がある。長頚歪は成形時のニ

段構成が認められるタイプがある (297)。短頚査には、仁!唇 e高台部の先端が丸くおさめられ、

それらの径が一致するタイプ(300)があり、広口査は口唇部が垂直である (301)。要は中型で、

頚部の接合技法は、体部上端に口縁部下端を様め込み(頚部接合B技法)口唇部が垂直なタイプ

がある (302)。これらの胎土は、 296と297を除くと精製された黄自色で、緑色の自然勅が付く。

この胎土@色調の特徴から、 1041も同類と考えられる。

土器群Cでは、 @高台付芥が出土している。杯蓋には、天井が丸く三角形状のタイプ

(326)がある。高台付杯には、やや深く体部下端に削りをもつものがあり、高台の断面形が三

角形状のタイプ(422)がある。これらの胎土は僅かに砂粒を含み、乳白色を呈している。 624.

625は、胎土@色調が類似している。

土器群Dでは、杯藁@高台付杯@杯@牽葦が出土している。杯蓋には、天井が低く肩平なタイ

プ(341)、天井が平坦でやや低いタイプ(343)がある。高台付杯には、高台が高く断面形が三角

形状のタイプ(428)などがある。杯には底部が厚く深いタイプ(482)、底部が薄くやや浅いタイ

プ(503)などがある。壷蓋には、口唇部内側が鋭く突出するタイプ。(529)などがある。これらの

胎土には大き目の砂粒を含み、 343、428タイプの杯蓋や高台付杯は、器匿に炭素が付着したと

思われる黒急部分をもち、灰色が斑状をなすものがほとんどである。

土器群Eでは、非蓋e高台付杯e芥 e壷蓋e壷@鉢。警が出土している。杯蓑には天井が丸く三角

形状のタイプ(629)、天井が丸くやや高いタイプ(635)、天井が丸く大ぶりのタイプ(632)、天

井が低く平坦気味になるタイプ(657)などがある。高台付杯には、やや深く体部下端に削りを

もち、高台断語形が三角形状のタイフ。(663)、体部下端が丸く低い高台の断面形が方形状のタ

イプ(575)、深く大ぶりで沈繰をもっタイプ(558、 く高レタイプ(583〉などが£る。

杯には底部が丸く口縁が内寄するタイプ(711)、底部が丸く口縁部先端が薄いタイフ。(713)、底

部が平坦でやや深いタイプ(718)、底部が平坦でやや浅いタイプ(719)などがある。査藁には、

天井に稜をもち口唇部の丸いタイプ(722)、天井が平坦で口唇内部に稜をもっタイプ(723)、天

く口唇部の丸いタイプがある。矩頚査は、口唇部が丸く肩の張りが緩いタイプ

(724)である。鉢は頚部の断面形がくの字状で体部が膨らむタイプ(726)である。これらの胎土

には僅かに砂粒を含む。また、 635.632.676.668タイプの杯葦と高台付杯は、器面に炭素が付

したと忠われる黒色部分をもち、本土器群で主体を占めている。この黒色の特徴から、 532-

1227.1233.1237も同類と考えられる。

では、 出土している 浴び端部が外

Q
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るタイプ、天井が平坦で、端は一旦7](平気味になり外{頃するタイプ(823)、

が狭く端部が内に短く折~h るタイプ (833) がある。高台付杯は深く三高台の

タイプがある。杯にはやや深く体部から口縁部にかけて反るタイプ(881)、

T端に箆部りをもっタイプがある。これらの胎土には大き自の静粒を含み、

調をもっO

土器群Gで、は、杯蓋@高台付杯が出土している。杯葦には、天井が丸く端部の屈折部で鋭い

角が付くタイプ(838)、天井部が平坦気味で端部は一旦水平気味になり、鹿折部に鋭い角が付

が方形の

く体部

くタイプ(834)、天井部は平坦でやや低く、天井部と端部の間が直線もしくは反るタイプ(843)、

天井部は丸味を浴びて低く、端部は一旦水平気味から外傾するタイプ(845)などがある。高台

付杯には、体部下端に箆削りをもち、高台の断面形が四角張るタイプ(855)、口縁部は内湾気

が中央寄りに付くタイプ(863)、仁!縁部はやや大きく開いて、高台の断面形は外傾す

る内面に長い底辺をもち三角形状を示すタイプ(869)、口縁部はやや大きく開いて高台の先端

内側が鋭く突出するタイプ(870)、体部下端に箆削りをもち高台先端が内に短く屈曲するタイ

プ(871)などがある。杯は口縁端部が薄く底部の丸し、タイプ(885)がある。これらの胎土には大

き自の砂粒を含み、淡黄色系の色調をもっO

土器群Hでは、杯葦@高台付杯@高台付j苑@杯@撃が出土している。杯蓋は、天井が丸味のある

平坦で、端部の先端が短いタイプ(991)がある。高台付杯には、口縁部が大きく開いて、断面

方形の高台が先端外側で接地するタイプ(995)、ロ縁部はあまり開かず、断面方形の高台が先

端外側で接地する深いタイプ(997)がある。高台付j宛は口縁部があまり開かず、断面方形の高

台は先端外側で接地する深いタイプ(996)がある。杯は、口縁部が薄く平底のタイプ(1000)が

ある。饗では、小型で回転糸切り痕をもち、口縁部は外反してから内傾するタイプ(1007)、中

口 でし、るタイプ(1010)がある。これら に砂粒を含み、スリップ状

九日 l
"'-一一L '---' 

をもっ。

横瓶@斐が出土している。杯蓋では、回転糸切り痕をもっ

く、端部が内に屈折するタイプ(1400)、回転糸切り痕をも

平で、端部が内に屈折するタイプ(1403)がある。

先端外側で接地するタイプ(1405人

をもっタイプ(1406)、底部に回転糸切り痕をもち高台は先端外側で接地する深いタイプ(1407)

がある。杯は、!民面に回転糸切り痕をもっ箱形のタイプ(1409)がある。横瓶は口1岳部が窪んで

し、る(1410)

イプ(1411八日

(1412)がある。これら

き文を七ち、口

には大き自の砂粒を

が空出している

とその中間が実出している

ミ 1，105の乳白色を除くと

タ

プ
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もつO 以上、

し

土器群B

ごと まとめたものであるが、次にこれを

してみる。

ザ

A
V

ることから、竹原窯跡で最も古いと考えられる。 ST12とその周辺における

況は、第26留に示した通りである。これによると、最下層の灰原 ST12(⑤)の直行こは、 SJ 

05 fの製品と考えられる乳白色を呈する土器や ST17と同じく炭素が付着したと考えられる

色の土器を含んでいる層(①@④)があり、さらにその上には地山排士を挟んで、 SJ 05 eの製

品である黒色部分がありかつ灰色部分が斑状を呈する土器などを含む層(①)がある。①、③@

④、①に含まれる土器群の在り方は、以下のようである。③@④属中から⑤層の土器の一部が

出土することがあっても、⑤層中から①@④層の土器が出土することはなく、また①層の土器

が①@④@①層から出土することもない。したがって以上の麿位関係から、 ST12(土器群B)→

(以下矢印は前後関係を示し、左が古い。また、カッコ付の矢印は推定である)S J 05 f (土器

群C).ST17(土器群E)→ SJ 05 e (土器群D)の変遷が成り立つ。また、 ST17の土器群中に

は、 629と663タイプの杯蓑と高台付杯が存在している。これらは、著しく焼けひずみただれた

状態であることから、焼台として使用されたと判断される資料である。そして、これらと形態@

技法の類似を指摘できるのが SJ 05 fの土器群Cである。したがって、 SJ 05 f (→) S T17の

関係が想定できる。一方SJ 07とST35の関係は、 SJ 07(土器群F)→ ST35(土器群G)とし

て明白である。以上の層位における遺物の関係や遺構の前後関係は、各土器群の変遷を示すこ

とになりこれらを整理すると、土器群B→土器群C→土器群D.Eと、土器群F→土器群Gの

として捉えることができる。一方司土器群A.日.1は回転糸切り技法を伴う (Aの187、日の

1007、 Iの1400)傾向に加えて、杯義端部手前で極端に反る (Aの127.128、Hの991.992、 Iの

1400.1403)という特徴がある。これに対して土器群D Gは回転糸切り技法を含まず、杯蓋端

&十マ:、応戸、 σ)/，1'"稀マ:、f只Aベ〕 括協ず「応ハル子正大ナr1， 、、(n O)，~L1 1 • ~LI つ r: ρ)><~只 . ><L1n i .，J、

のがほとんどである。この形態@技法上の特徴から .H 1は土器群D.Gよりも新しい。

土器群A.H.Iの関係については、土器群 Iの杯蓋1400などの端部が明瞭に屈折するものだけ

なのに対し、土器群Aと問時期と考えられる杯蓋1.2と土器群Hの杯蓋991.992は明瞭な屈折を

ブ。れ

、

ら

て
1
1」対

さ

に
の

Iu)界三にはち

誌にはこれを含まなL、。これらのことから、

、タイプを

1 土器群.LA..況の

次
ず

GJ
b
 

併行する

らは、

、出すことができないであろうからこの

SDrから出土し

と二日市器が共伴して出土した。

関保を捉えるために、

ってみたし

1
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第 7章まとめ

第155図の左側には不動木遺跡出土須恵器、右側には竹原窯跡出土須恵器を並べてある。 aと

828は、天井が平坦でやや高い点、中心から稜まで、が1/2口径強となる点で類似し、稜から端部

にかけて反る特徴をもっ。 bと358も天井や援の在り方が類叫し、稜から端部にかけては膨ら

むか直線的である。 cと451は高台の形態と、そこから体部へ移行する部分が丸味をもち類担

する。 dと428は高台が底部端から内側に入り、高い三角高台を有する点で極めて特徴的であ

る。また、 428のタイプは底面から体部の移行部が角張り、 dにもその特徴がある。 e• f • g 

と503.493a881は、体部下位でやや膨らみ口縁部がやや外反する。 h.i.j.kと495.880.481.

882は体部から口縁にかけて直線的か反ることで類似し、 kと882は底部と体部の境に蔀を成し

ている。また糠櫨からの切り離しは、すべて回転箆切りである。このように、不動木遺跡出土

須恵器と竹原窯跡のものは、形態@技法上に類似性がある。他方、不動木遺跡出土の須恵器は

SDrの単一層から一括出土したものがほとんどで、短期間に集中的に投棄されたものと考え

られている。年代は共伴した土師器から、 SDrを国分寺下層式の終末(8世舵末)にとらえ、

土器については古手のものを考慮して奈良時代後半の土器群としてし、る。しかし、遺物が短期

間に投棄されたことを考慮すれば8世紀の後葉を中心とする時期を考えて良いと思われる。一

方、竹原窯跡出土須恵器の中で、 828.881.880.882は土器群F、428.503は土器群D、358.451.

493.495.481は出土層位や形態@色調から SJ 05 eよりも新しい SJ 05のいずれかの製品と判断

されるものである。したがって、土器群D.Fは不動木遺跡出土土器群からおよそ8世紀後葉の

時期が想定でき、両者はほぼ併行すると考えられる。以上より、竹原窯跡における土器群の変

遷は、土器群B→土器群C(→)土器群E→土器群D.F→土器群G(→)土器群 1(→)土器群A.

Hと考えられる。

次に、土器群の年代について考えてみたい。竹原窯跡の上限については、宮城県利府町に所
(註3)

荘する硯沢窯跡を参考にする(第156図)0 .e ~q は、硯沢窯跡で8世紀中葉に位置づけられてい

る管*i~である円これらは士会1" ~立が毘たるもの

期と考えられる土器(314.323-320)と類似する

でリング状の縁があり短く

(祝日.7，Cj(i)お上 TJ(i''''わムル併行す五時

ある。 2と285のつまみは、頭が丸い三角形

など、両者の緊密さがうかがえる。

mと314は休部に削りを施し、底部から口縁部まで内脅する形態や高台が三角形状を呈する点

で類似している。 n 0 と323.296は、体部下半がやや膨らみ体部から口縁にかけて外反する

いタイプと、浅いタイプであるのこのうち、 oを除くと体部下端に回転箆湾iJりを施している。 p

と320はやや深く内 L、体部下端にやはり回転箆削りを施している。このような形態ゃ技法

上の特徴から、士器群Bの年代は8i世紀仁1::1葉と考えられる。また、 qと土器群Eの710は、 710

の体部下端に削りを施していないものの形態が類似するためちこれも8佐紀中葉の中でも

の百[有R件があり、士器群Eを第3凶半期を中心とする時期に考えておく。

つ山QJ
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o 5 cm 

A
-

Q
J
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285 
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下限については、山形県東置賜郡川西町に所在する

遺跡の SD1出土土器は、

{立的に出土し、 4層からは寛平8年(896)と記さ

切り底と思われる

糸切り底である杯197'198と

深く、体部が緩く湾出している点、杯蓋は天井が

参考にする(第156図)。この

5J雪下麗と

の

は、 SK02出土の

る。年では、底佳が口径の1/2弱でやや

く平坦で、稜から端部にかけて反る

徴のある点である。また、 4層よりも古し、5麿上面のものには箆切りと思われる杯U.Vがあり、

それぞれ SK02の147・ST03の247と類似している。 ST03はSJ 01の製品で、 SK02出土須

とはほぼ併行する時期である。このように比較すると土器群AはSD1の5層上面や4J脅か

ら出土した遺物とほぼ同時期に対比することができ、土器群Aの年代を寛平8年(896)をそう槻

らない9世紀後葉と考えることができる。

また、土器群Gの高台付杯855・857と、 SJ 07に関する炭化物層 bから出土した849とは、大

きく開く口綾部や断面が方形状の高台、それに休部下端に箆削りを施すなどの点で類似 L、形

態@技法上近い関係にあると考えられる。このことから土器群Gは9世紀前葉を下る時期とは考

えられず、 8世紀末葉の可能性もあるものの一応9世紀前葉と考えておきたし、。土器群 Iについ

ては、 9佐紀中葉かと思われるが不明である。

以上を整理すると、土器群B'C.Eは8世紀中葉~第3四半期にかけての時期、土器群D.F

は8世紀後葉、土器群G.1は9世紀前葉~中葉、土器群A.討は9世紀後葉の時期と考えること

ができ、これら4つの時期をおおまかに竹原 I~N期として捉えることにしたい。これら4時期

のうち、特に竹原 I期の土器には、金属器模倣タイフ。(668)や硯@短頚査など郡街や他の官街な

どに供給されたと思われる製品が多い。

以上、 に関する 乙日〕走塁
、、_..f，...，L- ___ 、-lふ 、 ー司「 玉川 、〉
V'- ïF父っし Jm~' しろ;.:_ /Jゐ、

_l.- I 、3 、)- /ケー

まこの'2:"1J

う。竹原窯跡は、肥沃な横手盆地を見わたせる

らとする窯跡群である。窯助、の数は、

えられる)やA.B地区の反対側(東側)

な

には少なくとも

ゐ

していたことになる

にあると

どから推定すると、この

ら北河約50

されてし、ることから、隣接する丘陵斜

中でも、最も規模の大きな

ロ1

し、 rj-11 L! 15と陵r

えられる U

また、竹原窯跡における名窯i誌の在り方は、奈良時代のものはB

ものはA地区(S J 01)、 s地区(ST13、ST30などの斜面上jj

し、平安時代の

ると考えられる

R
U
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第 7章まとめ

C地区(SJ 20)と散在する。つまり、奈良時代の局所集中的な在り方に対して、平安時代では
(註6)

散発的な在り方を示している。平安時代の在り方は、富ケ沢窯跡支群や西ケ沢窯跡支群の在り

と共通している。

嶺手盆地における もしくは後葉にかけての窯跡は、奈 と
(註7)

した竹原窯跡と、同窯西方で雄物川を越えた出羽山地東端に位置する末館窯跡 1e 口、の2つで

ある。そして、 『続日本紀Jの天平賓字三年9月己丑条には「始置出羽岡雄勝平鹿二郡j とあ
(註8)

り、この雄勝@平鹿両郡の郡街は横手盆地南部にあると考えられている。したがって、これら2

地域の窯跡が各郡域における須恵器生産の拠点であった可能性がある。また、同条には「造睦

奥国桃生城出羽国雄勝城」と見え、これらの窯跡が雄勝城の成立する頃と併行することから、

竹原窯跡もその供給地としての一端を担った可能性も考えられる。いづ、れにしても、竹原窯跡

出土須恵器の中には、円面硯、鉄鉢、四耳壷などのすぐれて官街的な色彩をもっ器種に恵まれ

ているものを含み、今後、消費地遺跡の調査が進展することによって竹原窯跡の性格がより具

体化するはずである。

註 1 竹原窯跡出土須恵器は、還元焔焼成による黒@灰色系のものと酸化焔焼成と考えられる

白色@撞色系のものとに分けることができる。後者は、その焼成の在り方から厳密には

還元状態の色調をもっ須恵器の範糟を逸脱する可能性を含むが、本遺跡での窯の実態は

不明である。したがって、ここではその問題には触れず、前者と形態@技法が類似する

点から後者も須恵器として扱う。

註 2 山形県教育委員会『不動木遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書第100集

1986(昭和61年)

註 3 宮城県教育委員会『硯沢・大沢窯跡ほか』宮城県文化財調査報告書第116集 1987(昭和

62年)

註4 川西町教育委員会『遺伝遺跡発語調査報告書Jjii 吉田7埋蔵文化財謁査報告書第2集~1981

(昭和56年)

註 5 昭和58年、秋田県教育委員会が分布調査を行った擦に確認されたが、現在はぶどう畑造

成のため消滅している。

註 6 本書、歴史的環境(P3) の項で触れてある。なお、富ケ沢窯跡(A~C) については、 1990

年秋田県教育委員会によって調査され、窯跡4恭が検出されているの

註 7 W払田柵跡 I一政庁跡-~ (1 985) の P119~145の開で、実測図を掲載して紹介している口

この中で、同窯の年代の上限を8世紀中葉としているが、竹原窯跡 1. II期の遺物との比

較から、古く遡っても8世紀第3四半期と考えられる口

註 8 新野直吉「秋田技.1Kt勝域と払田相IfrJu古代史上の秋田J 1981(昭和56年)
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1 A地区調査E風乗(雨宮H>l ヴレハプ右斜面が日地IA、後ろ斜面がCJ出ぱ。

a 

--~ 
2 S JOI・SK02全長(~I>) S J 01のを側には、失敗品を鎗てたSK02がある。
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図

版

3

1 S J 01近来(北西[>) 右墜下の段はSJ 01 bの床蘭である。

2 S J 018通事師出土紋況{西!>) 床匝福山土遺物。ほとんとは焼台。



図 i~'"

版
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戸

‘-

1 S K02遺物出土状況(東1>) 土坑状の穴は7'/カーによる撹乱。

2 S K02近景(北I>} 白いのが、火山灰で約15cmの厚さがある。
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8

1 S T 12遺物出土状況(1) (商[>) L Q56区斜磁の遺物出土状況。

2 S T12遺物出土状況(2)(北t;>) LP56区。中央は登釜(294)、左上は婆(302)である。
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10 

I S J 05・06・07・08全景(南西[>) 左側がsJ 05・06、お側がSJ07・08である。

2 S J05・06全条{南筒[>) 焚口は SJ 05 fで、その布脇にsJ 06がある。
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図

版

ロ

1 S J白犠断面(2)(南1>) 操業蘭を示寸炭化物婦が重っている。

2 S J05遺物出土状況{北西仁>) j量物の下には炭化物が震な っている。
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昨

日

I S J05 e遺物出土状況(北西[>) -j;(;"ur..1滞Dとした遺物である。

2 S J 05遺物出土状況(北[>) 床に近いが、SJ 05e以後の1iiである。
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山

口

I S J05 f焚口付近造物出土状況{南西1>) 中央が一括土器若手CとLた泌物である。

2 S J 05 f覆土遺物出土状況(雨1>) SJ05fの制品と考えられる土器である。
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岬

1 S T 17遺物出土状況(1)(北西1>) J二百ItJ也ILl r)~土で緩われていた。

2 S Tl1遺物出土状況(2)(南関1>) -18ム'13群Eとした遺物である。

• 
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1 S J 05・07と灰原(南仁>) 左側がSJ 05、右側がSJ 07である。
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2 S J07・08断面(南西1>) 左側がSJ 07、右側がSJ 08である。
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1 S J07縦断面(1)(市[>) ヰ， *，のドI ~ 、のが火山f1{ 、 J本聞の白いのは池山である。

4 ・ ・.
つ〈

.;j.....~ "¥ 

- r 

' E、が
2 S J 07縦断面(2)(f輔副j[>) 炭化物胞とj也山tJ~土が互届を成している。

• 
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図

版

m

1 S T36とま世山排土(南西1>) 地山排土は約9():mの厚さがある。

2 S T 36遺物出土状況{南開1>) 右上が茶術色上上扇、左 1;が赤色地山上出土土雪量。
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幻

1 S T35造物出土状況(南西1>) 中央下に白く見えるのが火山灰。
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4 凶 川 ー -

L二 !_;晴

2 S T35断面(東1>) 右上の然が続土層、下の自由:火山灰。
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図

版

M
凶

1 S N 11全景(WI[>) 1夜間は、炭化物で覆われていた。

2 S Nll断面〈陶東[>) 地山排士は約1mのl事さがある。
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1 S Xω・10全景〈南西[>J SX09の渦状郎分(1総く傾斜しているυ

2 S X09・m覆土断面(北東[>) SX09が SXIOの火山灰を切っている。
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1 S KZl会最{凶1>) 傑の破片が出土している。

2 S K25断面{市東1>】 手前と突の白い部分が火山阪である。
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1 S K23断面{南東1>) 遺物の上に火山灰が堆殺している。

2 S K23全景{南西1>) 遺物11:)氏関下力ーに集中してし。る。
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S K31聖書出土状況{陶磁C>)

2 S K31全長(~t寮C>) 底面は平坦である。
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I S K32断面(北京1>) 駐車が集中している。

2 S K33断面(宣!il>) 威爾から墜にかけて緩く湾曲する。
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